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令和５年１２月定例会会議録（第１号） 

 

 

令和５年１２月１日 金曜日 午前１０時００分開会 

議 長 佐 藤 卓 也     副議長 今 田 浩 徳 

 

 出 席 議 員（１７名） 

 

  １番   佐  藤  悦  子  議員     ２番   亀  井  博  人  議員 

  ３番   今  田  浩  徳  議員     ４番   鈴  木  啓  太  議員 

  ５番   坂  本  健 太 郎  議員     ６番   田  中     功  議員 

  ７番   山  科  春  美  議員     ９番   辺  見  孝  太  議員 

 １０番   渡  部  正  七  議員    １１番   新  田  道  尋  議員 

 １２番   八  鍬  長  一  議員    １３番   伊  藤  健  一  議員 

 １４番   山  科  正  仁  議員    １５番   髙  橋  富 美 子  議員 

 １６番   佐  藤  卓  也  議員    １７番   小  野  周  一  議員 

 １８番   小  嶋  冨  弥  議員 

 

 欠 席 議 員（１名） 

 

 ８番   鈴  木  法  学  議員 

 

 欠 員（０名） 

 

出席要求による出席者職氏名 

 

市 長 山 科 朝 則  総 務 課 長 西 田 裕 子 

総 合 政 策 課 長 川 又 秀 昭  財 政 課 長 小 関   孝 

税 務 課 長 津 藤 隆 浩  市 民 課 長 伊 藤 リ カ 

環 境 課 長 岸     聡  成 人 福 祉 課 長 
兼福祉事務所長 横 山   浩 

子育て推進課長 
兼福祉事務所長 鈴 木 則 勝  健 康 課 長 佐 藤 朋 子 

農 林 課 長 柏 倉 敏 彦  商 工 観 光 課 長 小 関 紀 夫 

都 市 整 備 課 長 長 沢 祐 二  上 下 水 道 課 長 矢 作 宏 幸 

会 計 管 理 者 
兼 会 計 課 長 加 藤   功  教 育 長 高 野   博 

教 育 次 長 
兼教育総務課長 渡 辺 政 紀  学 校 教 育 課 

主 幹 三 原   恵 
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社 会 教 育 課 長 伊 藤 幸 枝  監 査 委 員 大 場 隆 司 

監 査 委 員 
事 務 局 長 大 江   周  選挙管理委員会 

委 員 長 武 田 清 治 

選挙管理委員会 
事 務 局 長 今 田   新  農業委員会会長 浅 沼 玲 子 

農 業 委 員 会 
事 務 局 長 叶 内 敏 彦    

 

事 務 局 出 席 者 職 氏 名 

 

局 長 山 科 雅 寛  総 務 主 査 笹 原 佳 子 

主 任 小 松 真 子  主 事 秋 葉 佑 太 

 

議 事 日 程 （第１号） 

令和５年１２月１日 金曜日 午前１０時００分開議 

 

日程第 １ 会議録署名議員指名 

日程第 ２ 会期決定 

 

   （上程、提案説明、採決） 

日程第 ３ 議案第９２号新庄市副市長の選任について 

 

   （一括上程、提案説明、総括質疑） 

日程第 ４ 議案第９３号新庄市市税条例の一部を改正する条例について 

日程第 ５ 議案第９４号新庄市障がいのある人もない人も共に生きるまちづくり条例の一部を改正す 

      る条例について 

日程第 ６ 議案第９５号新庄市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 

 

日程第 ７ 議案の常任委員会付託 

 

   （一括上程、提案説明） 

日程第 ８ 議案第８７号令和５年度新庄市一般会計補正予算（第４号） 

日程第 ９ 議案第８８号令和５年度新庄市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 

日程第１０ 議案第８９号令和５年度新庄市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 

日程第１１ 議案第９０号令和５年度新庄市水道事業会計補正予算（第２号） 

日程第１２ 議案第９１号令和５年度新庄市下水道事業会計補正予算（第３号） 

 

本日の会議に付した事件 
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議事日程（第１号）に同じ 
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開      会 

 

 

佐藤卓也議長 皆さん、おはようございます。 

  ただいまの出席議員は17名です。欠席通告者

は鈴木法学さん１名です。 

  学校教育課長が欠席のため、学校教育課より

三原 恵主幹が出席しておりますので、御了承

願います。 

  これより令和５年12月新庄市議会定例会を開

会いたします。 

  直ちに本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、お手元に配付しております議

事日程第１号によって進めます。 

 

 

日程第１会議録署名議員指名 

 

 

佐藤卓也議長 日程第１会議録署名議員の指名を

行います。 

  会議録署名議員は、会議規則第88条の規定に

より、議長において坂本健太郎さん、伊藤健一

さんのお二人を指名いたします。 

 

 

日程第２会 期 決 定 

 

 

佐藤卓也議長 日程第２会期決定を議題といたし

ます。 

  議会運営委員長の報告を求めます。 

  議会運営委員長八鍬長一さん。 

   （八鍬長一議会運営委員長登壇） 

八鍬長一議会運営委員長 おはようございます。 

  議会運営委員会における協議の経過と結果に

ついて報告いたします。 

  去る11月24日午前10時から、議員協議会室に

おいて議会運営委員６名出席の下、執行部から

総務課長、関係課長及び議会事務局職員の出席

を求め議会運営委員会を開催し、本日召集され

ました令和５年12月定例会の運営について協議

いたしました。 

  初めに執行部から招集日を含めて提出議案に

ついての説明を受け、協議を行った結果、会期

につきましてはお手元に配付しております令和

５年12月定例会日程表のとおり、本日から12月

12日までの12日間と決定いたしました。また、

会期中の日程につきましても日程表のとおり決

定いたしましたので、よろしくお願いいたしま

す。 

  このたび提出されます案件は、補正予算５件、

議案４件の計９件であります。 

  議案の取扱いについて、議案第92号につきま

しては人事案件でありますので、本日、提案説

明の後、委員会への付託を省略して直ちに審議

をお願いいたします。 

  議案第87号から議案第91号までの補正予算５

件につきましては、本日は提案説明のみにとど

め、委員会への付託を省略して、12月12日、最

終日の本会議において審議をお願いいたします。 

  議案第93号から議案第95号までの議案３件に

つきましては、本日本会議に上程し、議案説明

の後、総括質疑を受け、所管の常任委員会に付

託し、審査をしていただきます。 

  次に、一般質問についてでありますが、今期

定例会の一般質問通告者は９名であります。よ

って、１日目５名、２日目４名で行っていただ

きます。なお、質問時間は、質問、答弁を含め

て１人50分以内といたします。質問者並びに答

弁者の御協力を特にお願い申し上げます。 

  以上、議会運営委員会における協議の経過と

結果についての報告といたします。 

佐藤卓也議長 お諮りいたします。 

  今期定例会の会期は、ただいま議会運営委員
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長から報告のありましたとおり、本日から12月

12日までの12日間としたいと思います。これに

御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

会期は12月１日から12月12日までの12日間と決

しました。 

 

 

令 和 ５ 年 １ ２ 月 定 例 会 日 程 表 

 

会 期 月 日 曜 会 議 別 場 所 開議時刻 摘      要 

第１日 12月１日 金 本 会 議 議 場 午前 1 0時 

開会。人事案件（１件）の上程、提

案説明、採決。議案（３件）の一括

上程、提案説明、総括質疑。議案の

常任委員会付託。補正予算（５件）

の一括上程、提案説明。 

第２日 12月２日 土 
休      会 

 

第３日 12月３日 日 

第４日 12月４日 月 本 会 議 議 場 午前 1 0時 

一般質問 

 渡部正七、田中 功、山科春美 

 佐藤悦子、小嶋冨弥の各議員 

第５日 12月５日 火 本 会 議 議 場 午前 1 0時 

一般質問 

 亀井博人、坂本健太郎、髙橋富美 

 子、辺見孝太の各議員 

第６日 12月６日 水 常任委員会 

総 務 文 教 

（議員協議

会室） 

午前 1 0時 付託議案の審査 

第７日 12月７日 木 常任委員会 

産 業 厚 生 

（議員協議

会室） 

午前 1 0時 付託議案の審査 

第８日 12月８日 金 休      会 本会議準備のため 

第９日 12月９日 土 
休      会  

第10日 12月10日 日 

第11日 12月11日 月 休      会 本会議準備のため 

第12日 12月12日 火 本 会 議 議 場 午前 1 0時 

常任委員長報告、質疑、討論、採

決。補正予算（５件）の質疑、討

論、採決。 
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日程第３議案第９２号新庄市副市

長の選任について 

 

 

佐藤卓也議長 日程第３議案第92号新庄市副市長

の選任についてを議題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山科朝則さん。 

   （山科朝則市長登壇） 

山科朝則市長 おはようございます。 

  議案第92号新庄市副市長の選任について御説

明申し上げます。 

  本案は、新庄市副市長として石山健一氏を選

任することにつきまして、地方自治法第162条

の規定により議会の同意を求めるため、御提案

申し上げるものであります。 

  御同意をお願い申し上げます石山健一氏は、

参考として添付しております経歴にもあります

ように、昭和56年に山形県職員となり、最上総

合支庁長や子育て推進部長などの要職を歴任し

たほか、県職員退職後には尾花沢市副市長の職

も務めております。 

  本市副市長の選任に当たり、本地域における

地方行政に精通している同氏を最も適任と考え

まして御提案するものであります。 

  なお、選任は令和５年12月13日を予定してお

り、任期は令和９年12月12日までの４年間とい

たします。 

  御審議いただき、御同意賜りますようよろし

くお願いいたします。 

佐藤卓也議長 お諮りいたします。 

  ただいま説明のありました議案第92号は、会

議規則第37条第３項の規定により委員会への付

託を省略したいと思います。これに御異議あり

ませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

本件は委員会の付託を省略することに決しまし

た。 

  お諮りいたします。 

  本件は人事案件でありますので、質疑、討論

を省略し、直ちに採決したいと思います。これ

に御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第92号は、直ちに採決することに決しまし

た。 

  これより採決いたします。 

  議案第92号新庄市副市長の選任については、

これに同意することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第92号は、これに同意することに決しまし

た。 

  暫時休憩いたします。 

 

     午前１０時０９分 休憩 

     午前１０時１０分 開議 

 

佐藤卓也議長 休憩を解いて再開いたします。 

  ただいま副市長に選任されました石山健一さ

んがお見えになられておりますので、御挨拶を

お願いいたします。 

石山健一氏 副市長に御選任いただきました石山

健一でございます。一言御挨拶を申し上げます。 

  この新庄市、私にとっても非常にゆかりの地

というふうに私思っております。私、高校は市

内の高校を卒業させていただきました。また、

総合支庁に勤務のとき、本当に地元のたくさん

の方々と交流をさせていただきました。そして、

このたび市政に携わる機会を頂戴いたしまして、

深く感謝申し上げます。 

  これから山科市長のかじ取りの下、市役所の

皆さんと一緒になって、この新庄市が本当に市

民の方々にとって安心できて、そして、住んで

よかったなあというふうな市になりますように、
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また、新庄市が未来につながる元気なまちにな

りますように、私、微力ではございますけれど

も、全力で取り組んでまいりたいと思います。 

  ぜひ、議会の議員の皆様方からも御指導、御

鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。よ

ろしくお願いします。 

佐藤卓也議長 暫時休憩いたします。 

 

     午前１０時１２分 休憩 

     午前１０時１３分 開議 

 

佐藤卓也議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

議案３件一括上程 

 

 

佐藤卓也議長 日程第４議案第93号新庄市市税条

例の一部を改正する条例についてから日程第６

議案第95号新庄市国民健康保険税条例の一部を

改正する条例についてまでの議案３件を、会議

規則第35条の規定により一括議題としたいと思

います。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第93号新庄市市税条例の一部を改正する条

例についてから議案第95号新庄市国民健康保険

税条例の一部を改正する条例についてまでの議

案３件を一括議題とすることに決しました。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山科朝則さん。 

   （山科朝則市長登壇） 

山科朝則市長 議案第93号新庄市市税条例の一部

を改正する条例について御説明申し上げます。 

  地方税法等の一部を改正する法律が公布され

たことに伴う新庄市市税条例の改正のうち、施

行日が令和５年４月１日のものについては、３

月31日に専決処分を行い、５月臨時会で御承認

いただきました。本案は令和６年１月１日以降

に施行される部分につきまして御提案するもの

であります。 

  主な改正の内容といたしましては、森林環境

税及び森林環境譲与税に関する法律の施行に伴

い令和６年度から森林環境税の課税を開始する

ため、必要な改正を行うものであります。 

  また、軽自動車税につきましては、三輪以上

の軽自動車の登録に当たり、不正な手段により

国土交通省の認定を受けたものがあった場合に

おいて、追加で徴収する額に加算する割合を引

き上げるため、必要な改正を行うものでありま

す。 

  さらに、都市計画税につきましては、桧町及

び本宮の一部の課税区域に追加するものであり

ます。 

  また、個人の市民税に係る給与所得者の扶養

親族等の申告書につきまして、記載事項の簡素

化に関する規定を追加するとともに、その他規

定の整備を行うものであります。 

  これらの改正につきましては施行日が一様で

ないため、附則においてそれぞれ規定するとと

もに、所要の経過措置を設けることといたしま

す。 

  次に、議案第94号新庄市障がいのある人もな

い人も共に生きるまちづくり条例の一部を改正

する条例について御説明申し上げます。 

  改正の理由でありますが、障害を理由とする

差別の解消の推進に関する法律、いわゆる障害

者差別解消法の一部が改正され、令和６年４月

１日から施行されることとなりました。これに

より、事業者が自らの事業を行うに当たり、障

害者に係る社会的障壁を取り除くための合理的

な配慮を行うことに関する努力義務が行政機関

等と同様に義務化されることに伴い、本市にお

いても同様の取扱いとするため、必要な改正を

行うものであります。 

  施行日は、令和６年４月１日といたします。 
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  次に、議案第94号新庄市国民保険税条例の一

部を改正する条例について御説明申し上げます。 

  本案は、全世帯対応型の持続可能な社会保障

制度を構築するための健康保険法等の一部を改

正する法律の施行により地方税法施行令が一部

改正され、出産被保険者の国民健康保険税につ

きまして産前産後期間に相当する税額を減額す

る制度が創設されたことに伴い、必要な改正を

行うものであります。 

  改正の内容といたしましては、出産被保険者

に係る国民健康保険税のうち、所得割及び均等

割につきまして最大６か月相当分を減額するた

め、必要な改正を行うものであります。 

  施行日は令和６年１月１日とし、所要の経過

措置を設けることといたします。 

  以上、御審議いただき、御可決くださいます

ようお願い申し上げます。 

佐藤卓也議長 これより、ただいま説明のありま

した議案第93号から議案第95号までの議案３件

について、総括質疑を行います。質疑ありませ

んか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

佐藤卓也議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 93号の中の都市計画税

についてです。 

  その中で、下水道工事前に都市計画税課税に

なるという話をしたのでしょうか。それから、

工事後の説明での住民の声はいかがだったでし

ょうか。 

  また、これから下水道の本管が置かれ、負担

金が課せられる世帯になるわけですが、それが

３年ぐらいで、分担金というのですか、分担金

だか負担金だかちょっと名前が正確でありませ

んが、その負担金を払った後に課税というふう

に、３年後あたりに延期とか、そういうことは

考えられないのか。 

  また、低所得者への減免があるべきと考えま

すが、どう考えているのかというのが93号につ

いて質問でした。 

  続いて、95号についてです。 

  出産日の産前産後６か月分を国保税に関して

減額できるようにするという、大変、出産に関

わる関係者にとってはありがたいことだと思い

ます。 

  ところで、それらが国民健康保険の会計にお

いて、１年間においての影響額はどのように見

ておられるのでしょうか。 

  また、国民健康保険被保険者がほかにおられ

るわけですが、被保険者への負担が増えるので

はないか。全体的に。それについてどう考える

のか。 

  また、もう一つは、出産の負担軽減のためと

いうことで、子育て世帯に対して大変いいこと

ではありますが、本来は収入の少ない国保の被

保険者にかけるものではなくて、国の子育て財

源の確保が私は必要だと思います。そういう意

味で、交付税の措置や国民健康保険への国の補

助は増えるのか。国が負担するという内容にな

っているのか。お聞きします。 

津藤隆浩税務課長 議長、津藤隆浩。 

佐藤卓也議長 税務課長津藤隆浩さん。 

津藤隆浩税務課長 ただいま御質問いただきまし

た議案第93号新庄市市税条例の一部改正に対す

る質問に対してお答えいたします。 

  まず、１つ目の都市計画税の課税について、

下水道事業に着手する際に、説明会において都

市計画税が発生するかどうかについては説明が

あったのかというふうな御質問についてですけ

れども、そちらのほうにつきましては、事業課

のほうにおきまして、事業説明の際に都市計画

税が今後生じることは説明しております。 

  ２つ目の説明会においての住民の声というふ

うなことでの御質問でしたけれども、住民説明

会は４回実施いたしました。その中で、都市計

画税については都市施設の整備費用について重

要な財源となっていることや、課税区域の見直
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しは税の公平性を確保するために実施するもの

であるというふうな説明をいたしまして、皆さ

んの御理解を得たものと捉えております。 

  ３つ目の受益者負担金・分担金納付の終了後

に都市計画税は課税できないのか検討しなかっ

たかというふうなことについての御質問であり

ますけれども、これまでも平成24年度から４回

の都市計画税の見直しを行ってまいりました。

４回の都市計画税の課税区域の見直しを行いま

して、600名を超える方が新たな納税者となり

まして、そちらのほうの取扱いにつきましても、

３年に一度の固定資産の評価替えの見直しに合

わせて都市計画税の課税区域を見直してまいり

ましたので、同様に３年に一度の見直しに合わ

せて課税区域を追加するものであります。 

  減免についてということでありましたけれど

も、都市計画税の減免は、固定資産税の減免を

した場合におきまして同じ割合によって減免す

る取扱いとなっております。固定資産の減免は、

貧困により生活のため公私の扶助を受ける者の

所有する固定資産、市の全部または一部にわた

る災害等により著しく価値を減じた固定資産と

なっておりますので、固定資産と同様な取扱い

となります。納税に当たり相談があった場合に

つきましては、丁寧に対応してまいります。 

  以上です。 

佐藤朋子健康課長 議長、佐藤朋子。 

佐藤卓也議長 健康課長佐藤朋子さん。 

佐藤朋子健康課長 国民健康保険税条例の改正に

伴いまして、３点の御質問をいただきました。 

  １点目につきまして、国保会計における影響

額についてでございますが、見込んでおります

対象者は年間約10名程度、令和４年度の実績が

８名でございました。今年度におきましては、

約５名から６名かと推定しております。その影

響額に関しては、約20万円と見込んでおります。 

  ２番目の御質問であります他の被保険者の負

担が増えるのではないかとの御質問でございま

すが、そちらの影響額はございません。 

  ３点目の御質問であります交付税措置はある

のかという御質問でございますが、こちらの減

額制度に係る負担につきましては、交付税措置

ではなく、国庫負担が２分の１、都道府県と市

町村が４分の１ずつを負担することとなってお

ります。国及び県の交付につきましては、国保

会計へ繰入れすることとなっております。 

  以上でございます。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

佐藤卓也議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 都市計画税の課税、新

たな課税についてなのですが、低所得者の減免

はどう考えるかに対して、固定資産税の減免と

同じで、貧困により公私の支援を受ける者や災

害などに遭われた方というふうにお答えがあり

ました。 

  今回、私、全員協議会のときにも言ったよう

に、何件かお話を伺いに参りましたところ、年

金などだけで暮らしておられる方で、年金が下

がっている中での固定資産税や都市計画税の値

上がりはやっぱり苦しいというふうにおっしゃ

っておられました。そういう意味では、そうい

う低所得者あるいは年金が下がっている中で暮

らしておられる方々で、相談があれば減免制度

もつくるべきでないかなと思うんですけど、ど

うお考えでしょうか。 

津藤隆浩税務課長 議長、津藤隆浩。 

佐藤卓也議長 税務課長津藤隆浩さん。 

津藤隆浩税務課長 先ほどもお答えいたしました

ように、都市計画税の減免は固定資産税と同様

の取扱いとなっておりますので、納税に当たり

相談がありました場合は、丁寧に対応してまい

りたいと思っております。 

  以上です。 

佐藤卓也議長 ほかに質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 質疑なしと認めます。よって総括
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質疑を終結いたします。 

 

 

日程第７議案の常任委員会付託 

 

 

佐藤卓也議長 日程第７議案の常任委員会付託を

行います。 

  議案の委員会付託につきましては、お手元に

配付してあります付託案件表により、それぞれ

所管の委員会に付託いたしますので、よろしく

お願いいたします。 

 

令 和 ５ 年 １ ２ 月 定 例 会 付 託 案 件 表 

 

付 託 委 員 会 名 件                名 

総 務 文 教 常 任 委 員 会 

議案（１件） 

○議案第９３号新庄市市税条例の一部を改正する条例について 

産 業 厚 生 常 任 委 員 会 

議案（２件） 

○議案第９４号新庄市障がいのある人もない人も共に生きるまちづ

くり条例の一部を改正する条例について 

○議案第９５号新庄市国民健康保険税条例の一部を改正する条例に

ついて 

 

 

 

議案５件一括上程 

 

 

佐藤卓也議長 日程第８議案第87号令和５年度新

庄市一般会計補正予算（第４号）から日程第12

議案第91号令和５年度新庄市下水道事業会計補

正予算（第３号）までの補正予算５件について、

会議規則第35条の規定により一括議題としたい

と思います。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第87号令和５年度新庄市一般会計補正予算

（第４号）から議案第91号令和５年度新庄市下

水道事業会計補正予算（第３号）までの補正予

算５件を一括議題とすることに決しました。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山科朝則さん。 

   （山科朝則市長登壇） 

山科朝則市長 議案第87号から議案第91号までの

令和５年度新庄市一般会計及び特別会計並びに

水道事業会計及び下水道事業会計の補正予算に

ついて御説明申し上げます。 

  補正予算書１ページ、議案第87号一般会計補

正予算でありますが、歳入歳出それぞれ７億

8,271万7,000円を追加し、補正後の予算総額を

204億9,164万円とするものであります。 

  ５ページの第２表におきましては、消防施設

整備事業債を変更し、公衆便所整備事業債を廃

止しております。 

  ８ページからの歳入では、15款国庫支出金に

生活保護費等負担金などを増額補正しておりま

す。 

  また、16款県支出金には、灯油購入費等助成

費に充てる低所得者世帯への冬の生活応援事業

費補助金を増額補正したほか、公立中学校可搬

式冷房機器導入支援事業費補助金を新たに計上

しております。 

  18款寄附金では、健康増進のために頂いた寄

附金を予算化しております。 

  次に、11ページからの歳出予算の主な補正内
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容について御説明を申し上げます。 

  ２款総務費には、三世代同居等住宅取得助成

金を増額計上しております。 

  14ページ、３款民生費には、生活保護費を増

額補正したほか、前年度の各種事業の精算に伴

う国返還金をそれぞれ計上しております。 

  また、４款衛生費には、医療機関等物価高騰

等対策支援金を新たに計上しております。 

  18ページ、８款土木費には、道路の除排雪業

務費を増額補正しております。 

  19ページの10款教育費では、令和６年度の小

学校教科書改訂に伴う教員用の教科書等の購入

費を新たに計上しております。 

  また、20ページからの中学校費及び義務教育

学校費には、市内中学校に可搬式冷房機器を整

備するための費用を計上しております。 

  続きまして、23ページからの議案第88号国民

健康保険事業特別会計補正予算及び議案第89号

介護保険事業特別会計補正予算、また、議案第

90号水道事業会計補正予算及び議案第91号下水

道事業会計補正予算につきましては、今年度の

それぞれの事業の執行に必要な予算の補正を行

うものであります。 

  私からの説明は以上でありますが、各会計の

詳細につきましては財政課長及び上下水道課長

に説明させますので、御審議いただき、御可決

くださいますようお願い申し上げます。 

佐藤卓也議長 財政課長小関 孝さん。 

   （小関 孝財政課長登壇） 

小関 孝財政課長 おはようございます。 

  それでは、私から、議案第87号新庄市一般会

計補正予算、議案第88号国民健康保険事業特別

会計補正予算、議案第89号介護保険事業特別会

計補正予算について御説明申し上げます。 

  それでは、まず議案第87号一般会計補正予算

（第４号）について御説明申し上げます。 

  補正予算書の１ページをお開きください。 

  一般会計補正予算でございますが、歳入歳出

それぞれ７億8,271万7,000円を追加いたしまし

て、補正後の予算総額は204億9,164万円となり

ます。 

  各款各項の補正予算額並びに補正後の額につ

きましては、２ページから４ページまでの第１

表歳入歳出予算補正を御確認いただきたいと思

います。 

  ５ページをお開きください。 

  第２表地方債補正でございます。 

  上段の変更は、最上広域が実施する新しい消

防庁舎の建設事業に対する分担金に充てます消

防施設整備事業債の増額補正でございます。 

  下段の廃止につきましては、公衆便所整備事

業債でございまして、これは御堀端公衆トイレ

の建て替えの設計費用に充てる予定でございま

したが、この事業を最上公園整備基本構想の策

定後に実施することになったために、このたび

廃止するものでございます。 

  次に、８ページからの歳入について御説明い

たします。 

  初めに、11款地方交付税ですが、このたびの

補正の財源といたしまして１億5,896万4,000円

を計上しております。 

  15款国庫支出金です。 

  １項１目の民生費国庫負担金は、生活保護費

の増加に伴う補正でございます。 

  ２項１目総務費国庫補助金は、医療機関など

への物価高騰対策事業の財源としまして地方創

生臨時交付金を増額補正しております。また、

このたびの法改正に基づく住民票や戸籍、マイ

ナンバーカードへの氏名の振り仮名の記載に伴

います各種システムの改修に対する社会保障・

税番号制度システム整備費補助金を補正してご

ざいます。 

  続きまして、９ページ、16款県支出金でござ

いますが、低所得者世帯への冬の生活応援事業

費補助金が今年度も追加交付されることになっ

たことに伴いまして、増額補正を行ってござい
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ます。また、中学校への可搬式冷房機整備に対

する公立中学校可搬式冷房機器導入支援事業費

補助金49万5,000円、こちらは新たに計上して

ございます。 

  18款の寄附金ですが、これは健康増進事業に

頂戴いたしました寄附金をこのたび予算化した

ものでございます。 

  19款の繰入金、それから繰越金につきまして

は、このたびの補正予算に充てる一般財源とい

たしまして、財政調整基金繰入金4,700万円、

前年度繰越金５億1,537万3,000円を補正してご

ざいます。 

  11ページからの歳出について御説明申し上げ

ます。 

  初めに、このたび全体を通しまして職員の給

与費、会計年度任用職員の人件費の実績に基づ

きます補正、それから、最上広域市町村圏事務

組合の分担金の変更に伴う補正を行ってござい

ます。 

  ２款１項７目企画費ですが、こちらは三世代

同居等住宅取得助成金を今後の申請の見込みか

ら増額補正してございます。 

  12ページの２款３項１目戸籍住民基本台帳費

には、先ほども申し上げましたが法改正により

ます戸籍や住民票、マイナンバーカードへの氏

名の振り仮名を追加するためのシステムの改修

費用を計上してございます。 

  ３款民生費でございますが、全体を通して令

和４年度に行った事業の精算に伴います国・県

の返還金を予算化しているほか、14ページ、３

項２目扶助費には、今後の見込みを踏まえまし

て各種の扶助費を補正してございます。 

  ４款１項１目の保健衛生総務費は、医療機関

などを対象とした物価高騰対策といたしまして、

各施設の種別に応じて支援する医療機関等物価

高騰対策支援金650万円を新たに計上してござ

います。 

  16ページ、６款１項３目農業振興費、それか

ら６款１項６目水田農業対策費の補正につきま

しては、事業費の変更や新たに事業採択を受け

たことに伴いまして各補助金を補正するもので

ございます。 

  18ページ、８款６項１目の除排雪費につきま

してですが、道路の除排雪事業に係る委託料で

すとか借上料など６億2,385万4,000円を増額補

正してございます。 

  19ページ、９款１項１目常備消防費の最上広

域の分担金は、新しい消防庁舎の建設事業にお

ける高機能消防指令センターの実施設計の費用

分を増額補正するものであります。 

  続きまして、10款１項３目の教育指導費につ

きましては、令和６年度に小学校の教科書が改

訂されることに伴います教員用の教科書、それ

から指導書を購入する費用といたしまして、図

書購入費として2,686万4,000円を新たに計上し

てございます。 

  20ページ、10款３項１目、それから10款４項

１目の学校管理費には、体育館の熱中症対策と

いたしまして可搬式の冷房機器を整備するため、

それぞれ備品購入費を増額してございます。 

  以上で一般会計を終わりまして、特別会計に

入らせていただきます。 

  23ページを御覧ください。 

  議案第88号国民健康保険事業特別会計補正予

算（第１号）でございます。 

  歳入歳出それぞれ３億2,616万5,000円を追加

いたしまして、補正後の予算総額を34億9,813

万2,000円とするものであります。 

  26ページを御覧ください。 

  歳入は、３款１項に保険給付費等負担金を増

額補正してございます。 

  27ページの歳出、２款１項、それから、２項

２目には、今後の見込みを踏まえまして増額補

正としてございます。 

  続きまして、29ページを御覧ください。 

  議案第89号介護保険事業特別会計補正予算
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（第２号）につきましては、歳入歳出それぞれ

1,066万3,000円を増額いたしまして、補正後の

予算総額を39億5,041万9,000円とするものでご

ざいます。 

  内容といたしましては、38ページの歳出にあ

りますとおり、事業の執行に応じてその過不足

を調整するため、このたび補正を行うとともに、

歳入につきましても、歳出の補正を合わせた財

源の補正を行うものであります。 

  以上で一般会計及び特別会計の補正予算案の

説明を終わります。 

  御審議いただき、御可決賜りますようよろし

くお願いいたします。 

佐藤卓也議長 上下水道課長矢作宏幸さん。 

   （矢作宏幸上下水道課長登壇） 

矢作宏幸上下水道課長 私からは、議案第90号令

和５年度新庄市水道事業会計補正予算（第２

号）及び議案第91号令和５年度新庄市下水道事

業会計補正予算（第３号）につきまして、別冊

の令和５年度新庄市上下水道事業補正予算書に

より御説明を申し上げます。 

  初めに、１ページを御覧ください。 

  議案第90号令和５年度新庄市水道事業会計補

正予算（第２号）でございます。 

  第２条、業務の予定量の補正につきましては、

建設改良費について補正するため、記載をして

おります。 

  第３条、資本的支出の補正につきましては、

3,840万円を増額し、計４億5,794万8,000円と

します。これは築30年以上が経過しております

第二庁舎において、経年劣化等により外壁及び

内壁の剝離やひび割れ等が発生し危険な状況に

あり、また、屋上、屋根についてはコンクリー

ト目地等の劣化により雨水の浸入なども懸念さ

れるため、工事請負費を増額し、改修を行うも

のであります。 

  第４条、債務負担行為につきましては、第二

庁舎の改修事業として、工事の期間を令和５年

度から令和６年度までの２か年、事業費の限度

額を9,600万円と定め、行うものであります。 

  なお、２ページには補正予算の実施計画を記

載しておりますので、後ほど御覧いただきまし

て、説明は省略をさせていただきます。 

  以上、議案第90号令和５年度新庄市水道事業

会計補正予算（第２号）について御説明を申し

上げました。 

  続きまして、３ページを御覧ください。 

  議案第91号令和５年度新庄市下水道事業会計

補正予算（第３号）について御説明を申し上げ

ます。 

  第２条、収益的支出の補正につきましては、

主に職員手当等を増額するための補正であり、

公共下水道事業の支出につきましては、13万

3,000円を増額し、計８億9,053万8,000円とし、

農業集落排水事業の支出につきましては、10万

5,000円を増額し、計8,992万5,000円とするも

のであります。 

  第３条、議会の議決を経なければ流用するこ

とのできない経費の補正につきましては、職員

給与費を23万8,000円増額し、計4,687万円とし

ます。 

  なお、４ページには公共下水道事業及び農業

集落排水事業の補正予算実施計画を記載してお

りますので、後ほど御覧いただきまして、説明

は省略をさせていただきます。 

  以上、議案第91号令和５年度新庄市下水道事

業会計補正予算（第３号）について御説明を申

し上げました。 

  御審議の上、御可決くださいますようよろし

くお願い申し上げます。 

佐藤卓也議長 お諮りいたします。 

  ただいま説明のありました補正予算５件につ

きましては、会議規則第37条第３項の規定によ

り委員会への付託を省略したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第87号から議案第91号までの補正予算５件

につきましては、委員会への付託を省略し、12

月12日火曜日、定例会最終日の本会議において

審議をいたします。 

 

 

散      会 

 

 

佐藤卓也議長 以上で本日の日程を終了いたしま

した。 

  12月４日月曜日午前10時より本会議を開きま

すので、御参集願います。 

  本日は以上で散会いたします。 

  どうも御苦労さまでした。 

 

     午前１０時４９分 散会 
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令和５年１２月定例会会議録（第２号） 

 

 

令和５年１２月４日 月曜日 午前１０時００分開議 

議 長 佐 藤 卓 也     副議長 今 田 浩 徳 

 

 出 席 議 員（１７名） 

 

  １番   佐  藤  悦  子  議員     ２番   亀  井  博  人  議員 

  ３番   今  田  浩  徳  議員     ４番   鈴  木  啓  太  議員 

  ５番   坂  本  健 太 郎  議員     ６番   田  中     功  議員 

  ７番   山  科  春  美  議員     ９番   辺  見  孝  太  議員 

 １０番   渡  部  正  七  議員    １１番   新  田  道  尋  議員 

 １２番   八  鍬  長  一  議員    １３番   伊  藤  健  一  議員 

 １４番   山  科  正  仁  議員    １５番   髙  橋  富 美 子  議員 

 １６番   佐  藤  卓  也  議員    １７番   小  野  周  一  議員 

 １８番   小  嶋  冨  弥  議員 

 

 欠 席 議 員（１名） 

  ８番   鈴  木  法  学  議員 

 

 欠 員（０名） 

 

出席要求による出席者職氏名 

 

市 長 山 科 朝 則  総 務 課 長 西 田 裕 子 

総 合 政 策 課 長 川 又 秀 昭  財 政 課 長 小 関   孝 

税 務 課 長 津 藤 隆 浩  市 民 課 長 伊 藤 リ カ 

環 境 課 長 岸     聡  成 人 福 祉 課 長 
兼福祉事務所長 横 山   浩 

子育て推進課長 
兼福祉事務所長 鈴 木 則 勝  健 康 課 長 佐 藤 朋 子 

農 林 課 長 柏 倉 敏 彦  商 工 観 光 課 長 小 関 紀 夫 

都 市 整 備 課 長 長 沢 祐 二  上 下 水 道 課 長 矢 作 宏 幸 

会 計 管 理 者 
兼 会 計 課 長 加 藤   功  教 育 長 高 野   博 

教 育 次 長 
兼教育総務課長 渡 辺 政 紀  学校教育課主幹 三 原   恵 

社 会 教 育 課 長 伊 藤 幸 枝  監 査 委 員 大 場 隆 司 
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監 査 委 員 
事 務 局 長 大 江   周  選挙管理委員会 

委員長職務代理者 佐 藤 利 美 

選挙管理委員会 
事 務 局 長 今 田   新  農業委員会会長 浅 沼 玲 子 

農 業 委 員 会 
事 務 局 長 叶 内 敏 彦    

 

事 務 局 出 席 者 職 氏 名 

 

局 長 山 科 雅 寛  総 務 主 査 笹 原 佳 子 

主 任 小 松 真 子  主 事 秋 葉 佑 太 

 

議 事 日 程 （第２号） 

令和５年１２月４日 月曜日 午前１０時００分開議 

 

日程第 １ 一 般 質 問 

１番 渡 部 正 七  議員 

２番 田 中   功  議員 

３番 山 科 春 美  議員 

４番 佐 藤 悦 子  議員 

５番 小 嶋 冨 弥  議員 

 

本日の会議に付した事件 

 

議事日程（第２号）に同じ 
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令和５年１２月定例会一般質問通告表（１日目） 

 

発言 
順序 質問者氏名 質 問 事 項 答 弁 者 

１ 渡 部 正 七 

１．こども基本法に基づくこども施策の策定等へのこども

の意見反映について 

２．トップアスリート・優秀指導者の招聘について 

３．帯状疱疹ワクチン接種への助成について 

４．公共施設の照明ＬＥＤ化について 

市 長 

教 育 長 

２ 田 中   功 

１．養護老人ホーム神室荘について 

２．生涯学習に対する新庄市の考えについて 

３．公共施設の有効活用について 

４．農地荒廃の恐れと今後の対応について 

市 長 

教 育 長 

農業委員会 

会 長 

３ 山 科 春 美 
１．不登校児童生徒の支援について 

２．鳥獣被害対策について 

市 長 

教 育 長 

４ 佐 藤 悦 子 

１．介護保険料の引き下げを求める 

２．介護保険の利用料原則２割化に反対すべきではないか 

３．総合事業（介護予防・生活支援総合事業）について 

４．介護職員の報酬の大幅引き上げを求める 

市 長 

５ 小 嶋 冨 弥 

１．学校教育について 

２．観光振興について 

３．交通安全について 

市 長 

教 育 長 
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開      議 

 

 

佐藤卓也議長 おはようございます。 

  ただいまの出席議員は17名です。 

  欠席通告者は、鈴木法学さん１名です。 

  学校教育課長が欠席のため、学校教育課より

三原 恵主幹が、また選挙管理委員会委員長が

欠席のため、職務代理者佐藤利美さんが出席し

ておりますので、御了承願います。 

  市長より発言の申出がありますので、これを

許可します。 

山科朝則市長 議長、山科朝則。 

佐藤卓也議長 市長山科朝則さん。 

山科朝則市長 令和５年12月１日の本会議におけ

る発言内容について訂正をさせていただきます。 

  12月１日の本会議において、議案第95号の提

案説明の際に、議案番号等に誤りがございまし

た。提案説明において、議案第94号新庄市国民

保険税条例の一部を改正する条例についてと発

言しましたが、正しくは、議案第95号新庄市国

民健康保険税条例の一部を改正する条例につい

てでございました。 

  大変失礼いたしました。おわびして訂正いた

します。 

佐藤卓也議長 市長から発言を訂正したい旨の申

出がありましたが、この訂正の申出を許可する

ことにいたします。 

  これより本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、お手元に配付しております議

事日程（第２号）によって進めます。 

 

 

日程第１一般質問 

 

 

佐藤卓也議長 日程第１一般質問。 

  これより一般質問を行います。 

  今期定例会の一般質問者は９名です。質問の

順序は、配付しております一般質問通告表のと

おり決定しております。 

  なお、質問時間は、答弁を含めて１人50分以

内といたします。 

  本日の質問者は５名です。 

 

 

渡部正七議員の質問 

 

 

佐藤卓也議長 それでは初めに、渡部正七さん。 

   （１０番渡部正七議員登壇） 

１０番（渡部正七議員） おはようございます。 

  12月定例会、一番最初に一般質問いたします、

新政・結の会、議席番号10番の渡辺正七です。 

  師走を迎えまして、何かと慌ただしい時期に

なりました。私の住む萩野地区でも、今度の日

曜日、山の神の勧進が行われます。最上地方の

この山の神の勧進、国の記録作成等の措置を講

ずべき無形の民俗文化財にもなっていますが、

中学生以下の男子が、山の神の神具を持って各

家庭を回り、そして山の神の御神徳による家庭

の、家内の繁栄とか五穀豊穣など、各家庭を回

って勧進して回る行事です。私が山の神をして

いた頃、本当に非常に人数も多くて、子供たち

だけで朝まで語り明かすようなこともあって、

先輩後輩仲よく、いいことも悪いこともいろん

なことを学ぶ、本当にとても有意義な１日であ

ったと思いますが、最近は少子化の影響で、こ

のような山の神の勧進の存続さえも難しくなっ

ていると聞いております。やはり、伝統文化の

この継承、そしてそういうものを後世に伝えて

いく、その難しさを、この時期になるとつくづ

く感じるところであります。 

  それでは、通告に従いまして質問に入ります。 

  まず、１番目にこども基本法に基づくこども
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施策の策定等へのこどもの意見反映についてお

伺いいたします。 

  全ての子供が幸せな生活を送ることができる

社会を目指し、社会全体で子供に関する取組、

こども施策を進めるために、こども基本法が令

和５年４月より施行されました。この基本法に

おいて、年齢や発達の程度に応じた子供の意見

の表明の機会の確保、子供の意見の尊重が基本

理念として掲げられております。また、こども

施策の策定等に当たっては、子供の意見の反映

に関わる措置を講ずることを、国や地方公共団

体に対して義務づける規定を設けられておりま

す。 

  本市としましても、子供も社会の一員である

という認識の下、子供の最善の利益を実現する

観点から、積極的かつ適切にこども政策の作成

等を反映していく必要があると思いますが、今

後これからどのように子供からの意見の聴取及

びこども施策への反映をどのように取り組み、

そして進めていくのかを、まず一番最初にお聞

きしたいと思います。 

  続きまして、２番目の質問に入ります。トッ

プアスリート・優秀指導者の招聘についてお伺

いします。 

  2024年、パリオリンピックを間近に控えた今、

スポーツに関する関心が非常にまた高まってい

るのではないでしょうか。この山形県内におき

ましても、阪神の中野選手の活躍、また最近で

はモンテディオ山形のＪ１プレーオフ昇格の進

出など、本当に選手の活躍、またそういう努力

する姿というのは、やはりいつの時代でも私た

ちに勇気や感動を与えてくれていると思います。 

  子供たちが夢を持って、そして希望を持って

スポーツに取り組み、ジュニア世代、また未来

のアスリートが国内、国際舞台で活躍できる環

境基盤をつくること、それはやはり私たち大人

の責任であり、そしてやはり多くの方々の協力

が必要だと思います。スポーツは、子供のコミ

ュニケーション能力を育成するとともに、やは

り豊かな心、他人に対する思いやり、そのよう

な心を育むものでありますし、人間の人格形成

にも非常に大きな影響を与えていると考えてお

ります。 

  本市においても、国内外で活躍するトップア

スリート・優秀指導者を招聘しまして、直接的

な触れ合い、また交流、そのようなものを通し

て、スポーツに対する関心、そういう意欲とか

喚起をするとともに、自主的にそして主体的に

スポーツに取り組む、そのような機会をつくる

ことは非常に大切だと思います。本市の考えを

お伺いいたします。 

  次に、３番目の帯状疱疹ワクチン接種への助

成について質問します。 

  ６月の定例会、髙橋富美子議員の質問があり

ましたが、私の周りにも、本当にこの帯状疱疹

で悩んでいる方が非常に多くいることが分かり

ました。帯状疱疹とは、子供の頃に感染する水

ぼうそうのウイルスが原因で、感染後もこの身

体の感覚神経に潜伏し、そして大人になって加

齢や疲労、ストレスや基礎疾患等によって体の

免疫力が低下することで、潜伏していたウイル

スが再活性し、発病する病気と言われておりま

す。日本人成人の90％以上は、この帯状疱疹の

原因となるウイルスが体内に潜んでいて、そし

て働き盛りの50歳を過ぎた頃からその発病率は

急増し、80歳までに約３人に１人はこの帯状疱

疹になると言われております。 

  一般的に、この帯状疱疹、ちくちくとかぴり

ぴりとか知覚過敏のような、そしてこの痛みが

皮膚に生じまして、数日後に水膨れを伴う赤い

発疹が帯状に現れ、その後徐々に痛みは強くな

っていくと言われています。夜も眠れないほど

の痛み、それに加えて、やはり一番怖いのは合

併症だと言われております。いろんな合併症が

あるわけですが、特にウイルスがこの神経を傷

つけてしまうと、やはりこの病気、皮膚の病気
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が治ったとしても、その後も痛みが続くという

ことがあるそうで、これが３か月以上続くと、

この痛み、帯状疱疹後の神経痛と呼ばれるそう

でありまして、この帯状疱疹を発病した人の約

２割の方が、この後遺症が残ると言われており

ます。私の知っている方も、この痛み、本当に

電気が走るような痛み、そして皮膚が焼けるよ

うな痛みと表現されておりました。本当に日常

の生活に深刻な影響があるんだよ、そのように

申されておりました。 

  そのような帯状疱疹の治療、これに係る医療

費ですが、薬剤費と医療費を合わせた直接医療

費は、１人当たり平均６万2,000円ほどと言わ

れております。特に、帯状疱疹後の神経痛の後

遺症が残った場合、これについては１人当たり

平均12万7,000円ほどと言われており、現在日

本における年間の帯状疱疹の治療費に係る直接

医療費は、毎年約260万円もかかっているとさ

れております。 

  この帯状疱疹、予防策として、発症率が高く

なる50歳以上の方については任意のワクチン接

種があります。２種類ありまして、一つは不活

化ワクチン、そしてもう一つは子供が接種する

水ぼうそうのワクチンと同じ生ワクチンがある

そうです。この高い予防効果と持続効果に優れ

ていると言われているのが不活化ワクチンであ

りますが、これは２回の接種が必要であり、こ

の費用が１回当たり２万円と非常に高額とされ

ております。しかしながら、このワクチン、イ

ンフルエンザとかのワクチンとは違いまして、

生涯一度接種を受ければ大丈夫だということで

ありまして、それに係る接種費用、先ほどの治

療費を考慮しても、費用対効果に優れているこ

とが示されていると思います。誰もが発病する

リスクを持っているこの疾患でありますので、

現在全国で多くの自治体が様々な形で公費の助

成制度を入れております。 

  本市においても、このコロナ禍において、多

くの市民の方々が自身の健康について、ワクチ

ン接種による予防も含めまして、改めて考える

機会が増えているのではないでしょうか。帯状

疱疹ワクチン、予防ワクチンの普及と啓発、そ

して医療費の抑制の観点からも、公費の助成導

入が重要と考えますが、市長の見解をお伺いい

たします。 

  最後に、４番目の質問となります、公共施設

の照明ＬＥＤ化についてお伺いします。 

  国際条約、水銀に関する水俣条約が2017年に

発効されまして、その影響でメーカーによる水

銀灯の製造中止とか、蛍光灯の製造減少など、

日々私たちのこの生活環境の中で、明かりとい

うものがここ数年非常に変わってきて、大きく

変化しているように思います。 

  ＬＥＤ照明の大きなメリットの一つ、それは

やはり消費電力の小ささだと思います。消費電

力が小さいということは、当然電気料金の減少

につながってくるわけですが、現在原油の高騰、

いろんなウクライナ情勢とか様々な要因を受け

まして、電気料金の値上がりが続いております。

ＬＥＤ化するに当たっては、当然当初の設置費

用もかかるわけではありますが、やはりＬＥＤ

化すれば、即そのときから電気代の削減効果と

いうのは絶大に出てくるわけでありますので、

大変有意義だと思います。 

  本市においても、公共施設の照明のＬＥＤ化、

これは本当に計画的に対応されているとは思い

ますが、現在の進捗状況と今後の取組について

お伺いします。 

  以上、４つの大きな質問となります。よろし

くお願いします。 

山科朝則市長 議長、山科朝則。 

佐藤卓也議長 市長山科朝則さん。 

   （山科朝則市長登壇） 

山科朝則市長 おはようございます。 

  それでは、渡部市議の御質問にお答えいたし

ます。 
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  トップアスリート・優秀指導者の招聘につき

ましては、教育長より答弁させますのでよろし

くお願いいたします。 

  初めに、こども施策等への子供の意見反映に

ついてでありますが、こども基本法では、こど

も施策の策定、実施、評価するに当たり、子供

や保護者、関係者の意見を反映させるために必

要な措置を講ずることと定められております。

こども施策を進めていく上で、子供や若者の意

見を政策に反映させることは、施策の実効性が

高まるとともに、子供や若者が主体的に社会に

参画することにつながるものと考えております。 

  このため、本市におきましても、こども施策

を進めていく中で、子供や保護者、関係者から

の意見を聴取する機会を設け、意見を反映でき

るよう工夫を凝らし、将来を担う子供や若者と

共に社会をつくっていくという意識を共有しな

がら取組を進めてまいります。 

  次に、帯状疱疹ワクチン接種への助成につい

ての御質問にお答えします。 

  本市におきましては、予防接種法に定められ

た定期予防接種を対象とし、費用の全部または

一部を助成しております。帯状疱疹ワクチンに

つきましては、現在本人の希望と主治医の判断

により行う任意予防接種となっており、接種費

用については全額自己負担となっております。 

  帯状疱疹を発症すると、強い痛みを伴うこと

が多く、日常生活や仕事などに大きな影響があ

ることから、現在国では帯状疱疹ワクチンを定

期予防接種として追加するか検討するため、ワ

クチンの効果や導入に最適な対象年齢、安全性

などについて検証を進めているところでありま

す。 

  このため、本市といたしましては、帯状疱疹

ワクチンの助成は考えておりませんが、今後の

国の定期予防接種化の動向を注視しながら、費

用や効果を総合的に検討してまいります。 

  最後に、公共施設の照明ＬＥＤ化についての

御質問にお答えいたします。 

  本市の公共施設の照明ＬＥＤ化につきまして

は、新庄市公共施設等総合管理計画における具

体的な取組に位置づけ、施設に係るコスト縮減

を図るため、照明ＬＥＤ化などの省エネルギー

改修を進めることとしております。これまで、

本庁舎などの行政系施設につきましては、事務

室などは既にＬＥＤ照明に改修しており、小中

学校などの学校教育系施設につきましても、順

次ＬＥＤ化を進めているところであります。 

  議員御指摘のとおり、水銀灯が製造禁止とな

り、蛍光灯も各メーカーの製造終了が続いてい

る状況でありますので、今後ＬＥＤ化が必要と

なる公共施設につきましては、計画的に改修を

進めてまいりたいと考えております。 

  以上、壇上からの答弁とさせていただきます。 

高野 博教育長 議長、高野 博。 

佐藤卓也議長 教育長高野 博さん。 

高野 博教育長 おはようございます。 

  それでは、トップアスリート・優秀指導者の

招聘についての御質問にお答えいたします。 

  本市では、市民の健康増進、スポーツを行う

機会として、例年市総合体育大会事業や体力・

運動能力調査などを通し、スポーツに親しむ機

会を創出しております。また、本年10月には第

１回新庄キャッスルサイドリレーマラソン大会

を開催し、多くの市民に参加いただきました。

また、６月にバレーボールＶ１リーグ所属のア

ランマーレ山形が主催する最上地区スポーツ教

室の開催に協力を行い、去る12月２日には、市

体育館に新しいバスケットゴールが設置された

ことを記念し、山形ワイヴァンズよりコーチを

招き、バスケットボール教室を開催しました。 

  今後も、トップアスリート・優秀指導者の招

聘ができるような助成金や協賛企業、団体など

について情報を収集し、周辺町村と協力しなが

ら、市民が主体的にスポーツを楽しむ機会を創

出できるよう検討してまいります。 
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  以上であります。 

１０番（渡部正七議員） 議長、渡部正七。 

佐藤卓也議長 渡部正七さん。 

１０番（渡部正七議員） それでは、ちょっと再

質問させていただきます。 

  まず、最初にこども基本法に基づく施策の策

定等への子供の意見の反映等について、今市長

のほうから御答弁いただきましたが、やはり基

本法にもありますように、これからやっぱり意

見を反映していかなければいけないということ

になります。 

  そこで、私どもの会派としましても、この前

政策提言させていただきましたが、子供の育成

の基本理念を定めまして、学校とか家庭、そし

てやはり地域住民、そして市の役割、こういう

ものを明確にする、そういう施策の基本となる

この事項を定める、例えば新庄市子供条例なる

ものを制定するというようなことも考えられる

と思うんですが、その辺についてどのようにお

考えでしょうか。 

鈴木則勝子育て推進課長兼福祉事務所長 議長、

鈴木則勝。 

佐藤卓也議長 子育て推進課長兼福祉事務所長鈴

木則勝さん。 

鈴木則勝子育て推進課長兼福祉事務所長 おはよ

うございます。 

  子供条例を制定してはというような御意見だ

と思いますが、子供条例につきましては、子供

の施策を推進するに当たり、実効性のあるもの

とするというふうなことで、市としての基本的

な考え方、あるいは住民、市も含めての役割な

どを明示したものになるというふうになるもの

と思います。 

  このたび、こども基本法が施行されましたが、

その中には国としての基本理念に加えまして、

地方公共団体につきましても責務というのが課

されてございます。こども施策の策定、あるい

は実施、そしてまたあとこども計画といったも

のの作成というものも努力義務とされていると

ころでございます。現段階としましては、まず

はこのこども基本法に基づきまして、子供に関

する施策の取りまとめ、あるいはこども計画の

作成といったものを先に進めていきたいという

ふうに考えているところでございます。 

  このこども計画を策定、そういった議論をす

る中で、やはり法律で定めている以上に、市と

しての役割など、さらに上乗せする必要がある

というようなことになりましたら、そのとき条

例の必要性といったことについても改めて検討

する必要があるかと思いますので、その間様々

検討事項が出てくるかと思いますので、そうい

った形で条例のほうについては考えさせていた

だきたいと思いますので、よろしくお願いした

いと思います。 

  以上であります。 

１０番（渡部正七議員） 議長、渡部正七。 

佐藤卓也議長 渡部正七さん。 

１０番（渡部正七議員） 子供条例、こども計画

をまず進めていく中で、やはり必要になってく

るんじゃないかなと私個人的には思うので、ま

ずその辺の検討もひとつよろしくお願いします。 

  それから、先月の11月11日に、新庄市の教育

の日のコスモスデーがありまして、明倫学園の

皆さんが、若者が変えていくことができるこの

先の新庄市というテーマで、ふるさと学習の発

表会がありました。その中で、子供たちが今必

要なこと、それは何なのかということで、学ん

だことが生かされる場所、そういう機会が必要

である。そして、この学校を越えてつながり、

この地域を、課題を、いろんなものを解決して

いこうと、協力していくことが大切である。ま

た、この若者たちの視点から、市政への意見や、

そして企画、提案をすることで、若者の政治参

加を促したいと、そのような発表がありまして、

私自身非常に共感を得た部分もありましたし、

また、生徒のこの発表の中で、将来は市議会議
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員を、この中で委員会をつくって、その中から

市会議員を出したいみたいな話もあって、子供

たちも一生懸命頑張っているんだなという感じ

を非常に受けたところであります。 

  そこで、こども施策、この策定と意見の反映

の場として、新庄市ではこれまで行われたかち

ょっと分からないんですけれども、子供議会、

この子供議会を開催してはいかがでしょうか。

その辺についてお伺いいたします。 

鈴木則勝子育て推進課長兼福祉事務所長 議長、

鈴木則勝。 

佐藤卓也議長 子育て推進課長兼福祉事務所長鈴

木則勝さん。 

鈴木則勝子育て推進課長兼福祉事務所長 子供議

会を開催してはということでの御提案でござい

ます。 

  子供議会につきましては、子供の意見をお聞

きする一つの場になるものというふうに認識し

てございます。アンケートなどと違いまして、

提案という形で、子供、若者の生の声をお聞き

することができるのではないかと思ってござい

ます。 

  今回、こども基本法といった部分では、こど

も施策についての意見というようなことにはな

っておりますが、子供議会というようなことに

なりますと、こども施策にかかわらず、市の施

策全般について御意見いただけるような場にも

なるのではないかなというふうに思います。 

  先ほども申しましたが、今後子供に関する計

画の策定を予定してございますので、子供の意

見の聞き方についてどうするかというのはこれ

から検討していきたいと思っておりますが、子

供議会なども含め、関係課とも連携しながら、

様々子供の意見の聞き方については検討してま

いりたいと考えておりますので、よろしくお願

いしたいと思います。 

  以上でございます。 

１０番（渡部正七議員） 議長、渡部正七。 

佐藤卓也議長 渡部正七さん。 

１０番（渡部正七議員） 前向きに検討してくれ

るという話でありますので、本当に子供の意見

反映に関するこの取組、進めていただきたいと

思います。 

  次に、トップアスリート・優秀指導者の招聘

について、もう少しお聞きしたいと思います。 

  私も前職において、このトップアスリートの

招聘にいろいろ携わる事業も行ってきました。

やはり、この子供たち、そういうトップアスリ

ートを招聘して実技とか指導を通したときに、

目の輝き、何かこう一生懸命得ようとする姿、

そういう姿が非常に私は印象に残っています。

また、トップアスリートに聞いたこと、その後

の競技生活、これに非常に影響を受けたという

ような選手の話もお伺いします。 

  やはり、先ほど教育長のほうから、アランマ

ーレとかワイヴァンズの話もありましたが、そ

れはそれで結構なんですが、やはり国内外にお

いて本当のトップレベルの指導者を招聘して、

またこの数年はコロナの影響で、そういう機会

もなかなかなかったと思うんですが、改めてそ

ういうトップアスリート招聘について、できな

いかなと思うんですが、その辺の考え、もう一

度お願いしたいと思います。 

伊藤幸枝社会教育課長 議長、伊藤幸枝。 

佐藤卓也議長 社会教育課長伊藤幸枝さん。 

伊藤幸枝社会教育課長 トップアスリート・優秀

指導者の招聘についてということでお話があり

ましたが、先日も戸沢村のほうでバレーボール

の選手が来て、子供たち、それから地域の皆さ

んが参加して指導を受けたというふうなことも

伺っております。また、様々な助成金等もある

かと思うので、そういったところを情報収集し

て、また郡内の町村と協力しながら、また競技

団体と協力しながら、優秀なアスリート・指導

者の招聘に結びつけていきたいというふうに考

えております。 
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  以上です。 

１０番（渡部正七議員） 議長、渡部正七。 

佐藤卓也議長 渡部正七さん。 

１０番（渡部正七議員） 今、課長のほうからも

答弁いただきましたが、戸沢村でもこの前、戸

沢村は本当に毎年、何かこうトップのアスリー

トを呼んで講演とかやっているんですけれども、

やはり戸沢村の場合は戸沢村の子供たちが主に

なっていて、なかなか新庄市の子供たちが行け

ないような現状もありますし、また逆に新庄市

がやった場合は、最上郡全体の子供を広く呼ん

でというか講習会にも招いて、お互いに高めて

いこうみたいな気持ちもあったと思います。大

変大切なことだと思いますので、ぜひ事業化で

きるようによろしくお願いしたいと思います。 

  次に、帯状疱疹ワクチンの接種助成について、

もう一度お聞きしたいと思います。 

  先ほど、全国における帯状疱疹ワクチンの公

費の助成の導入、いろいろとやっているという

話を私しましたが、現在公費導入、全国の自治

体、どのような数あるか、その辺を把握してお

られますでしょうか。もし把握している数があ

れば、よろしくお願いします。 

佐藤朋子健康課長 議長、佐藤朋子。 

佐藤卓也議長 健康課長佐藤朋子さん。 

佐藤朋子健康課長 帯状疱疹ワクチンの助成の自

治体数でございますが、全国の一覧表は出して

おりますけれども、数自体は把握しておりませ

ん。全国に比べますと、東北は少ないという状

況と認識しております。また、山形県内におい

ても少なく、６月に質問いただきましたが、県

内では村山市１市が実施しているという少ない

状況であると認識しております。 

１０番（渡部正七議員） 議長、渡部正七。 

佐藤卓也議長 渡部正七さん。 

１０番（渡部正七議員） 本当に、今課長から答

弁ありましたように、これちょっと私も自分な

りに調べました。2023年の11月時点で、全国で

326の自治体が導入しているそうです。そのう

ち、生ワクチンのみの対象が４自治体、不活化

ワクチンのみの対象が21自治体、両ワクチンと

も対象にしている自治体が301自治体はあるそ

うです。県内においては村山市だけで、非常に

残念な数字で、隣の秋田県なんかは非常に多い

んですよね。そのような実態があるということ

であります。 

  それから、日本の疫学調査、これに沿って、

各年齢層の住民集団が、その後この一生におい

て発病する罹患数とか推計するデータがありま

した。本市における帯状疱疹の罹患数、一生に

おいて発病する罹患数とか、そのような捉え方

とかって今まで検討なされたことはありますか。 

佐藤朋子健康課長 議長、佐藤朋子。 

佐藤卓也議長 健康課長佐藤朋子さん。 

佐藤朋子健康課長 帯状疱疹の罹患数につきまし

ては、データとしては把握してございません。

ただ、市内の医療機関、内科におけますワクチ

ンの接種されている方の状況等は把握してござ

いまして、月に約お一人、ゼロだという医療機

関もございます。課題としましては、やはり議

員御指摘のとおり、生ワクチンと不活化ワクチ

ン２種類ございますが、費用が大変高いという

ところが課題であると認識しておりますので、

そうしたことから、早急に国で定期接種化に位

置づけられることが望ましいと考えております。

そのためにも、本市におきましても、機会を捉

えて早期の定期接種化を国に要望してまいりた

いと考えておりますので、よろしくお願いいた

します。 

  以上です。 

１０番（渡部正七議員） 議長、渡部正七。 

佐藤卓也議長 渡部正七さん。 

１０番（渡部正七議員） なかなか罹患数という

のも推計で出すのも大変だと思います。日本の

疫学調査、これ年齢層別とか帯状疱疹の発生率

を係数として、例えばこの新庄市における帯状
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疱疹の数を出すような、ちょっと資料があった

んですが、50歳以上の人口、例えば新庄市、令

和５年度の１月１日時点で、これを対象にしま

すと、１万8,120人の中で帯状疱疹患者が4,167

人ほどになるんじゃないかというデータもあり

ます。それで、帯状疱疹後の神経痛の患者が、

このうち917人ぐらいになるんじゃないかなと

いう、ちょっと推測されるデータがあったので、

本当にこれを基に、例えばこれ１年間帯状疱疹

の推計という、どのぐらいなんだなと考えます

と、約200人ぐらいなんだそうですね。帯状疱

疹後のこの神経痛になる可能性がある人が41人

ぐらいだそうです。これは、あくまでも推計の

データなので、きちんとしたデータではないん

ですけれども、やはりこのワクチン接種、これ

を未接種の場合、これに係る医療費、どのぐら

いかかるのかなとちょっと調べましたら、調べ

たというかちょっと計算したんですが、そした

ら1,201万6,000円ほどに、ワクチンを打たない

場合ですね、そのぐらいかかってしまうような

数字もありました。 

  やはり、これから国の動向を見ながら、この

ワクチン導入、どういうふうにするか、非常に

大変だと思うんですが、このようなデータもあ

りますので、初年度例えば予算をつけるときに、

こういう、大変だと思うんですよね、どういう

接種比率をどうするかとか、対象年齢をどうす

るか、そういう試算も大変だと思うんですが、

その辺例えば一番最初に導入するとき、どのよ

うな考えで進めていくのか、そのような考えが

ありましたらお聞かせ願いたいと思います。 

佐藤朋子健康課長 議長、佐藤朋子。 

佐藤卓也議長 健康課長佐藤朋子さん。 

佐藤朋子健康課長 議員おっしゃるとおり、予防

接種の意義は、重症化予防も含め大変重要であ

ると認識しております。導入するに当たっての

検討という御質問でございますけれども、先ほ

ども申し上げたとおり、やはり生ワクチンの場

合で、県内で実施している自治体でも半額程度

ということでございますので、65歳以上の方が

半額助成であっても生ワクチンであれば約

5,000円の自己負担、不活化ワクチンであれば

１回２万円から、市内で２万3,000円ですので、

半額助成であっても１回１万円以上の御負担で

あるのは、大変高齢者の方にとっては負担であ

ると認識しております。 

  高齢者のインフルエンザのワクチンは、コロ

ナ禍においても46％ほど昨年接種率がございま

したので、議員御指摘のとおり多くの方に打っ

ていただきたいというところを考えますと、や

はり他の自治体の接種助成状況ですとか今後検

討しながら、国の動向も踏まえ、総合的に判断

してまいりたいと考えておりますので、御理解

いただきますようお願いいたします。 

  以上です。 

１０番（渡部正七議員） 議長、渡部正七。 

佐藤卓也議長 渡部正七さん。 

１０番（渡部正七議員） 本当に、このワクチン、

助成するとなると大変な作業に入ると思います

し、いろんな、そのワクチン打ったことによっ

て副作用が出るとか、そうした場合は、これ国

のじゃないものですから市町村が対象になって

補償しなきゃいけないとか、そんな問題もいろ

いろとあるとは理解しているつもりであります。

ぜひ、やはり帯状疱疹ワクチンの普及、そして

やはり医療費の抑制という、このような観点か

ら、公費の助成についてよろしく御検討お願い

したいと思います。 

  もう一つ、公共施設のＬＥＤ化について御質

問させていただきます。 

  いろいろとＬＥＤ化、計画的に進められてい

るという話を聞いております。先週、私たちの

会派で、社会教育施設、図書館とか文化会館と

かプラザとかいろいろ視察させていただきまし

た。第一印象、まだＬＥＤ化になっていないも

のですから、非常に暗いという印象を改めて感
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じたところでありますし、蛍光灯というか電気

がついていないところが結構あったんですよね。

その辺は、計画的にこれから進めるから我慢し

ているようなこともお聞きしましたけれども、

まずもう一つ、私がちょっと心配していること、

これ野外施設ですね。野外の施設の照明、ＬＥ

Ｄ化はこれから順次進めていくのでしょうけれ

ども、野外施設の場合、照明灯の器具とか安定

器、非常に経年劣化によりまして腐食とか、下

手をすれば落下してしまう、そのような機具が

ないかなと非常に危惧しているところでありま

す。その辺の点検、整備等については大丈夫な

んでしょうか。どのように対応されているかお

聞きしたいと思います。 

伊藤幸枝社会教育課長 議長、伊藤幸枝。 

佐藤卓也議長 社会教育課長伊藤幸枝さん。 

伊藤幸枝社会教育課長 それでは、社会教育施設

のＬＥＤ化についての御質問ですが、やはり電

気をはじめ空調、様々な設備の老朽化が進んで

おりまして、利用者の皆様には様々御不便をお

かけしていることということは把握はさせてい

ただいております。来年度以降、順次ＬＥＤ化

を進めてまいりたいと考えております。 

  また、屋外の施設につきましては、施設全体

の利用率であったり、そういったところも加味

しながら、順次ＬＥＤ化を進めていきたいと考

えております。それに当たりまして、腐食等の

点検については、毎年施設管理者と協力をしな

がら、安全に落ち度がないような形で点検等を

進めてまいりたいと考えております。 

  以上です。 

１０番（渡部正七議員） 議長、渡部正七。 

佐藤卓也議長 渡部正七さん。 

１０番（渡部正七議員） 本当に経年劣化、非常

に怖いと思いますので、今課長のほうから、利

用率を加味しながら進めていくような話もあり

ましたけれども、利用率だけで進めていって、

安全の確保というのは果たしてできるのかとい

う私なりの疑問もあります。やはり、危ないと

ころは計画は計画で、きちんと進めるところは

順序を変えても進めていく、そのような方向で

ぜひお願いしたいと思います。 

  あと、時間も少しまだあるんですが、本日い

ろいろお聞きしましたが、これが来年度の新年

度予算に、事業とか予算に少しでも反映される

ことを願いまして、本日の私の質問を終わりた

いと思います。 

佐藤卓也議長 ただいまから10分間休憩します。 

 

     午前１０時４３分 休憩 

     午前１０時５３分 開議 

 

佐藤卓也議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

田中 功議員の質問 

 

 

佐藤卓也議長 次に、田中 功さん。 

   （６番田中 功議員登壇） 

６ 番（田中 功議員） おはようございます。 

  本日２番目に質問させていただきます、議席

番号６番の、共に創る市民の会、田中 功でご

ざいます。よろしくお願いいたします。 

  発言通告書に基づきまして質問をさせていた

だきたいと思います。全体で４項目ございます

けれども、一括質問でお伺いいたします。 

  初めに、老人福祉法に基づく養護老人ホーム

神室荘についてでございます。 

  新庄市十日町にあります養護老人ホーム神室

荘は、平成27年度より新庄市の管理運営から民

間に運営が移っております。そのいきさつと経

緯をお伺いいたしたいと思います。 

  施設の入所者の家族から、夏は暑く冬は寒い

環境にあると伺いましたので、施設を見学させ

ていただきました。すると、廊下が筒抜けであ
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りまして、全長も長く、外気の影響を直接受け

るような環境にありました。改修についての考

えなどないかお伺いをいたします。また、施設

について、建築後50年を経過した建物もあり、

老朽化も見られましたが、今後補修、改築が必

要になった場合、どのような対応をされるのか

お伺いいたします。 

  次ですが、生涯学習に対する新庄市の考え方

についてでございます。 

  先日、新庄民話の会が、民話の伝承活動に貢

献していることで、第60回社会貢献者表彰を社

会貢献支援財団から表彰された報道がございま

した。非常に喜ばしいことだとお祝いを申し上

げます。 

  高齢化社会が進む中、生涯学習の一環で、芸

術文化活動に生活の喜びや生きがいを見いだし、

併せて社会貢献などを行っている市民も多い状

況にあると思います。このような中で、新庄市

の芸術文化の振興に努めている団体に対して、

以前は活動に支援をしておりましたが、財政難

を理由に支援が休止されているとお聞きいたし

ました。新庄市の今後の芸術文化活動や、社会

貢献している文化団体に対する支援など、考え

がないかお伺いいたします。 

  次ですが、公共施設の有効活用についてでご

ざいます。 

  これから冬を迎えて、子供たちの屋外スポー

ツの活動も制限されてきますが、特に冬季間、

スポーツ少年団の練習場所について、確保が難

しいと聞いております。その現状について、ど

のように把握され、どう考えておられるのかお

伺いをいたします。 

  心身ともに健全な体づくりのため、既存施設、

例えば屋内ゲートボール場などを冬季間の練習

場所に貸し出すなど、有効に利用できないか御

質問いたします。 

  最後ですが、農地荒廃のおそれと今後の対応

についてでございます。 

  新庄市の農地、田んぼ、畑でございますが、

荒廃の現状についてどのように把握し、どのよ

うな状況にあると認識しておられるのかお伺い

をいたします。また、農家の高齢化などから、

耕作放棄地や荒廃地が増える可能性が高くなる

と考えますが、どのような対策をお考えでしょ

うか。新庄市の農業の将来像、10年後、20年後

を見据えた、どのように見据えてどのように構

築していくか、早急に考えなければならない課

題だと考えますが、市長の考えをお伺いいたし

ます。よろしくお願いいたします。 

山科朝則市長 議長、山科朝則。 

佐藤卓也議長 市長山科朝則さん。 

   （山科朝則市長登壇） 

山科朝則市長 それでは、田中市議の御質問にお

答えいたします。 

  生涯学習に対する考えと、公共施設の有効活

用につきましては、教育長より答弁させますの

でよろしくお願いいたします。 

  初めに、神室荘についての御質問にお答えし

ます。 

  神室荘につきましては、平成21年度から平成

26年度まで大規模改修工事を実施し、平成27年

４月１日に社会福祉法人新寿会に経営移管して

おります。神室荘の改修につきましては、経営

移管時の協議において、修繕は原則として新寿

会が行うこととし、大規模修繕については随時

協議しながら進めているところであります。ま

た、今後の補修、改築につきましては、今年度

に入り新寿会が改築の検討を始めたところであ

ります。今後も、新寿会と協議を継続し、連携

を図りながら対応してまいります。 

  次に、農地荒廃のおそれと今後の対応につい

ての御質問にお答えします。 

  平成27年農林業センサスによりますと、本市

の耕作放棄地は約87ヘクタールでありますが、

荒廃農地の発生要因である高齢化、人口減少の

問題は全国的な課題でもあり、本市においても
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増加を極力抑制する取組が重要であると認識し

ております。 

  耕作放棄地等の増加を抑制するための取組と

いたしましては、農業委員並びに農地利用最適

化推進委員による農地パトロールでの耕作放棄

地の未然防止や、多面的機能支払制度及び中山

間地域直接支払制度による地域・集落に対する

支援、農地中間管理事業による農地の集積、集

約化の促進、また基盤整備の効果的な活用など

により対策を進めてまいります。 

  また、地域における農業の将来の在り方や農

用地の具体的な利用の姿を示す地域計画を令和

６年度末までに策定することとしておりますの

で、その策定推進に当たっては、今後の農地利

用に係る地域の皆さんと話合いを行った上で、

関係機関とも連携を図りながら取り組んでまい

ります。 

  以上、壇上からの答弁とさせていただきます。 

高野 博教育長 議長、高野 博。 

佐藤卓也議長 教育長高野 博さん。 

高野 博教育長 それでは、生涯学習に対する新

庄市の考えについての御質問にお答えします。 

  本市では、芸術文化活動に限らず、家庭教育

や青少年教育、女性教育、スポーツやカルチャ

ーなどといった分野において、幼児期から高齢

期に至るまでの幅広い年齢層において生涯学習

活動が実践されており、本市を活動拠点として

生涯学習活動を実践している団体も数多くあり

ます。 

  新庄市芸術文化協会につきましては、加盟団

体間の連絡、交流や市芸術祭の開催、県民芸術

祭への参加を中心とした活動を行っております

が、その前身である新庄市文化団体会議への活

動補助金は、市女性団体連絡協議会や市連合婦

人会、市青少年育成市民会議への補助金などと

ともに、平成16年度をもって廃止しております。

その一方で、社会教育関係団体の認定を受ける

ことで、市の社会教育施設の減免使用が容易に

なる制度を立ち上げており、現在は147団体か

ら活用いただいております。また、市芸術文化

協会につきましては、協会の加盟団体になるこ

とで、市芸術祭の公演当日や展示期間の会場使

用料が免除や減免となる仕組みとしております。 

  このように、形を変えながらも幅広い分野の

生涯学習活動を実践する様々な団体への支援を

行っておりますので、御質問の芸術文化協会に

対する補助金などの支援は考えておりませんが、

芸術文化も含めた全ての分野において、生涯学

習活動が円滑に実践されるよう、今後も支援を

継続してまいります。 

  次に、公共施設の有効活用についての御質問

にお答えします。 

  屋外のスポーツ施設は冬季間閉鎖するため、

屋外でのスポーツをする団体について、冬季間

は屋内施設で活動をしております。屋内施設の

利用に当たっては、施設ごとに利用調整会議を

行っておりますが、冬季間は利用団体が増える

ため、団体が希望する回数や時間を調整しなが

ら各施設を利用していただいております。また、

学校の体育館などで利用がない場合は、学区の

制限はありませんので、各施設を有効に活用い

ただくことは可能となっております。 

  なお、旧屋内ゲートボール場につきましては、

施設の活用方法を各競技団体などへ相談したと

ころ、天井が低いなどの理由で有効な利用方法

がなかったことから、平成28年３月に閉鎖した

ところでありますので、よろしくお願いします。 

  以上であります。 

６ 番（田中 功議員） 議長、田中 功。 

佐藤卓也議長 田中 功さん。 

６ 番（田中 功議員） 答弁いただきまして、

それに基づいて再質問をさせていただきたいと

思います。順を追って再質問をさせていただき

ますので、よろしくお願いいたします。 

  初めに、老人福祉法に基づく養護老人ホーム

神室荘についてでございます。 
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  少子高齢化が進む中で、この地域は雪による

ハンデも背負っており、養護老人施設の重要性

や必要性が増していくものと考えます。このよ

うな中で、新庄市の老人福祉計画、計画書を作

成していると思いますが、どのようになってい

るのかお伺いいたします。 

横山 浩成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、横

山 浩。 

佐藤卓也議長 成人福祉課長兼福祉事務所長横山 

浩さん。 

横山 浩成人福祉課長兼福祉事務所長 それでは、

老人福祉計画についての御質問をいただきまし

たのでお答えさせていただきます。 

  老人福祉計画につきましては、新庄市の高齢

化率等を勘案しながら、将来的にも持続可能な

高齢者福祉を推進していけるような計画となる

ように、現在計画策定させていただいておりま

す。その中でも、養護老人ホームにつきまして

は、その時代に合った需要に対応できるように、

現在新寿会のほうに経営移管しておりますが、

今後につきましても法人と協議を進めながら進

めていきたいと考えております。 

  以上でございます。 

６ 番（田中 功議員） 議長、田中 功。 

佐藤卓也議長 田中 功さん。 

６ 番（田中 功議員） 老人福祉計画について

は、都道府県や市町村が作成を義務づけている

ということからお伺いいたしました。これにつ

いては、老人福祉施設とか、老人の居宅生活支

援事業について規定しておりましたので、それ

らに基づく計画書があるものというふうに認識

しております。 

  それで、先ほどの市長からの答弁で、確かに

平成21年から平成26年度までの間に、運営を移

管させるがために改修をしていただいておりま

して、従来から見れば非常に環境もよくなって

いるというお話もいただいています。しかし、

昭和47年の建築物と、昭和58年の建築物が、追

加工事みたいな形で造成されておりましたので、

どうしても天井からの雨漏りなどが心配される

ということと、先ほど申したように廊下が筒抜

けで、全てフリーになっているんですね。仕切

りは防災上、養護老人ホームなので、仕切りと

かは難しいところもあると思いますので、その

中でフリーになっていると。端のほうに行きま

すと非常に寒くて、今の時期ですと寒い状況。

逆に夏が暑いということでしたので、大規模改

修も視野に入れなければならなくなるのかなと

いうふうな思いでおりました。 

  ただいまの質問に対する答えについては、令

和６年度ですか、大規模改修を行うとすれば運

営者側と協議をするというお話でしたので、今

後の大規模改修については新寿会で計画を立て

ているというふうな認識なんでしょうか、それ

をちょっと伺いたいんですが。 

横山 浩成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、横

山 浩。 

佐藤卓也議長 成人福祉課長兼福祉事務所長横山 

浩さん。 

横山 浩成人福祉課長兼福祉事務所長 令和６年

度に大規模改修を計画しているというような具

体的な話は、現在承っておりません。ただ、将

来に向けて、確かに議員おっしゃるとおり、建

物もかなり老朽化しておりますので、今後計画

的に進めていく上で協議をしていきたいという

ふうなことでございます。 

  以上でございます。 

６ 番（田中 功議員） 議長、田中 功。 

佐藤卓也議長 田中 功さん。 

６ 番（田中 功議員） 分かりました。 

  生活環境、ほかの市町村といいますか自治体

の養護老人ホームの内容なんかも調べてみまし

たけれども、現在神室荘については１部屋２人

ずつの生活形態があります。どうしても老人、

65歳以上なんですけれども、お互いの相部屋に

なった方々の人間関係なども、難しさも存在し
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ているようです。現在、新規老人ホームとか計

画していけば、個室になっている、ほかの自治

体はそのような施設に変えているということで

ございましたので、その辺も含めて将来、近い

将来になろうかと思うんですけれども、そんな

ことも考えなければならないと思っていますの

で、ひとつ検討も、検討といいますか視野にも

入れていってほしいものだというふうに思いま

す。 

  もう１点、これに関してですが、将来の福祉

行政についてどのようなお考えであるか、御質

問させていただきたいと思います。現状を踏ま

えて、今後、施設だけじゃなくて、福祉行政に

ついていかが考えられるかというお伺いです。 

佐藤卓也議長 暫時休憩します。 

 

     午前１１時１４分 休憩 

     午前１１時１５分 開議 

 

佐藤卓也議長 休憩を解いて再開します。 

６ 番（田中 功議員） 議長、田中 功。 

佐藤卓也議長 田中 功さん。 

６ 番（田中 功議員） 失礼しました。ただい

まの件については取り下げさせていただきます。 

  次に、生涯学習に対する新庄市の考え方につ

いてでございます。 

  先ほどの回答で、団体については平成16年度

から助成などを廃止したというお話を伺いまし

た。その当時のお話をちょっとお聞きしたとこ

ろだったんですが、確かに新庄市の財政は現在

も厳しい状況に、先日の資料、中期財政計画書

に基づいて理解したところでございますが、当

時、財政が安定すれば、その助成なども行うと

いうふうなお話もあったようにお聞きしており

ます。その点については、言った、言わないも

あると思うんですが、いかが理解しているかお

伺いします。 

伊藤幸枝社会教育課長 議長、伊藤幸枝。 

佐藤卓也議長 社会教育課長伊藤幸枝さん。 

伊藤幸枝社会教育課長 芸術文化協会についての

補助金ということでありますが、毎年総会で、

会員の方からそういった御意見を伺っておると

ころではございますが、先ほど教育長の説明に

もございましたように、各団体の発表の場とし

て、新庄市芸術祭というものを毎年９月から12

月まで行っております。その芸術祭の取りまと

めですとか会場の申込みですとか、チラシ、ポ

スターの作成等、様々な支援を事務局として市

民文化会館で行っております。実際に、会費を

参加団体からいただいているんですが、その会

費以上にその会場代ということで費用がかかっ

ているんですけれども、そういったところの減

免、免除、そういったところで活動の支援をさ

せていただいているところです。芸術文化に限

らず、様々な社会教育関係団体が、先ほど申し

上げましたとおり147団体あります。芸術文化

団体は23団体ということになりますけれども、

芸術文化も含めた、市民のそういった社会教育

活動の支援を、今後も全体的な底上げという形

で支援を継続してまいりたいというふうに考え

ております。 

  以上です。 

６ 番（田中 功議員） 議長、田中 功。 

佐藤卓也議長 田中 功さん。 

６ 番（田中 功議員） ありがとうございます。 

  必ずしも前に戻るといいますか、約束事なの

で私思うにはそうあるべきかなと思うんですが、

約束事といいますか、そういうふうに言った、

言わないの話で受け止めておった人たちもおる

ということですので、その点は申し添えておき

ますけれども、当然147団体、この芸術文化協

会だけじゃなくて、そこにもいろんな団体があ

ることも承知しております。新庄市の市民の心

の豊かさとか、そういうものを追求するために、

文化活動についていろんな面で支援をしていた

だければなというふうなことでございますので、
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本来そういうふうに、平成16年に聞き及んだ

方々に対しては、それなりにこういう状況であ

るのでという説明もいただきたいものだという

ふうに思います。 

  あわせて、例えば新庄市で団体が研修する場

合、いろんな状況もあると思いますけれども、

マイクロバスを貸し出して団体の研修先に利用

してもらうとか、また、頑張っている団体とい

うと、皆さん頑張っているかと思いますけれど

も、例えば団体、個人などに表彰をするという

内容のものなどが考えられないかというふうに

思うんですが、いかがでしょうか。 

伊藤幸枝社会教育課長 議長、伊藤幸枝。 

佐藤卓也議長 社会教育課長伊藤幸枝さん。 

伊藤幸枝社会教育課長 平成16年以降の新庄市の

考え方については、きちんと団体の方々に説明

をしていく必要があると考えております。 

  また、様々な形の支援ということですが、研

修等といった御提案もありました。また、表彰

につきましては、芸術文化協会のほうで毎年表

彰なんかも行っておりますので、今後どういっ

た形で支援が可能なのか、そういったところを

市としても検討をしてまいりたいと思います。

よろしくお願いいたします。 

６ 番（田中 功議員） 議長、田中 功。 

佐藤卓也議長 田中 功さん。 

６ 番（田中 功議員） よろしくお願いいたし

ます。 

  あわせて、公共施設に関する、具体的にはゲ

ートボール場などが今お話になっているところ

なんですが、確かに天井の低さはあるんですけ

れども、屋外スポーツ、サッカーあるいは野球

に関しての子供のスポーツ少年団のキャッチボ

ールあるいは練習に、土なものですから、土間

が土になっていますので、非常に有効に利用で

きるかなというふうに考えていまして、一度施

設も見せていただきたいというふうに申出はし

たんですけれども、実際内部の天井の高さにつ

いても私も確認していないので、今言ったよう

に、施設はあったにしても利用できないものを

何とか利用できないかと言えないので、実際子

供たちの野球とか、あるいはサッカーのドリブ

ルとかに、屋外じゃない屋内になるものですか

ら、本当に利用できないのかお伺いいたします。 

伊藤幸枝社会教育課長 議長、伊藤幸枝。 

佐藤卓也議長 社会教育課長伊藤幸枝さん。 

伊藤幸枝社会教育課長 旧ゲートボール場につき

ましては、建築年度が1993年ということで築30

年経過しております。平成28年に、当時のゲー

トボール協会が指定管理を行って施設管理、利

用をしていただいておりましたが、活動する方

の減少ということで、活動はされておりません。

その後、施設の利用について、各競技団体に、

利用できる団体はありませんかといった形でア

ンケートを取らせていただいたんですが、特に

そこで申出もなかったものですから、現在閉鎖、

スポーツ施設としては使用をしていないという

ふうな状況になっております。ただ、土間でも

ありますので、活用ということも検討できるの

かとは思いますが、実際に天井の高さであった

り、ガラス面がほぼですので、様々なネットで

あったり、それから使用していない水道関係と

か、いろんな施設の修繕なんかも出てくると思

いますので、課題は多いかというふうに考えて

おります。 

  現状、スポーツ施設につきましては、野球場

の屋内練習場なんかも、曜日によっては空いて

いるところもありますし、あと各学校でも空い

ているというところもあるようでありましたの

で、ちょっとそういったところも、今ある施設

を工夫して、冬季間の練習ということでお願い

をしているところです。 

  以上です。 

６ 番（田中 功議員） 議長、田中 功。 

佐藤卓也議長 田中 功さん。 

６ 番（田中 功議員） そうですね、確かに明
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倫関係では北辰小学校とか空いてきております

が、どうしても体育館というふうな状況になっ

たりしていまして、併せて体育館については学

校単位で保有している施設を利用しての体力の

増強の運動をしているというふうなところがあ

るんですが、どうしてもボールを転がしたり、

あるいはそれに伴うキャッチボールなどもでき

ればというふうなことから、保護者といいます

か、話題を伺ったところだったんです。 

  平成28年の年に、ゲートボール協会から再利

用の、平成27年の段階でゲートボール協会が施

設を利用しなくなったということで、皆さんに

再利用できないかをアンケートなり意向調査を

したようなんですけれども、周知がなされてい

なかったのか、今言ったように、例えばそうい

うふうな施設が出てくるよというふうな情報提

供もなかったがために、現在このように利用で

きないかというような意見もあると思いました

ので、まずは関係団体のほうにも今の現状など

を、スポーツ少年団関係なんですけれども、周

知をしていただくように努力をお願いしたいな

と思いますが、いかがでしょうか。使えないと

いうようなことも含めてですね、周知をしてい

ただけないかなと思いますが。 

伊藤幸枝社会教育課長 議長、伊藤幸枝。 

佐藤卓也議長 社会教育課長伊藤幸枝さん。 

伊藤幸枝社会教育課長 ゲートボール場の使用と

併せて、冬季間の練習状況について、皆さんの

活動の現状をお伺いしながら、今後の施設の利

用について検討してまいりたいと思います。よ

ろしくお願いいたします。 

６ 番（田中 功議員） 議長、田中 功。 

佐藤卓也議長 田中 功さん。 

６ 番（田中 功議員） よろしくお願いいたし

ます。 

  最後に、農地荒廃のおそれと今後の対応につ

いてでございますが、新庄市内に昨年度まで水

田として耕作していた農地が、農家の高齢化で

本年度数ヘクタール規模で休耕しております。

今後、ますますこのようなケースが増えてくる

ものと予想いたしますが、新庄市の農政をどの

ようにかじ取りし、維持継続を図るおつもりか

お伺いしたいんですけれども、具体的には、新

庄市飛田という地域のゴルフ場の麓の、字名で

いいますと門ヶ沢という地区が、約５ヘクター

ル規模で今年耕作できないという現状になって

いまして、今後畑地化事業ですね、現在本年度

から行っています畑地化事業なども取り組んだ

地域の再生産を考えていかなければ、今後ます

ますそういう状況にあるのかなというふうに考

えますので、いかがでしょうか。 

柏倉敏彦農林課長 議長、柏倉敏彦。 

佐藤卓也議長 農林課長柏倉敏彦さん。 

柏倉敏彦農林課長 具体的には飛田の地域という

ことでありましたが、新庄市の現状、先ほど市

長答弁では、耕作放棄地87ヘクタールというこ

とでセンサスの数値あります。私どもで調査し

ている水稲の転作の面積でいう自己保全管理に

つきましては186ヘクタールあるというふうに

認識しております。ここ数年、170ぐらいから

徐々に増えてはおりますが、極端な増加は見ら

れていない状況にあります。 

  現状、その畑地化ということでありますが、

畑地化事業については、申込みをされなければ、

その採択になるか、ならないかということもあ

りますので、その耕作地を誰が今後耕作してい

くのかということも含めて、その地域計画の中

で検討しないといけないことであるというふう

に認識をしておりますので、令和６年度末まで

の策定の中で、地元の方々と一緒になって調整

していきたいと思います。よろしくお願いしま

す。 

６ 番（田中 功議員） 議長、田中 功。 

佐藤卓也議長 田中 功さん。 

６ 番（田中 功議員） そうですね、令和６年

度を目標にして再構築を図るということですの
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で、ぜひとも今後の推移を見守りたいとは思う

んですけれども、こういう地域が、もう現実的

に耕作できない、高齢者で、担い手農家も地域

的な圃場の状況、環境なんかもあって耕作が難

しいと、担い手農家も、その部分を借りるなら

違うところをお借りしますというような状況で

置かれているような実態でありました。なので、

申請事業ですので、誰がその申請を、例えば畑

地化の場合、申請事業なので誰が申請するかに

よっても、それを受ける、受けない、あるいは

採択する、しないとなっていくと思うんですが、

実際申請自体も厳しい状況に、実態はあるよう

に感じます。 

  なるべく地域の担い手を中心に畑地化、畑地

化するには乾田化というふうなことで、ハード

ルは２つ、３つとあるんですけれども、そうい

う手だてを、例えばモデル地区みたいにしてや

っていかないと、今後ますますそういった箇所

が増える可能性を危惧するものですから、農林

課が、あるいは新庄市が音頭を取るだけではな

いと思うんですけれども、本当に心配される案

件ですので、もう一度新庄市の考え方をお聞き

いたします。 

柏倉敏彦農林課長 議長、柏倉敏彦。 

佐藤卓也議長 農林課長柏倉敏彦さん。 

柏倉敏彦農林課長 畑地化の事業につきましては、

借り手が申請する場合と地権者が申請する場合

とに分かれておりますけれども、新庄市の多く

は借りている方が申請している場合が多くあり

ます。 

  今回、田中議員がおっしゃっている土地につ

いては、現在借りる方がいらっしゃらないとい

うことで、ちょっと管理が不全になって、ちょ

っと作付ができない状況だということは認識し

ておるところでございます。本来であれば、土

地の所有者が管理をすべきところですが、それ

がなかなか難しくなっているところが現実だと

思います。それで、地域の保全会等でも、そう

いったところをなくすために保全活動が行われ

るよう、我々も支援をしているところでござい

ますが、若干木が生えてきたりすると、次の耕

作に結びつかない例が多くなってきてございま

すので、そうならないうちに、保全会等にも通

しながら、年１回の草刈りでありますとか、１

回の起こし方というようなことをしていくこと

によって農地が守られていくということもござ

いますので、その辺のことも再度指導とか助言

をしていきたいというふうに思います。 

  以上です。 

６ 番（田中 功議員） 議長、田中 功。 

佐藤卓也議長 田中 功さん。 

６ 番（田中 功議員） そうですね、現在新庄

市内ほとんどが網羅されているような形で、地

域保全会が組織されているかと思います。その

事業自体も、最近の事業といいますか、20年近

くなるんでしょうか、ですが、定着してきてい

るというふうに思います。あわせて、保全会の

構成員には、農家だけでなく一般の市民、非農

家の方々も加入する要件になっておりまして、

農地が基本ではあるんですけれども、地域の農

地を守るというふうなことから、非常に活動も

活発かと思います。それによって、今言われた

ような農地の保全をしていくということも、行

政としてぜひともお話をいただき、それだけで

いいのかというふうなこともありますので、来

年度の計画の見直しなどについて、より具体的

に農家の方々に方策などを検討していただくよ

うなムードづくりといいますか、そういうふう

な提案、提言、話合いの場をつくっていってほ

しいものだと思いますが、いかがでしょうか。 

柏倉敏彦農林課長 議長、柏倉敏彦。 

佐藤卓也議長 農林課長柏倉敏彦さん。 

柏倉敏彦農林課長 地域との話合いの場づくりと

いうことでございましたが、この地域計画をつ

くる段階では、各地域に我々関係機関も含めて

ですけれども、入っていきながら、農家の方と
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膝詰め談判といいますか、お話をしながら、こ

の土地は誰が守っていくんだということも色染

めをしながら、そうしたことを決めていくとい

うふうな段取りになります。 

  どうしても、ここは誰も受け手がいないなと

いうことにつきましては、今回の地域計画では

保留地といいますか、誰も色染めがならない場

合も想定されるということで、そこも今回は認

められているところでございますので、１回目

はそういう色染めがならなかった土地でも、そ

の後どこかの地域の方が入るというふうな場合

には入れるような保留地扱いにするということ

も考えられますので、その地域の話合いの中で、

まずは地域の方々が、そこの農地を守っていけ

るような状況になるのが一番望ましいのかなと

思いますので、その地域計画の策定の話合いの

中で調整させていただければなと思います。 

  以上であります。よろしくお願いします。 

６ 番（田中 功議員） 議長、田中 功。 

佐藤卓也議長 田中 功さん。 

６ 番（田中 功議員） ありがとうございます。 

  そうですね、誰がその農地を維持管理、ある

いはそこの荒れることによって、新庄市として

も収益の上がらない土地になってしまうと、非

常にもったいなく感じるところで、それを言っ

てもなかなか借り手がいないとか、問題も山積

しております。ぜひとも、１回でできる話合い

ではないように思います。あわせて、地域との

話合いとなれば、行政のほうも大変になろうか

と思うし、地域のほうでも、いつ集まるんだ、

こんな時間に集めるのか、とかという話にもな

ってくると思います。事前に集落あるいは地域

の方々にそういう御案内をして、まずあんまり

大きくしてしまうと、意見もなかなか出ない感

じも想像されますので、小さい集落での話合い

をより具体的にしていっていただきたいと思い

ますので、最後に要望していますが、いかがで

しょうか。 

柏倉敏彦農林課長 議長、柏倉敏彦。 

佐藤卓也議長 農林課長柏倉敏彦さん。 

柏倉敏彦農林課長 我々としましても、なるべく

小さな地域からといいますか、始めていきたい

なということもございます。ただ、地域によっ

ては、うちのところから早くしてほしいという

ところも、要望もございますので、その辺も加

味しながら、地域と連絡を取りながら、いつ頃

開催でよろしいかということも調整させていた

だきながら、その開催の日時等々決定していき

たいと思います。よろしくお願いします。 

６ 番（田中 功議員） 議長、田中 功。 

佐藤卓也議長 田中 功さん。 

６ 番（田中 功議員） ありがとうございます。 

  具体的には、時期的な考え方はいかがお持ち

なのか教えていただきたいんですが。 

柏倉敏彦農林課長 議長、柏倉敏彦。 

佐藤卓也議長 農林課長柏倉敏彦さん。 

柏倉敏彦農林課長 私も出席しなければなりませ

んので、議会が終わったあたりから、大体夜の

時間を想定して、関係機関と一緒になって回る

ような日程を組みたいというふうに考えてござ

います。よろしくお願いします。 

６ 番（田中 功議員） 議長、田中 功。 

佐藤卓也議長 田中 功さん。 

６ 番（田中 功議員） 了解しました。よろし

くお願いします。 

  これで質問を終わります。ありがとうござい

ました。 

佐藤卓也議長 ただいまから１時まで休憩いたし

ます。 

 

     午前１１時４１分 休憩 

     午後 １時００分 開議 

 

佐藤卓也議長 休憩を解いて再開いたします。 
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山科春美議員の質問 

 

 

佐藤卓也議長 次に、山科春美さん。 

   （７番山科春美議員登壇） 

７ 番（山科春美議員） こんにちは。 

  12月定例会、３番目に質問させていただきま

す、議席番号７番、新政・結の会、山科春美で

ございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

  それでは、通告に従い質問させていただきま

す。 

  まず、初めに当市においての不登校児童生徒

支援についてお伺いいたします。 

  今年10月17日に、文部科学省より、令和４年

度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の

諸課題に関する調査結果が公表されました。同

調査によれば、全国の小中学校の不登校児童生

徒数は29万9,000件であり、10年連続で増加し、

過去最多となっております。特に、不登校児童

の生徒数が増え始めたのが2021年度、その年は

前年度比24.9％増と急増しており、長期化する

コロナ禍の影響が考えられます。 

  多くのメディアは、この問題を報じています

が、朝日新聞の１月15日の記事では、2020年の

春の一斉休校や、その後の行事、部活動などの

学校生活の制限は、小中高生から友人との関係

づくりや成長の機会を奪い、子供の心に影を落

としてきた。また、読売新聞の昨年の10月28日

の記事では、学校では給食中の会話を控える黙

食が徹底された。体育の授業では身体接触が制

限され、行事も中止された。人と触れ合う場面

が減り、登校意欲が低下した子供も多かったの

ではないかと報じております。 

  また、不登校の急増には、コロナ禍に加え、

ほぼ同時期に開始されたＧＩＧＡスクール構想

に基づくオンライン授業も影響されているとい

う指摘もあります。読売新聞の同記事では、各

地で休校、学級閉鎖が相次ぎ、オンライン授業

も浸透した。登校の機会が減少し、体調が優れ

ないときは無理に学校に来なくてもいいという

雰囲気が広がったことも、休みがちな子供が増

えた一因になった可能性がある。不登校の急増

には、コロナの影響とは別に、スマートフォン

の使い過ぎによる寝不足など、他の要因も隠れ

ているかもしれないといった記事がありました。

関東圏でフリースクールを運営する知り合いの

女性に聞いてみたんですけれども、以前は、不

登校になった結果、スマホゲームなどで昼夜逆

転する人が多かったが、今はスマホゲームなど

で昼夜逆転した結果、不登校になる人も多くな

ったということも聞きました。 

  また、10月17日に文部科学省より発表された

先ほどの調査の結果によりますと、令和４年度

に、学校内外で相談支援を受けていない児童生

徒は約11万4,000人で、不登校全体の38.12％に

上ります。さらに、そのうち90日以上欠席して

いる児童生徒は５万9,000人ということで、相

談支援も受けられずに、さらにその半数以上の

不登校が長期化しているようです。もちろん、

多くの皆様の御尽力もあり、相談支援を受ける

ことができた児童生徒は年々増加傾向にありま

すけれども、それを上回るスピードで不登校児

童が全国的には急増しており、相談支援を受け

ることができない児童生徒の数も増加している

ようであります。国や県では、スクールカウン

セラーやスクールソーシャルワーカーの活用事

業を実施し、自治体も支援しておりますけれど

も、やはりこれにも限界があるように思います。 

  また、山形県におきましても、今年10月５日、

山形県教育局から発表された、令和４年度児童

生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題

に関する調査結果について公表されましたが、

山形県の小中学校における不登校児童数は、令

和３年度に比べ519人増加し計2,073人となり、

校種別でも小学校、中学校とも増加したと報告

がありました。 



 

- 36 - 

  るる国や県の状況について述べさせていただ

きましたが、通告の質問に入りますけれども、

１つ目として不登校問題について、当市での不

登校児童生徒のうち、90日間以上欠席した児童

生徒はどのくらいいますか。また、不登校が長

期化している児童生徒に対する支援策はどのよ

うにしていますか。当市におけるスクールカウ

ンセラーとスクールソーシャルワーカーの人員

と配置についてお伺いします。また、活動実績

と、近年の学校での対応件数や、不登校の解消

につながった件数についてもお伺いします。 

  ２つ目として、フリースクールや居場所づく

りの活用についてということで、シャイニング

クラスの利用人数と活用状況、その成果につい

てお伺いします。フリースクールと学校、市教

育委員会との情報共有はどのように行っていま

すか。学校での居場所づくりのため、空き教室

を利用した校内フリースクール、学校教育支援

センターなどの設置を行っている自治体もあり

ますが、新庄市で設置するお考えはありますか。 

  以上、１つ目の質問ですが、次、大きな２つ

目の質問に入ります。鳥獣被害対策についてと

いうことです。 

  昨今、住宅街や市街地で熊の目撃件数が増え、

目撃件数としては昨年の２倍ということで、連

日、全国的な新聞報道なんですけれども、新聞

報道で伝えられております。また、熊による人

身被害が過去最多ベースとなっていることを受

け、被害の多い本県など、東北６県と北海道、

新潟県の知事でつくる北海道東北地方知事会が、

熊対策の強化、具体的には熊を指定管理鳥獣に

追加指定して捕獲に取り組む都道府県への財政

支援を求めるといったことなどを柱とした内容

を政府に緊急要請をしております。当市におい

ても、熊の目撃情報も増えてきている中、農作

物の被害、または人身被害に遭わないように対

策が必要と思われます。 

  そこで質問ですけれども、１つ目、当市の鳥

獣被害対策防止について。当市の鳥獣被害の状

況についてお伺いします。当市の生息状況につ

いてどのように把握していますか。新庄市の鳥

獣被害防止対策協議会の構成と活動についてお

伺いします。新庄市鳥獣被害対策実施隊はどの

ようなときに編成されていますか。新庄市鳥獣

被害防止計画は策定されていますか。 

  ２番目、人身被害を防止する上での対策につ

いて。おりやわな等の備品などの準備について

お聞きします。侵入防止柵等の補助などの要請

は住民からありましたか。住民への注意喚起の

方法と避難体制の整備についてお伺いします。 

  ３つ目として、狩猟者の人材育成について。

狩猟者の減少と高齢化が危惧されていますが、

当市としての人材確保対策についてお聞きしま

す。狩猟者の維持管理に対する負担軽減策や緊

急要請時の日当増についてのお考えはないかお

聞きします。 

  ４つ目、今後の被害防止対策について。川沿

いの支障木や雑草の伐採等や生息地管理を行う

など、被害防止策をどのように行っていきます

か。地域ぐるみによる鳥獣被害対策について、

今後実施するお考えについてお聞きします。最

上８市町村での県への要望活動について、実施

するお考えについてお聞きします。 

  以上、よろしくお願いいたします。 

山科朝則市長 議長、山科朝則。 

佐藤卓也議長 市長山科朝則さん。 

   （山科朝則市長登壇） 

山科朝則市長 それでは、山科市議の御質問にお

答えいたします。 

  不登校児童生徒の支援につきましては、教育

長から答弁させますので、よろしくお願いいた

します。 

  初めに、鳥獣被害防止対策についての御質問

でありますが、本市の鳥獣被害の状況につきま

しては、人的被害は現在のところ確認しており

ません。農作物等への被害につきましては、イ
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ノシシによる畦畔の掘り起こしや、ツキノワグ

マ、ハクビシン等による農作物の食害が確認さ

れております。 

  次に、本市での熊の生息状況の把握につきま

しては、主には山間部での目撃被害情報が寄せ

られておりますが、近年になり、市街地に近い

地点でも目撃されていることから、市内の山林

全域に生息しているものと考えております。 

  次に、新庄市鳥獣被害防止対策協議会の構成

につきましては、新庄猟友会、新庄市農業協同

組合、もがみ中央農業協同組合、山形県最上総

合支庁、新庄市により構成されており、新庄市

鳥獣被害防止計画にのっとり、野生鳥獣の生息

状況及び被害状況の調査、被害防止対策に関す

る活動を行っております。 

  次に、新庄市鳥獣被害対策実施隊の編成につ

きましては、毎年年度当初に猟友会会員を中心

に実施隊を編成し、パトロール及び捕獲活動を

行っておりますが、有害鳥獣の目撃や被害が増

えていることから、年々活動が増加してきてお

ります。 

  次に、新庄市鳥獣被害防止計画についてであ

りますが、令和２年度からの計画が昨年度に最

終年度を迎えたため、今年度から新たに対象鳥

獣や被害防止、捕獲等の取組について、令和７

年度までの３か年の計画を策定しております。 

  次に、人身被害を防止する上での対策につい

てお答えをいたします。 

  熊が目撃された際は、目撃情報や出没の形態

から、捕獲が必要かどうかを判断し、捕獲を実

施する場合には猟友会の方々にお願いしている

ところであります。その際に使用するわな等の

装備につきましては、新庄市鳥獣被害防止対策

協議会において保有している箱わなや、会員所

有のわなを活用して対応していただいておりま

す。また、侵入防止柵等に対する補助につきま

しては、これまで住民からの要望等はなく、被

害の範囲や状況等を踏まえて今後研究してまい

ります。 

  住民への注意喚起の方法につきましては、広

報車や防災無線、関係区長や教育機関への電話

連絡などの方法で行い、出没地域周辺の警戒パ

トロールを関係機関と連携して実施していると

ころであります。 

  次に、狩猟者の人材育成についての御質問で

ありますが、有害鳥獣の捕獲業務を担っていた

だいている新庄猟友会におきましては、会員の

高齢化が進んでおり、若手への技術継承等につ

いて問題があると認識しております。市といた

しましても、新たな担い手の確保、育成は重要

かつ喫緊の課題と捉えておりますので、引き続

き猟友会と連携し、狩猟に興味のある方など意

欲のある方に対し、狩猟の担い手の必要性や、

免許取得の助成制度について周知を図ってまい

ります。また、猟友会には、有害鳥獣出没の際

に即時に対応いただくこととなるため、装備の

点検等に要する経費助成の充実を引き続き行っ

てまいります。 

  次に、有害鳥獣被害の防止対策についてであ

りますが、人の生活領域に入り込まないように、

やぶの刈り払いや下草刈り、熊の餌となるよう

なものの除去について周知を継続して行うとと

もに、熊の移動ルートになりそうな河川敷の管

理について、関係機関への情報提供を行ってま

いります。 

  また、農作物の被害が拡大するおそれがある

場合は、今後地域ぐるみで行う鳥獣被害対策事

業について検討してまいります。本市は、管内

７町村に囲まれているため、有害鳥獣の出没に

関し、市町村の境界付近で目撃されるケースも

見受けられますので、今後の被害状況に応じて

は、広域捕獲について市町村連携の上、県へ要

請も考えてまいります。 

  以上、壇上からの答弁とさせていただきます。 

高野 博教育長 議長、高野 博。 

佐藤卓也議長 教育長高野 博さん。 
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高野 博教育長 初めに、不登校問題についての

御質問にお答えいたします。なお、病気などの

理由を除く欠席日数が30日以上となった場合、

不登校となりますので、30日以上欠席の児童生

徒数ということで回答させていただきます。 

  本市における不登校児童生徒数についてであ

りますが、令和３年度は小学校課程で６人、中

学校課程で24人、令和４年度は小学校課程で14

人、中学校課程で20人となっており、小学校課

程で大幅な増加がありました。 

  不登校が長期化している児童生徒に対する支

援ですが、新庄市教育委員会では適応教室を開

設し、登校できない児童生徒の学びの場を保障

することで、学校復帰の足がかりとなるよう支

援しております。また、家庭の状況によっては

福祉と連携し、保護者支援も行いながら、児童

生徒の心の安定を図っているところです。 

  スクールカウンセラーについてですが、県の

事業を活用し、全中学校、義務教育学校に配置

しております。また、同じ学校区の小学校から

も相談できるようになっております。実績につ

いてでありますが、昨年度は135件の相談件数

があり、そのうち支援中も含めて54件が好転し

ております。 

  スクールソーシャルワーカーについては、小

学校１校、義務教育学校１校に配置しておりま

す。実績については、昨年度不登校の児童７名

を支援しており、現在も継続しております。 

  次に、フリースクールや居場所づくりの活用

についての御質問にお答えします。 

  本市では、教育相談室の中に適応指導教室、

通称シャイニングクラスを開設し、教科学習や

体験活動を行いながら、学習の保障、学校復帰

に向けた支援を行っております。また、児童生

徒だけでなく、保護者も含めた教育相談を行っ

ており、昨年度は小学生で99件、中学生では

433件、高校生、保護者などでは373件の相談が

ございました。教育相談室で継続的に関わって

いる児童生徒数は、昨年度小学生３名、中学生

８名の11名おり、今年度も継続して支援を続け

ている児童生徒もおります。学校との情報共有

を随時行っており、学校と連携しながら支援を

続けたことで、学校に再び通うようになった児

童生徒や、自分の希望に合った進学先に進んだ

生徒もおります。 

  学校での居場所づくりについては、現在も管

理職や担任以外が別室対応を行っている学校も

ございます。また、児童生徒本人や家庭、学校

の状況に応じて、教育相談員が学校へ訪問し、

別室指導を行っております。今後も、フリース

クールではなく、このような形で進めていくこ

とを予定しております。なお、民間で不登校児

童生徒等の相談を行っている支援団体も市内に

あります。また、適応指導教室に通うことも難

しい児童生徒については、福祉などの関係機関

と連携しながら、保護者支援、家庭支援も含め

て対応してまいります。こうした多方面からの

対応を行いながら、不登校児童生徒の支援や解

決に今後も努めてまいります。 

  以上であります。 

７ 番（山科春美議員） 議長、山科春美。 

佐藤卓也議長 山科春美さん。 

７ 番（山科春美議員） 御答弁いただきありが

とうございます。 

  不登校児童生徒支援についての再質問をさせ

ていただきます。 

  すごく、教育長から今お聞かせいただきまし

て、本当に新庄市のほうではきめ細やかに不登

校支援をやってくださっているんだなというの

が分かりまして、とても安心いたしました。ま

だ、ちょっと継続的支援も必要な方もいるとい

うことでありますので、ぜひ本当に、やっぱり

そのお子さんもそうですけれども、御家族の方

も、すごくやっぱり心配というか不安に思って

いるところもあると思いますので、よろしくお

願いしたいと思います。 
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  最近ですけれども、これは令和２年度あたり

からなんですけれども、不登校児童生徒の自立

支援に係る地区ネットワーク会議というのが県

を中心にやっているようですけれども、また今

年度より、県内４地区において、不登校児童生

徒の自立支援に係る地区ネットワーク会議とい

うのが設置されて、行われたかと思うんですけ

れども、会議の構成員と、また具体的にどのよ

うな話合いがなされたのかお聞きしたいです。 

三原 恵学校教育課主幹 議長、三原 恵。 

佐藤卓也議長 学校教育課主幹三原 恵さん。 

三原 恵学校教育課主幹 それでは、質問にお答

えいたします。 

  この自立支援ネットワーク推進会議というの

は、不登校児童生徒の自立支援を目的に設置し

ている団体でございます。会議のメンバーとし

ては、市町村の教育委員会、あと民間団体など

で構成されておりまして、県の教育局が事務局

といたしまして、関係機関、あと関係団体が一

体となって、不登校の検討、あと情報共有を行

うことで、連携して進めていくことを目的とし

て開催しております。新庄市では、教育相談員

の方がこのネットワーク会議のメンバーとして

参加しているところでございます。 

  以上です。 

７ 番（山科春美議員） 議長、山科春美。 

佐藤卓也議長 山科春美さん。 

７ 番（山科春美議員） ありがとうございます。 

  ネットワーク会議ということで、本当に新庄

市だけでなくて、最上８市町村、また県とのそ

ういった不登校支援に対してのいろんな情報共

有ができるということで、またその改善にもつ

ながると思いますので、とてもいいことだと思

います。新庄市のほうで、教育相談の実際にお

話を聞いている方がその中に入っているという

ことなので、いろいろな周りの皆様たちのいろ

んな情報も集めて、よりよい形で改善していっ

ていただけたらと思います。 

  あと、シャイニングクラスなんですけれども、

こちらのほうに行くことによって学校の出席扱

いにはなるのかどうか教えてください。 

三原 恵学校教育課主幹 議長、三原 恵。 

佐藤卓也議長 学校教育課主幹三原 恵さん。 

三原 恵学校教育課主幹 シャイニング教室は、

場所を学校から変えまして、市民プラザですと

かわくわく新庄ですとか、そういった会場で行

っておりまして、基本月・水・金の午前中に行

っています。この教室に登校すれば、出席した

という取扱いをしておりまして、１時間でも２

時間でも来ていただければ出席扱いするという

ことにしておるところです。 

  以上です。 

７ 番（山科春美議員） 議長、山科春美。 

佐藤卓也議長 山科春美さん。 

７ 番（山科春美議員） 本当に１時間でも２時

間でも行くと出席扱いということになるので、

本当にやっぱりそういうところから行って勉強

のほうをできるということで、とてもいいこと

だと思います。 

  あとなんですけれども、全国的なところで、

なかなか学校や専門機関や相談支援を受けてい

ない不登校児が多いという何か情報というか調

査結果があったんですけれども、当市において

は、そういった方はいらっしゃるんでしょうか。

相談支援というのはきちんとされているのか教

えてください。 

高野 博教育長 議長、高野 博。 

佐藤卓也議長 教育長高野 博さん。 

高野 博教育長 なかなか学校の先生、担任にし

ても、それから相談員にしても、なかなかお邪

魔しても会えなかったり、連絡がつかない子も

やっぱりいなくはないです。全員が、前だとほ

とんどコンタクト取れたんですが、今は逆に保

護者の中でも、もう来ないで結構ですという方

もいますし、教材等も、まず当面止めていてく

ださいとか、そういう方もいて、なかなかコン
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タクト取れずに相談に関われないという方もお

りますが、できるだけ学校のほうでは何かの形

で、会えなくても顔を出していながらつないで

いこうという努力はしております。あと、教育

相談員の方も、何かつながりがあれば、どうし

たやという電話をかけたり、時にはお邪魔でき

るときはしたりということは努力はしているん

ですが、まるっきりそういう相談ができないと

か、そういう方がゼロか、相談全員がしている

かというと、そうではないということだけはや

っぱり確かな事実でありますので、そこを、だ

から全然本当に、出席というか全然、もう全欠

に近い子供も、以前から見ると増えたなという

ふうな思いがあって、これも一つの大きな課題

であろうということで、今取り組んでいるとこ

ろです。 

  以上です。 

７ 番（山科春美議員） 議長、山科春美。 

佐藤卓也議長 山科春美さん。 

７ 番（山科春美議員） 本当に、やっぱりそう

いった方も全国的に増えているということで、

新庄市だけではないと思うんですけれども、で

も教育長のほうから、何らかの形で、どうした

らいいかということを考えてくださっていると

いうことなので、ありがたいと思います。改善

に進んでいくと思います。 

  不登校支援に向けてということで、山形新聞

の11月５日の新聞記事で、金山町と最上町でス

クールカウンセラーをしている方ですかね、の

お話がちょっと掲載されていたんですけれども、

内容は、教員が対応しにくい学校外の子供の困

り事を福祉の専門家が聞き、生きづらさや解消

につなげたらいいという形で記載されていた記

事がありました。ただ、食料品支援や進路相談

などに数回関わっただけでは、家庭環境を変え

るところまでは行き着かないのが状況というの

も記載されていたのでしたけれども、やっぱり

子供たちの一人一人の状況や状態は様々ですの

で、その子供に合わせたサポートが本当に重要

になっていると思います。 

  その意味で、行政の支援に加えて、やっぱり

さっき教育長もおっしゃったんですけれども、

民間施設というか、何か親の会の、リースの会

ですかね、本当に私も何回かそこの会にちょっ

と勉強したいと思って行かせていただいたんで

すけれども、代表の方も本当に温かい方で、皆

さんを励まし守っているような方がやっている

会もありますので、やっぱりその民間の力とか、

もちろん福祉の力ともおっしゃいましたけれど

も、そういった活用を促すことで、多様な選択

肢を確保することも大事だと思いますけれども、

今後のちょっとお考えとかもお聞きします。 

高野 博教育長 議長、高野 博。 

佐藤卓也議長 教育長高野 博さん。 

高野 博教育長 本当に民間の方々の御協力があ

って、実際支援団体ということで、たまりばと

かアベルんちとか、そういうのが子供へ直接支

援しているところもございます。そのほか、親

の会ということで、さっき言ったリースの会と

か、そういうふうな団体が、やっぱり新庄にも

あるということは、その方々には本当にある面

で自分たちの手前弁当で、そしてそういう、も

う気軽に集まっていいよということを呼びかけ

て、勉強会なり、勉強会という言葉よりかは集

まって、とにかく困っていることは話してスト

レスためないようにしましょうと言っている、

そういう方々がいるので、さっき自立支援とい

うことだったんですが、そういうところの自立

支援のネットワークにはそういう民間団体の方

も入って、こんなことをやっているよ、こんな

ことができるよというネットワークを築く取組

もしておりますので、その辺をやっぱり支援し

たり、そういうことから提案いただいたことを

教育委員会としてできることはないのか、そん

なことも含めて考えていければいいかなと思い

ます。本当に、そういう民間の方々のお力があ
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って、そういう子供たちも親御さんも助けられ

ているし、ストレスがたまらないことにもなっ

ているのかなということで、感謝申し上げたい

なというふうに思っているところです。 

  以上です。 

７ 番（山科春美議員） 議長、山科春美。 

佐藤卓也議長 山科春美さん。 

７ 番（山科春美議員） 本当にやっぱり、本当

に教育委員会の方々も、学校、教育委員会の方

中心に本当に頑張って、いろいろ不登校とかで

困っている方々を、一人一人の状況に沿った形

でやっているんですけれども、本当にやっぱり

行政だけではなくて、フリースクールという形

は新庄にはないんですけれども、民間と連携し

て、その知恵を上手に生かして、本当にみんな

子供たちが未来、明るい形でやってもらいたい

というふうに思っているのは、もう私たちもみ

んなだと思いますので、ぜひそのあたり、いろ

んな力を借りて、教育委員会と学校、民間団体

とも一致団結して、全ての子供たちがそういっ

たいい形で、よりよい形でなっていけるように

希望したいと思います。私も、その実現に向け

て努力してまいりたいと思います。 

  それでは、次に鳥獣被害対策についてという

ことで再質問させていただきます。 

  有害鳥獣捕獲等の許可は、新庄市環境課にあ

るということだったのでしたけれども、今年は

大体どのぐらい、何件ぐらいその許可の申請が

出たのか、今年じゃなくても昨年度でもいいん

ですけれども、教えてください。 

岸 聡環境課長 議長、岸 聡。 

佐藤卓也議長 環境課長岸 聡さん。 

岸 聡環境課長 本年度の有害鳥獣、熊だと思い

ますけれども、熊に関する件数でございますけ

れども、捕獲許可につきましては、今現在で10

件ほど許可のほうを出してございます。よろし

くお願いします。 

７ 番（山科春美議員） 議長、山科春美。 

佐藤卓也議長 山科春美さん。 

７ 番（山科春美議員） じゃあ、10件ほど捕獲

許可が出たということなんですけれども、ちゃ

んとその10件に対しては捕獲という形できちん

となったのかということと、あと新庄市の鳥獣

被害対策実施隊が組まれた件数も含めて、出動

件数ですね、そこも含めて教えていただけると

ありがたいです。 

岸 聡環境課長 議長、岸 聡。 

佐藤卓也議長 環境課長岸 聡さん。 

岸 聡環境課長 許可の件数につきましては、先

ほど述べたとおりでございます。それを受けま

して、実際捕獲されたものにつきましては５件

ございます。 

  実施隊につきましては、基本的に猟友会の皆

さんが構成メンバーとなっておりますので、イ

コールと考えていただいて結構だと思います。

よろしくお願いします。 

７ 番（山科春美議員） 議長、山科春美。 

佐藤卓也議長 山科春美さん。 

７ 番（山科春美議員） 分かりました。 

  先日、本当に新聞等でもありましたけれども、

新庄市街に熊が出没したというときに、本当に

警察、消防、環境課でも、本当に車を出してい

ただいて、注意喚起で地区内を回ってください

ました。もうこんな町の中に出るのかというこ

とで、すごくびっくりしましたけれども、環境

課のほうで車を回してくださったんだと思うん

ですけれども、住民の方で、熊が出ました、気

をつけてくださいという形で、放送しながら車

を回してもらったと思うんですけれども、ちょ

っとこれは住民の方からの声なんですけれども、

ただ熊が出ましたというと、出たんだなってい

う感じだったんですけれども、何日の何時にど

こで熊が出ましたっていう言葉も添えて車で流

していただくとありがたいなって言っておりま

したけれども、そういうふうな声もありました。

被害に遭わないように、どのように今後してい
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きたいのかとか、そういったところもう一度伺

いたいと思います。 

岸 聡環境課長 議長、岸 聡。 

佐藤卓也議長 環境課長岸 聡さん。 

岸 聡環境課長 そういった御意見、当課のほう

にも届いてございます。実際広報いたしました

のが、警察でありますとか市の車、あと今あり

ました北町、万場町の事案でありますと、消防

団でありますとか、実際声のほうは発声してい

ないと思いますけれども、防犯協会のほうにも

パトロールのほうをお願いしたところでした。

その際なんですが、スピーカーのついている車

で回るわけですけれども、事前に録音しておい

た音源がございまして、そちらのほうを流しな

がら回ったということがございますので、簡単

に「熊が出没しました、御注意ください」のよ

うな内容になってしまったというのが実態でご

ざいます。 

  そういった中で、細かい内容を出すとなりま

すと、その辺しゃべる者も一緒に行って、しゃ

べりながら回らなきゃいけないという部分がご

ざいます。この辺につきましては、今後の課題

とさせていただきたいなと考えております。市

だけであれば、そういった形で回れるんでしょ

うけれども、協力していただいている団体もご

ざいます。そうしますと、細かいところで言い

方、口調等でそごが出てきますと伝わり方も変

わってくるおそれもありますので、課題とさせ

ていただきたいなと考えております。 

  以上でございます。 

７ 番（山科春美議員） 議長、山科春美。 

佐藤卓也議長 山科春美さん。 

７ 番（山科春美議員） ぜひ検討いただきたい

と思います。 

  あと、次はちょっと人材育成について、狩猟

者の人材育成についてというところなんですけ

れども、結構狩猟者の負担があまりにも多いと

いうことで聞くことがあります。例えば、実施

隊の日当が１日2,000円、１キロ車を使った場

合は37円の燃料費が出るということものこの間

お聞かせいただいたんですけれども、そのほか、

そうですね、いろいろ狩猟者の負担ということ

で、銃の免許の更新、３年に１回あるんですけ

れども、２万円から３万円かかるとか、あと年

間の狩猟登録も、県から半額免除ではあるんで

すけれども、１万8,000円ぐらいかかるとか、

そのほか年間保険料とか、年間技術向上に向け

た練習に対する会場の使用料とか、また狩猟免

許もこれ３年に１回、何か6,000円かかるとか、

あと技能講習などもあるということですけれど

も、年間ほぼ４万円以上ぐらいの個人負担とな

っているということなんですけれども、狩猟者

を減少させないためにも、負担軽減の支援など

考えていることなどがありましたらお聞かせく

ださい。 

岸 聡環境課長 議長、岸 聡。 

佐藤卓也議長 環境課長岸 聡さん。 

岸 聡環境課長 今の狩猟者に対する補助につき

ましては、市の都合ではございますけれども、

環境課で行っている部分と農林課で行っている

部分がございますので、まずは私のほうからは

環境課のほうで行っている部分について御説明

したいと思います。 

  環境課のほうで行っております今現在の補助

でございますけれども、新規狩猟者になられる

場合の免許補助ということで３万円、１人当た

り補助してございます。そのほかに、委託料と

いう形にはなりますけれども、会のほうに銃の

維持に係る経費、銃のメンテナンスであります

とか弾代等で、今年度は７万円ほど計上して支

給のほうをしてございます。こちらについては、

今議員のほうからおっしゃられたとおり、非常

に少ない金額となってございます。ですので、

この辺につきましては、今後どのようにしてい

ったらいいかということについては、会のほう

と協議を重ねて考えていきたいなと考えている
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ところでございます。 

  以上です。 

柏倉敏彦農林課長 議長、柏倉敏彦。 

佐藤卓也議長 農林課長柏倉敏彦さん。 

柏倉敏彦農林課長 それでは、新庄市鳥獣被害防

止対策協議会への支援ということで御質問あり

ましたので、私のほうからお答えさせていただ

きます。 

  こちらにつきましては、会のほうへ新庄市の

負担金、それから県の鳥獣被害防止総合対策交

付金、それから市のほうから弾薬購入経費支援

事業費補助金ということで、合計約200万円ほ

ど今年度につきましてはお支払いしているとこ

ろでございます。以前でありますと、70万円ほ

どの支援ということでありましたが、交付金を

頂けるものについては、なるべく多く頂いて、

その隊員の経費節減に努めようということで、

今年度かさ上げして要求しておりまして、練習

の弾薬につきましても、全弾この協議会のほう

で経費を受け持っているというような状況でご

ざいます。 

  それから、日当それから交通費につきまして

は、実際の設置時にその要綱を定めまして、そ

れに基づきまして日当それから燃料の交通費を

支給しているところでございますが、そのほか

にわなですとか等々の資機材、こちらの購入に

も充てられるということで、そちらのほうがど

うしても高くついてしまうものですから、日当

それから交通費のほうを若干抑えさせていただ

いて、そちらの資機材のほうの購入費にも充て

られるような形で支援しているところでござい

ますので、御理解いただきますようよろしくお

願いしたいと思います。 

７ 番（山科春美議員） 議長、山科春美。 

佐藤卓也議長 山科春美さん。 

７ 番（山科春美議員） いろいろ支援していた

だいているんだなと思いました。これからもよ

ろしくお願いします。 

  ちょっと戸沢地区のほうの話なんですけれど

も、戸沢村のところなんですが、角川地区とい

うところに、50匹ずつの団体というか軍団とい

うか分からないんですが、猿が50匹ずつ３団体

いる、確認されているそうなんです。そして、

結構いろんな農作物の被害とかもあるというこ

とも聞いております。何かやっぱり、いつそう

いうのも新庄市のほうに来るかも分からないか

なみたいなふうに、ちょっとそういった話を聞

いたとき思いました。あと、また金山町のほう

では女性ハンターもいらっしゃいまして、２人

ほどいらっしゃるということで、活躍している

という話も聞きました。全国的に、女性の狩猟

者も増えてきているということですけれども、

やっぱり今本当に山間地の開発とか餌不足によ

って、今後一層有害鳥獣の被害が多発すると思

われますけれども、わなの仕掛けと、猟友会の

方の立ち位置も、すごくそういったことができ

る猟友会の方の立ち位置がとても大事になって

くると思うんですけれども、何かあったとき市

民を守る方々でもあると思いますので、人材確

保のために今後どのようなＰＲ方法などを考え

ているか教えてください。 

岸 聡環境課長 議長、岸 聡。 

佐藤卓也議長 環境課長岸 聡さん。 

岸 聡環境課長 ＰＲ方法、大変当課においても、

どういった形が有効であるかというのは、今現

在頭をひねっている最中でございます。こちら

につきましては、なかなか銃を取り扱うという

部分がございますので、誰でもいいというもの

ではございませんので、その辺の部分もありま

すので、今後猟友会と協議して、どういった形

が適切でかつ有効であるかというのを研究して

まいりたいと考えておりますので、御理解よろ

しくお願いしたいと思います。 

７ 番（山科春美議員） 議長、山科春美。 

佐藤卓也議長 山科春美さん。 

７ 番（山科春美議員） やっぱり、里山整備に
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おきます緩衝帯の設置や追い払い、また放任果

樹の伐採、収穫残滓の適切な処分など、集落へ

の不要な鳥獣などを侵入させない環境をつくる

ことも一番の対策とも考えていますけれども、

万が一、民間や公共施設におきまして人的被害

が発生しないように、鳥獣被害対策を、猟友会

はじめ警察、消防、県などと協力しながら、ぜ

ひ進めていただきたいと思います。安全安心な

新庄市となるために、狩猟者の育成も含めて、

どうぞこれからもよろしくお願いいたします。 

  以上で質問を終わらせていただきます。 

佐藤卓也議長 ただいまから10分間休憩します。 

 

     午後１時４７分 休憩 

     午後１時５７分 開議 

 

佐藤卓也議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

佐藤悦子議員の質問 

 

 

佐藤卓也議長 次に、佐藤悦子さん。 

   （１番佐藤悦子議員登壇） 

１ 番（佐藤悦子議員） 初めに、少し述べさせ

ていただきます。 

  物価の上昇、エネルギー・食料品の価格高騰

に世界中が襲われています。岸田政権は、ガソ

リンや電気代値上がりなどへの対策、限定的な

給付金の支給などの対策を取っていますが、国

民の支持率は低下しています。なぜなのか。そ

れは、日本の経済が長期にわたって停滞し、国

民は節約に節約を重ねてきた。そこへの物価高

騰だからです。一時的な対策では暮らしがよく

ならないことを、国民が実感しているからです。 

  この30年で、実質賃金は、アメリカやイギリ

スが約1.5倍、ドイツやフランスが1.3倍と上が

っています。ところが、日本は1.03倍です。ほ

とんど賃金の上がらない日本になってしまいま

した。給料が上がらないこの時期に、消費税は

５％から10％へ増税、国民年金保険料は２倍、

年金の支給額は7.3％減、国民健康保険税は１

人当たり1.5倍、介護保険料は２倍、健保本人

の外来医療費は３倍になりました。教育費では、

大学の学費値上げが繰り返され、奨学金は有利

子が主流になり、貸付け総額は約10兆円、この

30年間で７倍にも増えてしまいました。収入が

減っているのに、税や社会保障、教育費の負担

が増える。将来への不安も増す。これでは、消

費が落ち込み経済が細っていくのは当然です。 

  また、ウクライナ戦争で浮き彫りになったの

が、エネルギーと食料を輸入に頼る危うさです。

エネルギーも食料も自給率の向上が急がれるの

に、減少に歯止めがかからない。ここに物価高

が襲いかかってきた。この暮らしに、困難、経

済の停滞は、自民党政治が経済界の要求に応え、

企業の目先の利益最優先の政治を進めてきたこ

とにあります。それが、日本経済の深刻な行き

詰まりを生んでいるのです。 

  暮らしと経済の立て直しのために、３つの改

革が必要だと考えます。１つは、政治の責任で、

最低賃金を時給1,500円など含めた、賃上げの

待遇改善を進める。 

佐藤卓也議長 佐藤悦子議員に申し上げます。そ

ろそろ質問に入っていただいてよろしいでしょ

うか。 

１ 番（佐藤悦子議員） はい。もうすぐ終わり

ますので、ちょっとだけお願いします。 

  ２つに、消費税の負担軽減、社会保障の充実、

教育費の負担軽減、そのための大企業の内部留

保への課税という財政改革です。３つ目は、気

候危機打開、エネルギーと食料自給率向上、持

続可能な経済社会への改革です。こうした改革

の中の社会保障の中で、自治体が責任を持って

運営する介護保険について、このたび私は質問

いたします。 
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  その１番の質問は、介護保険の引下げを求め

るということです。 

  その１つは、介護保険料は、この20年で全国

平均で2.07倍になった一方、年金の平均受給額

は、月額でマイナスの３万1,597円、17.9％も

下がりました。現在の介護保険料の仕組みでは

限界です。介護保険料の引下げのために、国庫

負担増を国に求めるべきではないでしょうか。 

  また、２つ目は、当面市独自の負担で一般財

源を投入し、保険料の引下げを行うべきではな

いでしょうか。 

  ３つ目に、介護保険法第129条３項で、保険

料率は、おおむね３年を通じ財政の均衡を保つ

ことができるものでなければならないとされて

いますが、第７期末で全国市町村の介護保険は

大幅な黒字で、５期末と比べて２倍以上に積み

上がっています。本市ではいかがでしょうか。

８期末の基金は、保険料が高過ぎたと見るべき

であります。そして、第９期の介護保険基準額

の引下げに全額回すべきと考えますが、いかが

お考えでしょうか。 

  ４つ目に、低所得者の介護保険料減免制度を

拡充すべきではないかと考えますが、いかがで

しょうか。 

  大きな２番目の質問は、介護保険の利用料原

則２割化に進めようと国はしておりますが、こ

れに対して反対すべきではないかということで

す。 

  社会保障審議会介護保険部会は、一定所得以

上（２割負担）の判断基準について、後期高齢

者医療制度との関係などを踏まえつつ、次期計

画に向けて結論を得るとしています。後期高齢

者医療制度の２割負担の年金収入額は、200万

円以上です。この世帯が、今の１割負担から２

倍の介護の利用料になれば、現在の在宅サービ

スの利用を減らしたり中止したりする方が、全

日本民医連利用料緊急調査で34.4％にもなると

いうことでした。平成24年の家計調査では、収

入240万円から349万円の世帯が、毎年50万円赤

字となっております。この負担増は、利用控え

などから利用者の状態悪化を招くのではないか

と考えますが、いかがお考えでしょうか。必要

なサービスの利用控えが起きないように、利用

料原則２割化はやめるよう国に強く求めるべき

ではないかと考えますが、いかがお考えでしょ

うか。 

  ３番目は、総合事業（介護予防・生活支援総

合事業）についてお尋ねします。 

  １つ目は、要支援１・２の方が予防給付を受

けていますが、市町村の裁量で総合事業として、

専門的サービス以外に多様なサービスに移行促

進されるようになっております。報酬が切り下

げられ、提供事業者が減少し、サービス時間も

縮小され、利用者減少により使えなくなりつつ

あるとも言われております。国において、要介

護１・２の方にも拡大が図られようとしていま

すが、市として拡大はやめるよう求めるべきで

はないかと考えますが、いかがでしょうか。 

  ２つ目は、全ての要支援者には、従来型の専

門的サービス（ホームヘルプサービス、デイサ

ービス）の利用を保障すべきではないかと考え

ますが、いかがでしょうか。 

  ３つ目は、自助、互助は未来永劫には続きま

せん。多様なサービスは、必要に応じて併用を

保障すべきではないでしょうか。支え合い、助

け合いは役割を明確にし、住民の自主性、創意

性を尊重しながら、公的援助を抜本的に充実す

るべきではないかと考えますが、いかがでしょ

うか。 

  ４つ目は、総合事業を介護保険給付に戻すよ

う国に求めるべきではないかと考えますが、い

かがでしょうか。 

  ４番目は、介護職員の報酬の大幅引上げを求

めるという点についてお尋ねいたします。 

  訪問介護員の有効求人倍率が、2022年度で15

倍となり、約８割の事業所が訪問介護員の不足
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を感じているそうです。これは、令和５年９月

８日の社会保障審議会の資料に書かれておりま

す。ホームヘルパーの介護報酬が低いため、賃

金が低いからではないでしょうか。月額賃金は、

全産業平均水準と比較しますと、月で７万

4,000円も少ないそうです。介護人材危機を解

消するには、全介護労働者に、全額国庫負担で

全産業平均水準の賃上げを行う大胆な財政出動

を国に求めることが必要ではないかと考えます

が、いかがお考えでしょうか。当面、事業所が

事業継続をでき、介護職員の処遇改善のために、

市独自で支援をすべきではないでしょうか。 

  以上です。よろしくお願いします。 

山科朝則市長 議長、山科朝則。 

佐藤卓也議長 市長山科朝則さん。 

   （山科朝則市長登壇） 

山科朝則市長 それでは、佐藤市議の御質問にお

答えいたします。 

  初めに、介護保険料についての御質問にお答

えいたします。 

  令和６年度からの介護保険料につきましては、

現在令和６年度から令和８年度までの３か年を

計画期間とする第９期介護保険事業計画を策定

しているところであり、介護給付費などを含め

た介護保険制度の見直しや、今後の見込みなど

を踏まえて検討している段階であります。引下

げ等の国への要望につきましては、機会を捉え

て行っていきたいと考えております。 

  次に、一般財源を投入しての保険料の引下げ

についての御質問でありますが、第９期計画の

中で、介護保険制度に基づき保険料額の算定を

行いますので、一般財源を投入しての保険料の

引下げは考えておりません。 

  次に、介護保険料の第５期と第７期の比較に

ついての御質問でありますが、第１号被保険者

の介護保険料基準額を比較し、第７期末で1.2

倍となっております。また、介護給付費準備基

金につきましては、介護給付費の急な増額など

不測の事態に備え、安定的な経営を行うための

基金でありますので、第９期計画で基金を全額

取り崩すことは考えておりません。 

  次に、低所得者の介護保険料減免制度の拡充

につきましては、低所得者という理由だけでの

減免は考えておりません。 

  次に、介護保険の利用料２割化に反対すべき

ではないかという御質問でありますが、介護保

険の利用者の自己負担割合につきましては、制

度創設当初は１割負担でありましたが、その後

負担割合の見直しが行われ、現在は利用者の前

年の所得金額に応じて１割、２割、３割の負担

割合となっております。議員御指摘のとおり、

社会保障審議会介護保険部会において、介護保

険の２割負担の対象拡大の検討がなされている

ところではありますが、現段階においても結論

が出ていないことから、今後も国の動向を注視

してまいります。 

  次に、総合事業についての御質問にお答えを

いたします。 

  国においては、要介護度１及び２の総合事業

への移行など、総合事業の在り方の見直しにつ

いて議論されてきておりますが、現時点では結

論が出ていない状況でありますので、本市とい

たしましては、国の動向を踏まえながら対応を

検討してまいります。 

  次に、要支援者のサービス利用についての御

質問でありますが、訪問介護や通所介護につき

ましては、現行制度においても、要支援者も要

介護者とほぼ同等のサービスを受けることがで

きるものであります。また、その他のサービス

につきましても、予防サービスとして整備され

ておりますので、要支援者も同様にサービスの

利用が保障されているものであります。 

  次に、多様なサービスの併用の保障について

の御質問でありますが、現在総合事業のサービ

スでは、訪問や通所サービス以外にも、地域サ

ロンの助成ややすらぎ電話などの任意の事業を
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展開しており、利用者が様々なサービスを選択

して利用していただいております。また、地域

ケア会議や各種ニーズ調査により、地域の課題

やニーズを把握しておりますので、それらを踏

まえて随時見直しを行うとともに、介護保険事

業計画に反映させて策定しているところであり

ます。 

  次に、総合事業を介護保険給付に戻すことに

ついての御質問でありますが、総合事業の財源

は、介護保険制度に基づき、国や県の補助金、

交付金を活用して実施しているものであります

ので、市独自で介護給付費に戻すことについて

は、制度上できないものと認識しております。 

  次に、介護職員の報酬引上げについての御質

問でありますが、全国的に介護職員の賃金が低

い状況にありますので、今までも市長会を通じ

て国へ要望してきたところでありますが、引き

続き機会を捉えて要望していきたいと考えてお

ります。 

  最後に、介護職員の処遇改善の市独自での支

援についての御質問でありますが、市独自の処

遇改善加算等を設けることにつきましては、介

護保険制度の中での運用となっていることから

考えておりませんので、よろしくお願いします。 

  以上、壇上からの答弁とさせていただきます。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

佐藤卓也議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 現在の介護保険料は、

新庄市では月額6,325円、基準額ですが、こう

なっております。これは、実は第９期介護保険

料事業計画における介護サービス見込み量等の

推計結果の集計第１回目の市から出した資料に

よりますと、これが９期は若干下がりますが、

11期以降どんどん上がっていき、17期まで想定

されるところを見ますと8,722円という介護保

険料の大幅な値上げが今後予定されているよう

です。これは、国庫負担が、割合が変わらない、

今のままだと想定しての試算ですか。 

横山 浩成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、横

山 浩。 

佐藤卓也議長 成人福祉課長兼福祉事務所長横山 

浩さん。 

横山 浩成人福祉課長兼福祉事務所長 あくまで

も、現在の制度の運用の中での計算ということ

になっております。 

  以上でございます。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

佐藤卓也議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） そうしますと、今でも

この間、年金が下がり、様々な負担が上がり、

特に介護保険料は大幅に上がってきた。このこ

とに対する高齢者の皆さんの怨嗟の声というか、

すごく大きなものがあると感じております。そ

ういう意味で、これを国に対して、これ以上の

値上げはしなくていいようにしてほしいという

意味で、国の国庫負担増額を強く求める必要が

あると思います。国に機会を捉えて求めていく

という市長の答弁は、誠にありがたいことであ

り、そのとおりだと思います。 

  次に、市の独自の負担で何とか保険料を上げ

ないように、下げるようにできないかというこ

とについては、考えていないという市長のお答

えでした。これについてお聞きしますが、介護

保険法令上で、法定分を超える一般財源からの

繰入れを禁じている規定、罰則は一切ないので

はないですか。 

横山 浩成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、横

山 浩。 

佐藤卓也議長 成人福祉課長兼福祉事務所長横山 

浩さん。 

横山 浩成人福祉課長兼福祉事務所長 一般財源

を投入して引き下げる考えはないかという御質

問でございますが、現在、市では国の保険料の

算定の基準に基づいて保険料を算定しておりま

すので、現在も今後もその方向で進んでいきた

いと考えておりますので、よろしくお願いした
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いと思います。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

佐藤卓也議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 法令で、一般財源から

の繰入れを禁じる規定、罰則は一切ないのでは

ないかとお尋ねしております。もう一度お願い

します。 

佐藤卓也議長 暫時休憩します。 

 

     午後２時１９分 休憩 

     午後２時２０分 開議 

 

佐藤卓也議長 休憩を解いて再開します。 

横山 浩成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、横

山 浩。 

佐藤卓也議長 成人福祉課長兼福祉事務所長横山 

浩さん。 

横山 浩成人福祉課長兼福祉事務所長 大変申し

訳ございません。ただいま資料を持ち合わせて

おりませんので、お答えすることができません

ので、後ほどお答えさせていただきたいと思い

ます。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

佐藤卓也議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 一般会計繰入れは、平

成28年３月会計検査院の報告で、当時11保険者、

合計15億768万円見受けられたとのことです。

保険料を抑えるため、当市でもできるというこ

とを示しておりますが、どう考えますか。 

横山 浩成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、横

山 浩。 

佐藤卓也議長 成人福祉課長兼福祉事務所長横山 

浩さん。 

横山 浩成人福祉課長兼福祉事務所長 そういう

前例が他自治体であるということで、ただいま

御意見いただきましたので、今後研究させてい

ただきたいと思います。よろしくお願いします。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

佐藤卓也議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 低所得者だけでの減免

は考えていないという市長のお答えでした。消

費税10％化に伴う公費投入による介護保険料の

軽減が、今期行われているわけです。第１段階

は、かつては基準額に対して0.5でしたが、こ

れが公費投入によって0.3に今期下げられてい

ます。また、第２段階は0.75でしたが、これが

0.5に下げられています。そして、第３段階は

0.75が0.7に、公費投入によって介護保険料の

軽減が行われたという実績があります。ところ

が、今度の第９期を考えるに当たっての市の見

込みは、第１段階が現在0.3のものが0.445に想

定されています。第２段階は、0.5の保険料が

0.68に上げられようとしています。第３段階は、

0.7になっているのを0.69にするということで、

ここは少し安くしようとしている姿が感じられ

ますけれども、この原因は、国の公費投入が減

らされることが想定されていると思うんですが、

どうですか。 

横山 浩成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、横

山 浩。 

佐藤卓也議長 成人福祉課長兼福祉事務所長横山 

浩さん。 

横山 浩成人福祉課長兼福祉事務所長 ただいま

議員おっしゃられた数字ですが、夏の段階での

見込み調査による、あくまでも概算の数字でご

ざいます。現在、第９期の介護保険事業計画と

介護保険料につきましては、現在算定の作業を

進めておりますので、その数字での算定になる

ということはちょっと今現在考えておりません

ので、もうしばらくお待ちいただければと思い

ます。よろしくお願いします。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

佐藤卓也議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 2023年度予算編成で、

財務省が低所得者保険料軽減に充当されている

公費を、歳出改革の対象として削減しようとし
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ている話もございます。これを予想しているで

しょうか。国に対して、低所得者保険料軽減の

国庫負担削減反対の要求を、全国市長会として

早急に働きかけることが重要ではないかと考え

ますが、いかがですか。 

横山 浩成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、横

山 浩。 

佐藤卓也議長 成人福祉課長兼福祉事務所長横山 

浩さん。 

横山 浩成人福祉課長兼福祉事務所長 保険料に

ついての市長会からの要望ということでござい

ますが、まず最初に、まだ国のほうで、現在介

護保険料に関する基本的な数字の見通しがまだ

立っていない状況でございます。ですので、そ

の結果を見据えながら、市としても保険料を算

定していきたいと考えておりますので、よろし

くお願いしたいと思います。 

  また、市長会への要望ですが、先ほど来市長

答弁でもございましたが、機会を見て要望して

いきたいと考えております。よろしくお願いし

ます。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

佐藤卓也議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 国が示してからでは遅

過ぎると思います。今議会が終わり次第とか、

今日、明日とか、なるべく早く、国の予算が決

まる前に声を上げていただきたいと思いますが、

どうですか。 

横山 浩成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、横

山 浩。 

佐藤卓也議長 成人福祉課長兼福祉事務所長横山 

浩さん。 

横山 浩成人福祉課長兼福祉事務所長 あくまで

も介護保険事業を、国の制度に乗って各自治体

行っておりますので、国の基本方針が確定した

段階で、市でも実施していきたいと考えており

ます。よろしくお願いします。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

佐藤卓也議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 介護保険というのは、

市町村が責任を持ってやる社会保障です。そう

いう意味では、国が方針を決める前に、市とし

て特に低所得者の負担を抑えるために、公費出

してきたものを削るという動きがあるわけです

から、これを削っては駄目だということは、決

まる前に言わなければ、決まってからではでき

なくなると思うんです。決まる前に言うべきじ

ゃないですか、今言うべきだと思うんですけれ

ども、なるべく早く、どうでしょうか。 

横山 浩成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、横

山 浩。 

佐藤卓也議長 成人福祉課長兼福祉事務所長横山 

浩さん。 

横山 浩成人福祉課長兼福祉事務所長 機会を捉

えて要望していきたいと考えております。 

  以上です。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

佐藤卓也議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 要望するということで、

どうかよろしくお願いいたします。 

  次に、介護保険の利用料原則２割化について、

市長のほうからは、結論はまだだと、今後の国

の動向を注視していくというお話でした。後期

高齢者医療制度のほうを見てみますと、2022年

の10月から、単身で年収200万円以上とかの

方々に２割へ、75歳以上の高齢者の20％に当た

る方々370万人に２割の医療負担を実施してお

ります。これに合わせて、介護保険の利用料原

則２割化に、これらの方々にしようとしており

ます。しかし、さきに行われた後期高齢者医療

制度のほうを見ますと、２割に負担を上げられ

た方が受診を控えるようになり、１割負担の人

よりも受診日数が少ない水準となっていると、

これは厚労省の後期高齢者医療の窓口２割負担

導入への影響についてという資料で出ておりま

す。負担増は、利用控えを引き起こすことは間
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違いありません。介護利用料の２倍化は、対象

となった高齢者にとって、物価高騰、年金削減、

医療費の窓口負担２倍化と合わせて四重苦とな

って、高齢者の生活と健康を脅かす重大な問題

になると思うんですが、どうですか、どう考え

ますか。 

横山 浩成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、横

山 浩。 

佐藤卓也議長 成人福祉課長兼福祉事務所長横山 

浩さん。 

横山 浩成人福祉課長兼福祉事務所長 ２割の負

担の件でございますが、こちらもまだ国のほう

で結論が出ていない状況でございます。国の動

向を見据えながら対応していきたいと考えてお

ります。よろしくお願いします。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

佐藤卓也議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） これも、決まってから

ではできなくなるので、決まる前に機会を捉え

て要望していただきたいと、強い運動をしてい

ただきたいとお願いいたします。 

  次に、総合事業についてです。 

  市長のほうからは、結論は出ていないと、国

の動向を踏まえて対応するということでした。

現状ですけれども、新庄市内で、この要支援

１・２対象の方々へのこの総合事業をやる事業

所が減ったと聞いておりますが、現状どう把握

しておられますか。 

横山 浩成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、横

山 浩。 

佐藤卓也議長 成人福祉課長兼福祉事務所長横山 

浩さん。 

横山 浩成人福祉課長兼福祉事務所長 実際減っ

ているかどうかというのは、ちょっと私のほう

で把握できておりませんので、把握するように

努めてまいりたいと思います。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

佐藤卓也議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） ぜひ調べていただきた

いと思います。 

  市民の方からは、担う事業所が減ったという

お話を伺っております。その原因ですけれども、

やはり総合事業になっているということで、事

業所に行く報酬が減っていること、そして、結

果ヘルパーなど担う方々にも払う賃金が前より

減っているということが原因だと聞いています

が、そういうのは分かりますか。 

横山 浩成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、横

山 浩。 

佐藤卓也議長 成人福祉課長兼福祉事務所長横山 

浩さん。 

横山 浩成人福祉課長兼福祉事務所長 詳細につ

いては、私のほうにも特には情報は来ておりま

せんので、分からないという状況になっており

ます。 

  以上です。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

佐藤卓也議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 私のほうで把握してい

るのは、総合事業を担う報酬そのものが実は減

っていたり、あと、つまりそれを担う人の人件

費も、ほかの介護保険の要介護以上の方々に対

する時間当たりの報酬出すのも同じようには出

せないことから、事業所がとっても大変でいる

という話です。そういう意味では、私がこの３

の④で言っている、総合事業を介護保険給付に

戻すように国に求めるべきではないかと思うん

です。そうすることで、事業所を守り、働く人

たちが続けることができることにつながると思

うんです。市長の答えでは、市独自ではできな

いということでしたが、そうではなくて、国に

介護保険給付に総合事業を戻すというべきじゃ

ないかということを言っているので、もう一度

この点についてお聞きします。 

横山 浩成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、横

山 浩。 
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佐藤卓也議長 成人福祉課長兼福祉事務所長横山 

浩さん。 

横山 浩成人福祉課長兼福祉事務所長 総合事業

を介護給付費に戻すべきではないかという御質

問でございますが、先ほど市長答弁にもござい

ましたように、制度上できないものと認識して

おりますので、よろしくお願いします。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

佐藤卓也議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 制度をつくるのは国の

ほうなんです、介護保険制度をつくるのは、考

えて一応決めるのは。そういう意味では、国制

度の在り方として、これも国に言わなければ、

言う人がいなければ改善にならないわけですの

で、市民の命を守り生活を守る、市の市民の成

人福祉課の課長として、あるいは市長として、

機会を捉えて問題を提起すべきだと私は考えま

すので、考えていただきたいということでお願

いします。 

  次に、介護職員の報酬の大幅引上げについて、

市長のほうからは、報酬が低いと認識している

と、市長会で国に要望していくというお話であ

りました。しかし、市独自では考えていないと

いうお話で、残念でした。 

  先ほど伺った介護事業所にお聞きした話の中

で、介護報酬は変わらない、しかし国の最低賃

金が上がり、事業所が大変になっていると。そ

ういうこともあって、事業所運営が厳しい、悪

くすると倒産かというような事業所の運営の方

のお話もありました。本当かということでお聞

きしますが、ホームヘルパーの介護報酬が低迷

しているという認識はございますか。 

横山 浩成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、横

山 浩。 

佐藤卓也議長 成人福祉課長兼福祉事務所長横山 

浩さん。 

横山 浩成人福祉課長兼福祉事務所長 介護ヘル

パーの賃金の件でございますが、介護ヘルパー

に関しましては、雇用形態がパートタイムであ

ったり、短時間の就労でございますので、どう

しても単価が上がらない限りは全体的な賃金と

して上がっていくことはないと認識しておりま

す。 

  以上でございます。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

佐藤卓也議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 単価というのは、介護

報酬が低迷しているという意味ですか。 

横山 浩成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、横

山 浩。 

佐藤卓也議長 成人福祉課長兼福祉事務所長横山 

浩さん。 

横山 浩成人福祉課長兼福祉事務所長 低迷とい

うことではございません。基準の介護報酬その

ものの問題であると認識しております。 

  以上です。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

佐藤卓也議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 実は低迷しております。

課長は低迷していないような認識でおられます

が、介護報酬は、2000年のときのそれと、その

後の2021年と比べた介護報酬なんですが、１時

間以上で、2000年のときは584単位でした。こ

れが、2021年は579単位ということで、１時間

以上という同じ仕事でありながら、介護報酬が、

単位が減っております。また、その一方で、最

低賃金額の状況ですが、2002年の資料で663円

時給という状態でした。これは全国平均ですけ

れども、今は930円という、全国平均の2021年

の話ですが、というふうに上がっております。

介護報酬が下がっている、しかし最低賃金は上

げねばならない。これは、事業所にとって、死

ぬか生きるかぐらいのとても厳しいものがある

と思うんですが、どう見ますか。 

横山 浩成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、横

山 浩。 
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佐藤卓也議長 成人福祉課長兼福祉事務所長横山 

浩さん。 

横山 浩成人福祉課長兼福祉事務所長 介護報酬

につきましては、現在国のほうでも議論を重ね

ている段階で、まだ結論は出ていない状況でご

ざいます。また、介護事業所の賃上げにつきま

しては、こちら介護事業所の経営に関すること

でございますので、私のほうからどうこう意見

を言える立場ではございませんので、よろしく

お願いしたいと思います。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

佐藤卓也議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） しかし、事業所の経営

に意見を言えないというふうにおっしゃってい

ただきましたけれども、事業所がばたばた倒れ

たら、ホームヘルパー頼みたくても、高齢者が

頼む人がいないということになるんじゃないで

しょうか。そういう意味では、事業所の経営に

意見は言えない、もちろんそうですけれども、

介護報酬が確実に下がっているような低迷状態

では、介護事業所が成り立たない、そうなれば

ヘルパー派遣するところがなくなる、高齢者の

生活が立ち行かなくなるという介護人材危機に

もなるんじゃないでしょうか。そういう意味で

は、介護報酬が上がると実は保険料が上がると

いう苦しみが、責任者である成人福祉課長には

苦しみが来るわけでありまして、保険料は上げ

たくないという気持ちと矛盾が出てくるのが介

護保険です。そこを改善するのは何なのかとい

ったら、一般会計であったり、あるいは国の独

自の介護職に対する全額国庫負担で全産業平均

水準の賃上げを行う大胆な国の財政出動を国に

求めていかなければ成り立たない、そういう問

題ではないかと思うんです。そういうふうに捉

えていただきたいと思います。 

  介護職の年齢構成についてですが、訪問介護

員の年齢別、階級別構成割合について、介護労

働安定センターの令和３年度介護労働実態調査

によりますと、60歳以上が37.6％になっており

ます。そのうち70歳以上が12.2％となっており

ます。若い人の成り手がいない、この理由をど

うお考えですか。 

横山 浩成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、横

山 浩。 

佐藤卓也議長 成人福祉課長兼福祉事務所長横山 

浩さん。 

横山 浩成人福祉課長兼福祉事務所長 先ほども

お答えさせていただきましたが、雇用形態がパ

ートタイムであったり、長期の勤務形態ではな

いので、どうしても個人の全体の賃金が安定し

ないということが原因ではないのかなとは認識

しております。ですので、どうしても若年層の

若い方々にとっては、ちょっと魅力を感じる職

場ではないという傾向があると思われます。 

  以上です。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

佐藤卓也議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 介護が必要な高齢者が

確実に増えるということが間違いないわけです。

ここにおられる方々全員が高齢者になるわけで

す。いずれ、長いか短いか人それぞれですけれ

ども、介護を受ける、受けなければならない立

場になる方々ばかりなんです。その方々が自分

らしく生きられるようにするために、ヘルパー

を頼んだりしなきゃいけないわけです。そのヘ

ルパーの成り手がいない。そうなったら放置さ

れるしかない。介護も受けられず、どうやって

生きていったらいいか分からない、路頭に迷っ

てしまうわけです。しかし、それを支えていた

だく職員の方が、若い方々になっていただくこ

とによって、私たちここにおられる皆さんの老

後に安心して生きられる新庄市になるわけなん

です。そういう意味では、介護職の人件費を引

き上げるということが、若い人の仕事として選

ばれ、地元定着を増やすことになるんじゃない

でしょうか。どう考えますか。 
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横山 浩成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、横

山 浩。 

佐藤卓也議長 成人福祉課長兼福祉事務所長横山 

浩さん。 

横山 浩成人福祉課長兼福祉事務所長 最終的な

結論ではございませんが、そういうことも要因

になっているということは認識しております。 

  以上です。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

佐藤卓也議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 若い人が仕事として介

護職を選んでくださり、そして地元に定着し続

けていただける、安心して働き続けられる職場

として選んでいただける、そうするために、国

がやるべきことではありますが、当面市として、

経済の底上げのために直接投資して、市として

考えていいのではないかと思うんですが、市長

は、どう考えておられますか、お聞きしたいん

ですが。 

横山 浩成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、横

山 浩。 

佐藤卓也議長 成人福祉課長兼福祉事務所長横山 

浩さん。 

横山 浩成人福祉課長兼福祉事務所長 あくまで

も介護保険事業、国の制度の中での運用という

ことで事業を実施しております。市独自での一

般財源を投入し、介護人材の賃金を上げるとい

うことは、現時点では考えておりませんので、

よろしくお願いしたいと思います。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

佐藤卓也議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 一番最初の介護保険料

の引下げのところでも言わせていただきました

けれども、一般会計での繰入れを禁じる規定、

罰則は一切ないんです。そういう意味では、介

護保険の中に、法定分として一般財源から繰入

れをやって、保険料の値上げを抑えるというこ

とは十分できるし、さらに地元に若い方々が残

っていただく、安定した仕事として残っていた

だく、そのためにケア労働、介護職あるいは保

育なども含めて、そこに携わる人たちの賃金補

助に直接市が出して、地元に若い方々が安心し

て安定した仕事として選んで残っていただく。

そういうやり方で、新庄市の人口が減らないよ

うに努力し、希望のある新庄市になるようにで

きるのではないかと思いますが、市長としてそ

ういう考えはないか、最後にお願いします。 

山科朝則市長 議長、山科朝則。 

佐藤卓也議長 市長山科朝則さん。 

山科朝則市長 ただいまいただいた御意見、大変

参考になりました。ただ、制度上できるもの、

できないものありますし、これは新庄市だけの

問題ではなくて全国的な問題でありますので、

しっかりとその辺のところを研究してまいりた

いというふうに思っているところでございます。

どうぞよろしくお願いします。 

佐藤卓也議長 ただいまから10分間休憩いたしま

す。 

 

     午後２時４７分 休憩 

     午後２時５７分 開議 

 

佐藤卓也議長 休憩を解いて再開いたします。 

  成人福祉課より発言の申出がありますので、

これを許可いたします。 

横山 浩成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、横

山 浩。 

佐藤卓也議長 成人福祉課長兼福祉事務所長横山 

浩さん。 

横山 浩成人福祉課長兼福祉事務所長 先ほど、

佐藤悦子議員の御質問の中で、一般財源を投入

した場合の罰則の有無についてということがご

ざいましたが、罰則はございませんので、よろ

しくお願いしたいと思います。 

  以上でございます。 
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小嶋冨弥議員の質問 

 

 

佐藤卓也議長 次に、小嶋冨弥さん。 

   （１８番小嶋冨弥議員登壇） 

１８番（小嶋冨弥議員） 議席番号18番、新政・

結の会の小嶋冨弥であります。 

  本日の12月定例議会の一般質問者、最後５番

目となりますと、執行部の皆さん、議員各位の

方もお疲れと思いますが、本日最後の一般質問

にお付き合いをお願いし、また今日よりあした

がよりよい新庄市になることを心してお伺いい

たしますので、御答弁のほどよろしくお願い申

し上げます。 

  私の今定例会の一般質問の発言事項は３点で

ありますので、順に従いましてお伺いいたしま

す。 

  発言事項の１番目は、学校教育についてであ

ります。 

  まずは、文科省の４月に行われました今年の

全国学力・学習調査の本市の結果についてお伺

いをいたすものであります。 

  調査の目的は、義務教育の機会均等とその水

準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の

学力や学習状況を把握、分析し、教育の施策の

成果と課題を検証し、その改善を図ること。ま

た、学校における児童生徒への教育指導の充実

や、学習状況の改善等に役立てること。そのよ

うな取組を通じて、教育に関する継続的な検証

改善サイクルを確立することだと思います。そ

れらを踏まえまして、本年４月に行われました

小学校６年生と中学校３年生の全国学力・学習

調査の詳しく分かりやすい結果をお尋ねいたす

ものであります。 

  このことについては、多くのマスコミ等を通

じて、文科省は７月31日に学力・学習調査の結

果を公表いたしました。山形県全体の正答率公

表では、４年ぶりに行われました中学３年生の

英語の平均正答率は、全国平均正答率45.6％に

対して、山形県の平均正答率が41％、今回の調

査の中で、英語が全国との差が大きいと分析さ

れました。また、県全体の平均正答率が、国語

を除き、算数・数学も全国正答率の平均には及

ばなかったとの結果公表されました。これを受

けまして、県の教育委員会では、課題の多い結

果を分析し、課題を明らかにして、実効性のあ

る取組につなげていく必要があると報道がされ

ておりました。それらを鑑み、さきに述べまし

た当市の今年度の全国学力・学習調査の結果と

その分析、検証と改善を、またこれらを生かし

た今後の指導方法を質問いたすものであります。 

  次に、現在の当市の児童生徒の問題行動につ

いてお伺いいたします。 

  この調査は、教育現場における生徒指導上の

取組のより一層の充実に資するものであるとと

もに、その実態を把握し、児童生徒の問題行動

の未然防止、早期発見・早期対応に、そして不

登校児童生徒への適切な個別支援につなげてい

くことが目的と思います。そこで、それらの諸

課題につきましてお伺いいたすものであります。 

  次に、発言事項の観光振興について質問いた

します。 

  観光振興は、申すまでもなく、地域の観光を

盛り立てて、経済やにぎわいの創出、発展につ

ながる取組だと思います。これらを図り、持続

可能な新庄市の観光振興を図るべきではないか

との問題提起を申し上げるものであります。 

  申すまでもなく、観光産業は、地域経済に大

きな影響を与える重要なセクターであります。

観光業の活性化は、地域の経済成長を促すとと

もに、宿泊、飲食、物販などの観光業は多くの

人の雇用の場を提供いたします。地元の観光資

源を掘り起こし、観光資源の魅力を高め、多く

の収穫を得ることで、地元の雇用機会を高め、

地域の雇用問題の一助に貢献いたします。そし
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て、観光客が増加すれば、地域の人々の交流、

文化交流が促進され、地元の活気が高まります。

そして同時に、観光資源や文化遺産の保護、活

用により、地域のアイデンティティーや誇りを

強化する効果も生まれてくると思うのでありま

す。 

  新庄市には、新庄市に潜在する独自性の強み

があります。それらを見極め、観光客を誘引す

る手だての目玉を創造し、外部から注目されれ

ば、地域の元気と自信にもつながることではな

いでしょうか。 

  観光振興は、一時のイベントやキャンペーン

で終わるものではありません。事業として成長

を続けられますよう、関係事業者、住民と連携

を図りながら、中長期的な施策や案を示すため

の観光振興計画は必要不可欠ではないかと思わ

れますが、それらについて市のお考えについて

質問をいたすものであります。 

  それでは、次に発言事項の３つ目の交通安全

について質問をいたします。 

  異常気象の今日ですが、新庄にも本格的な冬

が訪れました。これから小半年余り墨絵の世界

に入り、言わずと知れた降雪、ホワイトアウト、

路面凍結のスリップ事故やいろんなトラブルの

発生が心配されるわけでありますが、今回私が

お尋ねいたしますのは、今年の４月から自転車

に乗る全ての人が、乗車時にヘルメット着用が

義務化された件についてであります。 

  ヘルメット着用は、自転車乗用中の事故によ

るけがのうち、特に頭部への損傷が致命傷とな

り、ヘルメット着用していない場合の致死率は

着用者の2.4倍であると、2023年版の交通安全

白書で示しております。そこでであります。本

年４月より施行された改正道路交通法を受けて、

地域住民の交通安全対策を図るために、市民が

着用のため、地元業者の販売店からヘルメット

を購入し、自らの身を守る安全対策の場合、購

入用の一部補助金制度を設けてはいかがかとい

う提案でございます。これらの気配りの配慮が、

ヘルメット着用率向上のきっかけになり、市民

の交通安全がより図られるものと考えられます

が、いかがでしょうか。これらについてお伺い

いたします。 

  以上が、私が通告いたしました質問でありま

す。どうぞよろしくお答えいただきますようお

願い申し上げます。 

山科朝則市長 議長、山科朝則。 

佐藤卓也議長 市長山科朝則さん。 

   （山科朝則市長登壇） 

山科朝則市長 それでは、小嶋市議の御質問にお

答えします。 

  学校教育については、教育長に答弁させます

ので、よろしくお願いします。 

  初めに、観光振興計画についての御質問であ

りますが、持続可能な観光振興に向けた観光振

興計画の策定は、地域の魅力や観光資源の分析、

観光客のニーズの変化やターゲットの設定など

多岐にわたる検討が必要であると考えておりま

す。本市の第５次新庄市総合計画において、日

本一の山車行列を誇る新庄まつりをはじめ、豊

かな自然、歴史、文化などを活用した観光振興

に関する具体的な施策が盛り込まれており、こ

の総合計画に基づいて、より効果的な施策の実

現を進めてまいりたいと考えております。 

  そのため、観光振興計画につきましては、現

在のところ策定する予定はございませんが、関

係機関や観光振興の主役となるべき民間団体と

協議を重ねながら、中長期的視点で観光施策を

整理してまいります。 

  次に、交通安全についての御質問にお答えし

ます。 

  自転車利用者におけるヘルメットの着用につ

きましては、道路交通法の改正により、本年４

月に全国的にヘルメットの着用が努力義務化さ

れておりますが、県内の自転車利用者における

ヘルメットの着用率は8.9％にとどまっており、



 

- 56 - 

自転車利用者の安全性向上のためにヘルメット

の着用の推進が重要と考えております。 

  本市といたしましては、自転車利用者におけ

るヘルメットの着用率の向上のため、新庄警察

署や市交通安全母の会などと連携し、引き続き

啓発活動を行ってまいりますが、自転車用ヘル

メット購入の補助制度につきましては、他自治

体における今後の導入状況等を注視していきた

いと考えております。 

  以上、壇上からの答弁とさせていただきます。 

高野 博教育長 議長、高野 博。 

佐藤卓也議長 教育長高野 博さん。 

高野 博教育長 それでは、学校教育についての

御質問にお答えします。 

  初めに、全国学力・学習状況調査における当

市の結果の分析検証についてでありますが、今

年度の結果は、小学６年生の国語については全

国を上回る、算数については下回る、中学３年

生については、国語、数学は下回る結果となり

ました。また、英語は、聞くこと、読むこと、

書くことの全領域で、令和元年度より全国平均

との差を縮めましたが、全体平均としては下回

る結果となりました。中学校につきましては、

令和３年度に国語、数学ともに全国平均を上回

りましたが、昨年度に続いて両教科下回る結果

となりました。 

  学習状況調査の中で特徴的だったことは、生

徒質問紙において、数学と英語の授業がよく分

かると答えた生徒であっても実際の正答率は低

く、生徒の意識と点数に乖離があります。これ

は、ふだんの授業の中で分かったつもりになり、

深い理解まで達していないことや、課題の難易

度が低かったり、教師が細かく指示や説明をし

てしまったりするためと考えております。また、

英語に関しては、小中学校ともに英語が好きな

児童生徒の割合は高いのですが、授業以外で英

語を使う機会は少ないという結果になりました。 

  全国学力・学習状況調査は、児童生徒の学力

を点数として捉えることを通して、教育環境や

教師自身の授業の在り方を評価し、見直すこと

を目的としております。全国学力調査の問題や、

出題形式を活用した授業を行うことで、授業に

おける課題や問いの在り方について研修を行っ

ている学校もございます。 

  英語に関しては、本市といたしましても、小

学６年生を対象とした評価問題を作成し、各校

で実施した上で授業改善につなげております。

また、英語スーパーバイザーが各校を訪問し、

英語授業について各校の実態に応じた具体的な

指導を行っております。また、市内に４名配置

しているＡＬＴを、英語の授業以外でも様々な

生活場面において積極的に活用するとともに、

大学教授の指導の下、本市以外のＡＬＴも招聘

し、小中学生を対象にイングリッシュキャンプ

を行うことで、英語によるコミュニケーション

を行う機会をつくり出しております。さらに、

英語のデジタル教科書の効果的な活用方法につ

いて研修を重ね、児童生徒の話すこと、聞くこ

との資質能力の育成につなげてまいります。 

  次に、児童生徒の問題行動について、調査指

導上の諸課題についてお答えいたします。 

  県で実施しているいじめ、不登校等生徒指導

上の諸課題に関する実態調査の今年度７月末ま

でのいじめ認知件数は、昨年度同時期と比較し

ますと、全体として増加傾向にあります。いじ

めの様態といたしましては、冷やかし、からか

いなどの割合が高くなっておりますが、中学校

におきましては、パソコンや携帯電話での誹謗

中傷、悪口も増加傾向にあります。認知件数が

多いことにつきましては、各校の積極的な認知

が進み、適切な初期対応を行っている結果とし

て捉えております。 

  一方で、いじめに対する指導を続けているに

もかかわらず、件数が減らないことに対しまし

ては、結果を真摯に受け止めて、改めて未然防

止に向け、発達段階に応じた指導を行っていく
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よう各校に指導をしております。 

  なお、全国的にも中１ギャップと呼ばれる、

中学１年生が学校生活の不適応を起こしてしま

う問題がございますが、本市義務教育学校７年

生におきましては、他校と比べいじめ認知件数

は激減しております。改めて、小中一貫教育の

重要性を市内全校で確認し、これまで以上に学

習面、生活面での情報交換や研修などを積極的

に行い、スムーズな小中連携を行ってまいりま

す。 

  次に、本市における不登校児童生徒数につい

ては、今年度７月末までの数を昨年度同時期と

比較しますと、全体としては増加傾向にありま

す。要因といたしましては、学校生活によるも

の、家庭環境によるもの、本人の特性によるも

のと様々でございます。各校におきましては、

本人の特性に応じて、オンラインも含めた柔軟

な学習環境や関わり方を工夫し、丁寧に対応、

指導を行っております。家庭環境に要因がある

場合につきましては、福祉部局やスクールソー

シャルワーカーとも連携を図りながら、児童生

徒と家庭との両面から支援を行っております。

こうした多方面からの対応を行いながら、いじ

めや不登校の未然防止や解決に今後も努めてま

いりたいと考えております。 

  以上であります。 

１８番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

佐藤卓也議長 小嶋冨弥さん。 

１８番（小嶋冨弥議員） 答弁いただきました。 

  せっかくですので、学校教育からお聞きしま

す。この学力テストにおいて、一喜一憂するこ

となく、それに調査しながら、それに合ったと

いうようなことなんですね。それで、昨年もこ

の議会で、私が一般質問いたしました。そのと

きに、問題は読解力の部分が足りなかったなと

いうようなことで、読解力を強化する、読解力

については、１教科で力を身につけるものでな

く、全ての教科で力を身につけていかなければ

ならないと。それぞれの授業において、どのよ

うな形で子供たちに読解力を教えるのか。もし

かすると、上辺だけ理解したつもりになってし

まって、分かったつもりが分かっていなかった

のではないかなというようなことを、教師主導

で子供たちに説明する授業になってしまってい

るのではないかなというふうなことで、とにか

く子供たちが自分の力でしっかり読み解く力が

大事ということで、全ての教科において念頭に

置いてやっていかなければならないというよう

なお答えいただきました。 

  このような、今回は残念ながら、去年は前回

は理科がよかったんだけれども、今年は小学校

６年生理科ないですから、算数、国語とも下回

ったと。中学校も下回って、特に英語も大きく

下回ったという現状を聞きますと、一喜一憂す

るわけじゃないですけれども、いかがかなとい

うような心配するんだけれども、この読解力と

いうようなことは、文章を読んでその内容を理

解し解釈するものと私は思っていますけれども、

この辺の指導のほうはどうなったんでしょうか、

ひとつお願いいたします。 

高野 博教育長 議長、高野 博。 

佐藤卓也議長 教育長高野 博さん。 

高野 博教育長 全国学力調査の結果については、

小学校の場合、国語は全国平均を上回ったんで

すが、そのように改善したところもあるわけで

すけれども、その中で読解力といったときに、

本を、文章をずらずら読める、これは読解力じ

ゃないんです、ただ読めるというだけなんです。

その中身がどういう内容なのかと分かっている

かどうかなんです。そういうところで授業をす

るときに、先生方が問題を提示するときに、問

題文を教師が説明してしまったり、これはどう

いうことを問うているんですか、そうすれば中

身を、問題のこの中身、聞いていることを教師

が教えてしまっている。その一番肝腎なところ

を、子供たちが本当は大事にして読み解かなき
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ゃいけないわけです。そういう授業が弱いとい

うことで、その点小学校少し改善されたという

ことで、結果には出てきたと思うんですけれど

も、そんなことが一つ、やっぱり問題提示のと

ころなんかは、逆に先生方が説明するんじゃな

くて、生徒同士がどういうことを聞いて、どう

いうことを答え出すんだということを、この時

間こそ大事にしなきゃいけないということを、

学校訪問等では指導しているところであります。 

  あと、もう一つよく、先生が入るにしても何

でもそうですけれども、これが正しいかどうか

ってよく言われることがあるんです。そういう

ことをなく読むときに、この文章って間違って

いるのか、間違っているのは、自分が選ぶのは

何なのか、自分がこの資料の中から使える言葉

は何なのかと、そういう選ぶ力、それこそまさ

しく読解力の一つだと思うんですね。そんなこ

とも、授業の中でいろいろ取り入れながらやっ

ていかなきゃいけないなということを思ってい

るわけです。 

  実は、全国学力問題を、学校の先生方、例え

ば中学校であっても、数学や国語、英語の先生

だけでなくて、いろんな教科の先生がいるんで

す。そして、その全員で先生方で研修するとき

があったんですが、言葉として、この問題、全

国学力調査問題、おかしくないんだか、こんな

ことを授業でできないんだかという反応をする

先生もいるんですね。今求められている学力と

いうのは何なのかということを、まだまだ理解

されていないし、そういう学力問題を、全国学

力調査を何回続けていても、そういう意識が抜

け切れていないということも、やっぱり改善し

ていかなきゃいけないというふうには思って、

研修でぜひ、これは自分の授業を見直すときに

こういう力が必要なんだということを、ぜひ読

み取ってほしいということを研修でもやってい

るところで、そんなところはまだまだ続けてい

かなきゃいけないところかなということで思っ

ております。 

  以上です。 

１８番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

佐藤卓也議長 小嶋冨弥さん。 

１８番（小嶋冨弥議員） やっぱり、この情報で

すね、結果、先生方共有しているかな、共有し

ていないから、やはり独自の考えでそういった、

今教育長が教えていただいたことなんだと思い

ます。それにしてあと、やはり学習上げるのは、

私どもは何年か前の話だけれども、由利本荘に

行ったとき、家庭学習していたんですね。自分

の子供だけじゃなくて、やはり地域全体で、学

校から帰ってくると、かばん置いて遊びに行く

っていうのが普通です。私どもはそういう時代

だったけれども、今はやはり秋田県とか福井県

辺りは、やっぱり家庭学習をする。自分の子供

だけじゃなくて、この地域全体を、やっぱりそ

ういう雰囲気で、まず遊びに行かないで、家庭

学習終わってから遊びに行けよみたいなことが、

何年か前ですけれども由利本荘の教育長から教

えていただきました。それ、とても印象に残っ

ているんですね。だから、そういったものも、

地域全体でやはり、家庭の子供たちの地域の現

状を知るということも必要だけれども、なかな

か学校のことは一般家庭に伝わってきません。 

  インターネット、今時代ですけれども、新庄

市の教育委員会っていう、ネット調べますと、

ほとんど載っていませんね。ある市の調べると、

県平均正答率何％、自分のところの市町村、市

は何％、情報公開していると思うんですね。そ

うすると、新庄、我々のところはまだまだだな

というような、情報の共有化をしておかないと、

地域の方々も理解できないと思うんだけれども、

私の見る限り、ちょっと教育委員会のホームペ

ージ、委員会の件数も、今年度の結果載ってい

ないんですけれども、その辺もう少し皆さんに

伝わるような情報の共有化というのはどのよう

にお考えか、お聞かせいただければありがたい
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なと思います。 

高野 博教育長 議長、高野 博。 

佐藤卓也議長 教育長高野 博さん。 

高野 博教育長 ホームページに、更新も含めて

なかなか進んでいない教育委員会であり、大変

申し訳なく思っているところです。 

  全国学力・学習状況調査については、基本的

には各単独校の実態とか、そういうものは数値

的には公表しないというのが文科省の方針であ

りますので、我々はそれに準じてやっているわ

けですけれども、特に１町村１つの学校あった

ら、場所の結果を出せば、もう全部この学校の

数字が分かるということで、そういうところで

ちょっと、それによって競争意識をあまりにも

あおり過ぎるから困るということで、ちょっと

控えているところもありますが、ただ私たちは、

おおむねとか言葉で話はしていますが、それは

各学校からの学校だよりでお知らせは、各学校

からは地域には伝わってはいると思うんですが、

その辺市全体としてと言われると、本当におっ

しゃるところをどうしていけばいいかというこ

とは課題だなと思います。 

  本当に、数字的なものを見ても、市内でも学

校格差があるのは事実です。いいところは毎年

いいです。本当にそれはどうなのかなという、

そこの学校を学べということで、ほかの学校で

は随分そのやり方なんかを学んでくれていると

ころもあるわけですけれども、その辺は刺激に

なることは事実なのかなとは思います。 

  以上です。 

１８番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

佐藤卓也議長 小嶋冨弥さん。 

１８番（小嶋冨弥議員） 学校個別でなくて結構

だと思うんです。私も、学校個別に出していい

んでないかなという、ここの場で質問したこと

はありますけれども、やはり市全体の自分のと

ころの地域の子供の基準はというふうなことを

お知らせできれば、全体としてやはり家庭学習

のほうにも、保護者なり地域の方々が理解深め

るのではないかなと。老婆心かもしれませんけ

れども、そういったことをお願いすればありが

たいなと思うわけであります。 

  次に、観光振興についてお尋ねいたします。 

  この観光振興は、新庄市の第５次の総合計画

に載っています。この中でも、いろいろ課題も

あるわけでありますけれども、この観光という

のは非常に裾野が、さっき申しましたように広

いです。新庄市の場合は、幸いにして新庄まつ

りがあると、ユネスコというような誇れるもの

があるんだけれども、それゆえに、通年観光と

いう部分に関しては、やはりまだまだ遅れてい

るんじゃないかなと。そこで、やはりそれをす

るには、国交省、観光庁も計画をつくって進め

なさいというような動きがあるんですね。だか

ら、これ具現化しなければ駄目だと思うけれど

も、市長答弁も、なかなか今すぐするというの

は、はっきりしたお答えいただけなかったんだ

けれども、課長ひとつ、これ観光っていうのは

大きいわけですので、私はぜひ進めてもらいた

いなと思うので、いかがでしょうか。 

小関紀夫商工観光課長 議長、小関紀夫。 

佐藤卓也議長 商工観光課長小関紀夫さん。 

小関紀夫商工観光課長 まず、議員の御質問にあ

りました持続可能な観光振興につきましては、

地域資源の発掘、活用により地域の魅力を高め、

観光客の満足度向上を目指すことで、交流人

口・関係人口の拡大を図りまして、地域経済の

活性化を図っていくことが重要だというふうに

考えてございます。 

  また、観光事業者や地域住民との連携を強化

することも重要でありまして、市が観光振興に

果たすべき役割としては、相互の連携強化によ

る民間事業者、団体等への支援を行うことによ

りまして、地域経済が潤う環境を整えていくこ

とが重要であるというふうに考えてございます。 

  先ほど議員のほうから御発言ございましたが、
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行政として目指すべき観光振興の将来的な姿を

示していく必要性は認識してございます。ただ

し、民間事業者、団体等、自らが理想を描き、

それを実現していくためにも、振興計画がある

べきではなかろうかというふうに考えてござい

ます。先ほど市長答弁にもございましたとおり、

現時点での計画策定の予定はしてございません

が、しかるべき時期やその方向性を見定めるた

めにも、民間事業者や団体等との事前の相談協

議を重ねてまいりたいというふうに考えてござ

います。 

  以上でございます。 

１８番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

佐藤卓也議長 小嶋冨弥さん。 

１８番（小嶋冨弥議員） 私は、計画は、皆さん

プロですから、つくるの簡単だと思うんですね。

つくって、やっぱりただつくればいいわけでな

く、それを活用しなければならないと。仏作っ

て魂入れずではうまくないわけで、私はね、こ

の機会にそういうこと、市民の皆さん、いろん

な関係者を巻き込んでつくるとね、市民の皆さ

んに観光の意義を伝える絶好の機会だと捉えれ

ばいいんじゃないですか、大変。やっぱり、こ

れ市民の声、専門家の意見をやっぱりする作業

は大変だと思いますけれども、やはりそこは汗

かいていただいて、持続可能な新庄市のために、

やはりすべきではないかな、努力していただき

たいなということで申し上げているわけであり

まして、やはり観光振興することによって、住

んでよし、訪れてもよしというような新庄市を、

ぜひ我々も含めてつくり上げていただきたいな

という、そういう思いがあるんです。課長だっ

て、そういう思いでしょう。それを、やはり具

現化、実現化をしてもらうというように、しか

るべきというのはいつなんでしょうか、お願い

します。 

小関紀夫商工観光課長 議長、小関紀夫。 

佐藤卓也議長 商工観光課長小関紀夫さん。 

小関紀夫商工観光課長 具体的なしかるべき時期

というのは、具体的には私のほうでもちょっと

答えを持ち合わせてございませんが、今現在民

間事業者等々の動きを見ましても、組織のほう

でちょっと力不足、それから財源等々の部分で

もちょっと不安なところがあるというところも

ございますので、そういうところにまず力をつ

けていただくような体制整備を進めていった上

で、振興計画のほうを早急に策定したほうがい

いのではないかという判断に基づきまして進め

てまいりたいというふうに考えてございます。 

  以上でございます。 

１８番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

佐藤卓也議長 小嶋冨弥さん。 

１８番（小嶋冨弥議員） ありがとうございます。 

  やはり、これ今年の８月29日の読売新聞の県

内版なんですね。新庄、観光振興が課題だとい

うようなことで、このデータを見ますと、コロ

ナで新庄まつりができなかったときの入り込み

が入っていて、少なく評価されたと思うんです

けれども、この新聞の中で、ある関係者のお話

を紹介しますと、丸１日かけて見る観光施設は

市内には少ないが、見どころはたくさんあるの

で、施設や周遊できる仕掛けの発信が必要だと

ありました。まさにそのとおりだと思います。 

  まゆの郷で、先般カキ小屋やった。私も、物

珍しいのが好きだから行った。だけれど、結構

飲んだり食ったりすると、１人5,000円ぐらい

だっけな。それはその人のあれだけれども、で

も好評で、１週間だかまた延びた。御存じでし

ょうけれども、やっぱりああいう仕掛けってい

うのがよ。我々内陸ですから、海のものが珍し

がってやるんだけれども、やっぱりあそこら辺

は、ロケーションもいいからでしょうけれども、

観光なんていうのはやっぱり最初からあるもん

じゃないし、つくるのも一つの観光だと思うん

です。やはり、ぜひそういった仕掛けをこれか

らどんどん、しかるべきでなく、なるべく早急
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によ、ひとつお願いしたいと思うけれども、い

かがだべかな。くどいようだけれども、お願い

します。 

小関紀夫商工観光課長 議長、小関紀夫。 

佐藤卓也議長 商工観光課長小関紀夫さん。 

小関紀夫商工観光課長 ただいま議員のほうから

いただきました御意見につきましては、前向き

にといいますか参考にさせていただきながら、

計画のほうを研究させていただきたいと思いま

すので、よろしくお願いいたします。 

１８番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

佐藤卓也議長 小嶋冨弥さん。 

１８番（小嶋冨弥議員） ありがとうございます。 

  役立たずだけれども、俺たちのこと使ってけ

ろ、そのとき力貸すから。よろしく頼む。 

  次、自転車のヘルメットの件でお願いしたい

な。これヘルメット、どげだべ、市で積極的に

補助金制度を導入できないかな。お願いします。 

岸 聡環境課長 議長、岸 聡。 

佐藤卓也議長 環境課長岸 聡さん。 

岸 聡環境課長 補助制度、小嶋議員から御提案

いただき、政策としては十分可能性もあり、効

果があるとは見込めるとは思います。ただ、い

かんせん山形県内、着用率、先ほど市長答弁で

もありましたけれども、8.9％と非常に低い状

況にございます。ですので、まず市といたしま

しては、そのヘルメットの有効性、ヘルメット

をかぶらないといけないんだよという気持ちを

市民の方に持っていただくことが大事であろう

と考えております。ですので、引き続き新庄警

察署でありますとか、市の団体でありますけれ

ども母の会等と協力いたしまして、まず市民の

方々に、交通安全のために自転車に乗る場合は

ヘルメットをかぶらなきゃいけないんだよとい

う意識づけ、こちらのほうを頑張っていきたい

と考えておりますので、御理解いただきたいと

思います。 

  以上です。 

１８番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

佐藤卓也議長 小嶋冨弥さん。 

１８番（小嶋冨弥議員） 8.9％、低いんですね。

それで、回覧板来た。交通安全協会だより、令

和５年版、やっぱりこれ雪道とか、酒飲んで危

ないからって、大変ありがたいことで、最後で

下のほうに、自転車利用者は云々、自転車は車

の仲間です、交通ルールを守りましょう、飲酒

運転の禁止は厳守と、道路の積雪や凍結時は自

転車を控えるなどの自転車の安全利用と。もう

一つは、自転車保険に入りましょうだ。えっと

思った。何を言いたいかというと、ヘルメット

かぶれって書かってねえのよ、ここに。これは

あなた方の責任じゃねえよ。これは事務局が新

庄交通安全協会だけれども、安全協会にヘルメ

ットかぶるっていう認識ねえ、やはり課長言っ

たように。8.9％なので。本当に残念だと思う。

これは自分のことだと思うからよ。山形県でも

よ、どこも市町村でヘルメットなんていうのは

していないけれども、ほかのところでは、補助

金出して実施、いっぱいやってんだよな。私も

この一般質問するというようなことで、同僚の

小野議員さんから早速、事例見せてもらった。

これはよ、徳島市。対象はもう８月４日から65

歳以上の高齢者と高校生世代。申請時には住民

票が市内にあることだと。ほかに、東京都では、

東京金持ちだかもしれないけれども、いろんな

ところで、長野県、愛知県、兵庫県、徳島はま

あこれ、徳島県、高知県、ほかにやってんだ。

これ山形県で、どこもやってねえ。新庄市でや

れ。一番先、新庄市はよ、交通安全とか、お金

のこと心配だな、課長、財源。 

岸 聡環境課長 議長、岸 聡。 

佐藤卓也議長 環境課長岸 聡さん。 

岸 聡環境課長 私の気持ちを酌んでいただいて

ありがとうございます。金額のところは、当然

予算措置ということ、事業化するにおいて当然

あろうかと思います。また、今各自治体の例を
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挙げていただきました。私のほうでも、ネット

等を利用して他自治体の例、参考にしたところ

でした。いろいろやり方としてあります。例え

ば、市から補助するとすれば、当然お金を差し

上げるという形で、補助申請をいただいて、審

査してお金を差し上げる。そのほかに、自転車

屋からヘルメットを購入する際に、補助相当分

を値引きして販売していただく。あとは、そう

いうのが面倒くさいから、ヘルメットそのもの

を差し上げますなんてやっているところもござ

いました。そういったところは、多々いろいろ

ございます。それが、新庄市においてどれが一

番合うのか、実効性があるのか、そういった部

分多々ありますので、まずちょっとそこはお時

間いただいて、まずはちょっと研究する時間い

ただきたいなと考えてございます。絶対やらな

いというわけではございませんけれども、やは

りほかの自治体を見ますと、金額的に大体

1,000円から2,000円の規模感でございます。そ

うすると、手間をかけるような手続を決めます

と、せっかく制度をつくっても使っていただけ

ない可能性があるという部分がございますので、

その辺のバランスですね、その辺を見極めたい

という部分もございますので、御理解賜りたい

と思います。 

  以上です。 

１８番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

佐藤卓也議長 小嶋冨弥さん。 

１８番（小嶋冨弥議員） 理解は十分しているつ

もりだけれども、現実的なことをしていかない

と、理解したと言い難いなと思うのであります。 

  新庄市では、１日１円共済っていうのはずー

っとやっていて、今共済基金が8,100万円あっ

ぺ。これずっと交通安全のよ。そして、去年か

ら、お金集めないけれども、今年いっぱい災害

あったときには補償しますよっていうようなこ

とで、今支払いしているけれども、令和４年度

の決算見ると、この収入が484万円、支出が220

万円で、今220万円ぐらい準備金あると私は見

ているんだ。その交通安全で、そのお金だって、

そこから2,000円ぐらいの、何ぼの数になるか

分かりませんけれども、十分にそういう交通安

全共済の目的に沿うような、ヘルメット着用し

て安全を守るというようなことは、非常にお金

の出し方としても私は可能じゃねえかなと思う

んです。 

  でも、ここで、今までの例を見ますと、一般

質問して、はい分かりましたっていうところを

聞いたことねえけれども、検討するっていうこ

とは、半分検討するっていうことは、しないと

いう意味もあるんだよね。非常にその辺は政治

ですから、最終的には親方、市長の判断になる

と思うんだけれども、ここで、市長も何とかす

るとかって言ってくれればいいんだけれども、

そこまでも言いませんけれども、ぜひね、私言

うんじゃなくて、市民が言うんですから市長、

ぜひひとつ前向きな御答弁いただきたいと思う

けれども、いかがだべ。 

山科朝則市長 議長、山科朝則。 

佐藤卓也議長 市長山科朝則さん。 

山科朝則市長 大変勉強になりました。 

  今、課長のほうから答弁あったとおりであり

まして、いろんな交通安全に関わることに関し

てもバランスがあるというふうに考えておりま

して、ほかの交通安全でその原資を使いたいと

いう要望も、いろんなところから来ているとい

うふうなことを聞いております。その辺のとこ

ろのバランスを考えながら研究してまいりたい

というふうに思っています。どうぞよろしくお

願いします。 

１８番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

佐藤卓也議長 小嶋冨弥さん。 

１８番（小嶋冨弥議員） 前向きな御答弁と私は

解釈しておりますので、よろしくお願いして、

私の一般質問を終わります。 

  御清聴ありがとうございました。 
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散      会 

 

 

佐藤卓也議長 以上で本日の日程は終了いたしま

した。 

  ５日午前10時より本会議を開きますので、御

参集願います。 

  本日は以上で散会いたします。 

  御苦労さまでした。 

 

     午後３時４４分 散会 
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議 長 佐 藤 卓 也     副議長 今 田 浩 徳 

 

 出 席 議 員（１７名） 

 

  １番   佐  藤  悦  子  議員     ２番   亀  井  博  人  議員 

  ３番   今  田  浩  徳  議員     ４番   鈴  木  啓  太  議員 

  ５番   坂  本  健 太 郎  議員     ６番   田  中     功  議員 

  ７番   山  科  春  美  議員     ９番   辺  見  孝  太  議員 

 １０番   渡  部  正  七  議員    １１番   新  田  道  尋  議員 

 １２番   八  鍬  長  一  議員    １３番   伊  藤  健  一  議員 

 １４番   山  科  正  仁  議員    １５番   髙  橋  富 美 子  議員 

 １６番   佐  藤  卓  也  議員    １７番   小  野  周  一  議員 

 １８番   小  嶋  冨  弥  議員 

 

 欠 席 議 員（１名） 

  ８番   鈴  木  法  学  議員 

 

 欠 員（０名） 

 

出席要求による出席者職氏名 

 

市 長 山 科 朝 則  総 務 課 長 西 田 裕 子 

総 合 政 策 課 長 川 又 秀 昭  財 政 課 長 小 関   孝 

税 務 課 長 津 藤 隆 浩  市 民 課 長 伊 藤 リ カ 

環 境 課 長 岸     聡  成 人 福 祉 課 長 
兼福祉事務所長 横 山   浩 

子育て推進課長 
兼福祉事務所長 鈴 木 則 勝  健 康 課 長 佐 藤 朋 子 

農 林 課 長 柏 倉 敏 彦  商 工 観 光 課 長 小 関 紀 夫 

都 市 整 備 課 長 長 沢 祐 二  上 下 水 道 課 長 矢 作 宏 幸 

会 計 管 理 者 
兼 会 計 課 長 加 藤   功  教 育 長 高 野   博 

教 育 次 長 
兼教育総務課長 渡 辺 政 紀  学校教育課主幹 三 原   恵 

社 会 教 育 課 長 伊 藤 幸 枝  監 査 委 員 大 場 隆 司 



 

- 66 - 

監 査 委 員 
事 務 局 長 大 江   周  選挙管理委員会 

委員長職務代理者 佐 藤 利 美 

選挙管理委員会 
事 務 局 長 今 田   新  農業委員会会長 浅 沼 玲 子 

農 業 委 員 会 
事 務 局 長 叶 内 敏 彦    

 

事 務 局 出 席 者 職 氏 名 

 

局 長 山 科 雅 寛  総 務 主 査 笹 原 佳 子 

主 任 小 松 真 子  主 事 秋 葉 佑 太 

 

議 事 日 程 （第３号） 

令和５年１２月５日 火曜日 午前１０時３０分開議 

 

日程第 １ 一 般 質 問 

１番 亀 井 博 人  議員 

２番 坂 本 健太郎  議員 

３番 髙 橋 富美子  議員 

４番 辺 見 孝 太  議員 

 

本日の会議に付した事件 

 

議事日程（第３号）に同じ 



 

- 67 - 

 

令和５年１２月定例会一般質問通告表（２日目） 

 

発言 
順序 質問者氏名 質 問 事 項 答 弁 者 

１ 亀 井 博 人 

１．子育て支援について 

２．事務事業について 

３．財政について 

市 長 

教 育 長 

２ 坂 本 健太郎 

１．害獣対策について 

２．中小企業、零細企業等における人材の採用・育成・定
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３．若者が変えていく新庄市について 

市 長 

教 育 長 

３ 髙 橋 富美子 
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１．イベント民泊について 

２．子どもの学習支援について 

３．カーボンクレジットへの取組について 

市 長 

教 育 長 
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開      議 

 

 

佐藤卓也議長 おはようございます。 

  ただいまの出席議員は17名です。 

  欠席通告者は、鈴木法学さん１名です。 

  学校教育課長が欠席のため、学校教育課より

三原 恵主幹が、また選挙管理委員会委員長が

欠席のため、職務代理者佐藤利美さんが出席し

ておりますので、御了承願います。 

  これより本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、お手元に配付しております議

事日程（第３号）によって進めます。 

 

 

日程第１一般質問 

 

 

佐藤卓也議長 日程第１一般質問。 

  本日の質問者は４名です。 

  これより２日目の一般質問を行います。 

 

 

亀井博人議員の質問 

 

 

佐藤卓也議長 それでは初めに、亀井博人さん。 

   （２番亀井博人議員登壇） 

２ 番（亀井博人議員） おはようございます。 

  12月定例会一般質問２日目、最初に質問をさ

せていただきます、議席番号２番、亀井博人で

す。よろしくお願いいたします。 

  最初に、子育て支援について、２つ目、事務

事業について、３つ目、財政状況について質問

をさせていただきます。 

  最初に、子育て支援についてです。 

  子育て支援充実という市長公約の中で、妊娠、

出産、育児への包括的な支援強化、給食費無償

化の推進検討、子育て施設、子供たちが安心し

て遊べる拠点の整備を進めるとしています。ま

た、国が進める異次元の少子化対策と併せ、新

庄市の対応についてお尋ねします。 

  １つ目、これからどのような子育て関連の施

策に取り組んでいきますか。特に、重点的に取

り組む施策についてお願いします。 

  ２つ目、施策の実施により、出生数への効果

をどう見込んでいますか。実績としては、平成

30年233人、令和元年198人、令和２年201人、

令和３年180人となっております。 

  ３つ目、年度内に始まるこども誰でも通園制

度について、どのように評価し、対応する予定

ですか。 

  ４つ目、屋内型児童遊園施設わらすこ広場の

移転新築を検討すべき時期に来ていると思いま

すが、方向性についてお尋ねします。また、財

源としてどのような有利な制度が考えられます

か。コンパクトシティー等の観点から、市街地

に整備すべきではないかと思いますが、考え方

についてお尋ねします。 

  ２つ目、事務事業についてです。 

  持続可能な市政運営であるために、①事務事

業評価について、人口減少、職員数減少等に合

わせ、事業を取捨選択し、より効果が上がるよ

うにしてはどうですか。②職員数に対し、業務

量が年々増加、複雑化するとともに、これまで

の職員採用の結果から年齢構成に偏りがあるた

め、業務遂行上の課題はありませんか、お尋ね

します。 

  ３番、財政状況についてです。 

  新庄市の財政状況と、投資的経費の見込みに

ついて、中期財政計画、令和８年度までの見通

しに基づいてお尋ねします。 

  ①令和４年度決算で、経常収支比率は警戒ラ

インの80％を超える93.9％となりました。県内

での順位、具体的にはどのような状況なのかお
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願いします。 

  ②投資的経費について、中期財政計画では、

令和６、７、８年度の３か年で約60億円、同じ

く令和３、４、５年度の３か年で約85億円とさ

れています。明倫学園の建設が終了し、令和８

年度までの３年間、投資的経費に係る主な事業

予定はどのようなものですか。 

  ③今後の人口減少を見据えた場合、歳入が大

きく増加することは見込めませんとあります。

しかしながら、歳入増加に向けた具体的な取組

について、どのように考えていますか。 

  ④約10年先とされるインターチェンジ付近道

の駅の整備に係る事業費が、市の試算では100

億円を超え、市役所改築には約50億円、新庄小

中一貫校整備には約70億円とされています。任

期までの４年間、どのような事業をどのような

スケジュールで進める予定ですか。 

  ⑤財政見通しの課題について、今後も歳入の

大幅な増加が見込めない中において、少子高齢

化による扶助費の増加や、老朽化した公共施設

の維持・改修費の増加など課題が山積している

ことから、さらに厳しい財政運営が続くことが

想定されますとあります。この厳しい状況をど

のように乗り切っていくお考えですか。お願い

いたします。 

山科朝則市長 議長、山科朝則。 

佐藤卓也議長 市長山科朝則さん。 

   （山科朝則市長登壇） 

山科朝則市長 おはようございます。 

  それでは、亀井市議の御質問にお答えいたし

ます。 

  初めに、子育て支援についての御質問であり

ますが、本市独自の子育て支援施策といたしま

しては、子育てしやすい環境づくりを目指して、

多子世帯における保育料、副食費軽減事業や、

高校３年生までを対象とした子育て支援医療給

付事業、小中学校等新入学祝い金、学校給食費

における第２子半額、第３子以降無償化など、

子育てに係る経済的な支援の強化を重点に取り

組んでいるところでありますが、今後も引き続

き、さらなる施策の充実について検討していき

たいと考えております。 

  次に、出生数への効果についてでありますが、

本市で取り組んでいる少子化対策につきまして

は、未来への投資であり、その効果が数値とし

て現れるまでには年数を要するものと考えてお

りますが、将来の親世代となる現在の子供の数

が減少している状況においては、今後も大きな

伸びは期待できないものと推測しております。

しかしながら、出生数の増加を目指した取組は

非常に重要と考えておりますので、今後も効果

的な取組について検討してまいります。 

  次に、こども誰でも通園制度についての御質

問にお答えします。 

  こども誰でも通園制度につきましては、国の

こども未来戦略方針において新たに創設された

子育て支援策であり、親が働いていなくても未

就学の子供を保育園に預けることができる制度

であります。国では、現在検討会を立ち上げ、

試行的事業実施に向け課題整理を行っていると

ころでありますので、国による制度構築に向け

た動向を注視していきたいと考えております。 

  次に、わらすこ広場の移転改築についての御

質問でありますが、今後、今の時代に求められ

ている子育て施設について検討していきたいと

考えておりますので、その際にわらすこ広場の

方向性も含め、様々な方面から御意見をいただ

きながら検討していきたいと考えております。 

  財源につきましては、新たな施設整備が具体

化していないと、どのような制度を活用できる

か現段階では申し上げることはできませんが、

具体化した際には有利な財源の確保に努めてま

いりたいと考えております。 

  また、市街地に整備すべきではとの御意見で

ありますが、施設の目的や期待する効果などを

具体化する中で検討するものと考えております
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ので、御理解をお願いいたします。 

  次に、事務事業についての御質問にお答えを

いたします。 

  本市の事務事業評価につきましては、法定事

務や内部事務を除いた約300事業を対象として、

毎年年度途中で行う中間評価と、翌年度に行う

事後評価の２回にわたり実施しておりましたが、

今年度、評価方法の見直しを行い、年度途中の

中間評価を廃止することで、職員の事務負担を

軽減するとともに、評価の集中化を図っている

ところであります。来年度以降につきましても、

評価手法のさらなる改善を重ね、より効果的、

効率的な評価を行うことで、事務事業の改善や

見直しにつなげ、持続可能な市政運営を図って

まいりたいと考えております。 

  次に、職員数や年齢構成の偏りによる業務遂

行上の課題についての御質問にお答えをいたし

ます。 

  職員数につきましては、定員管理計画を基本

として、退職者数などを考慮した新規採用、行

政需要に応じた部署の新設や配置人数の変更な

どを行っており、適正な配置や職員数の確保に

努めているところであります。しかしながら、

議員御指摘のように、一定の時期に採用を抑制

した経過があり、40代前半から半ばの職員の数

が少ないという現状にあります。このため、今

後組織体制の構築への影響が大きくなることが

予想されることから、より円滑、適切に事務事

業が遂行できる体制の構築に向け現在見直しの

検討を進めておりますので、よろしくお願いい

たします。 

  次に、財政についての御質問にお答えをいた

します。 

  まず、経常収支比率についてでありますが、

令和４年度決算では93.9％となっており、県内

13市中４番目に高い比率となっております。他

市と比較すると、財政の硬直化が進行している

度合いが高い状況にあります。 

  次に、令和８年度までの投資的経費に係る主

な事業予定につきましては、照明のＬＥＤ化を

はじめとした各市有施設の改修工事を計画的に

進め、市道の改良工事や流雪溝整備などを引き

続き推進していくことを想定しております。 

  私の任期中におきましては、今後、子育てや

教育、産業振興、医療福祉といった各分野にお

いて、今置かれている課題を整理した上で、具

体的な優先順位を検討し実行してまいりたいと

考えております。 

  次に、歳入増加に向けた具体的な取組につき

ましては、市税の収納率の向上対策として、今

年度から地方税共通納税システムを導入したこ

とにより、これまでのコンビニ収納やスマート

フォン収納に加えて、全国の金融機関でも納付

が可能となっております。今後も、納付しやす

いサービス拡充の取組を進め、歳入増加に努め

てまいります。 

  今後の財政見通しにつきましては、厳しい状

況が続くと予想されますが、中期財政計画を財

政運営の指針として、歳出においては事業の優

先度、重要度を精査した上で計画的に公共施設

の改修を進め、年次ごとの事業費に偏りが生じ

ないように平準化を図ってまいります。また、

収納率向上対策を着実に実施するとともに、積

極的に特定財源を活用していくなど、財源確保

に努めてまいります。 

  以上、壇上からの答弁とさせていただきます。 

２ 番（亀井博人議員） 議長、亀井博人。 

佐藤卓也議長 亀井博人さん。 

２ 番（亀井博人議員） 再質問をさせていただ

きます。 

  最初に、子育て支援についてです。異次元の

少子化対策によって、新たに児童手当の対象と

なる層が拡大になると思いますけれども、新庄

市内ではどれくらいの人数になるでしょうか。 

鈴木則勝子育て推進課長兼福祉事務所長 議長、

鈴木則勝。 
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佐藤卓也議長 子育て推進課長兼福祉事務所長鈴

木則勝さん。 

鈴木則勝子育て推進課長兼福祉事務所長 異次元

の少子化対策について、児童手当の拡充はとい

うふうな御質問でございますが、児童手当の拡

充につきましては、来年10月から高校生の年代

まで拡充する予定というふうなことでお話を受

けております。一応対象となるのは、今現在の

見込みで約800人程度というふうなことで見込

んでいるところでございます。 

  以上であります。 

２ 番（亀井博人議員） 議長、亀井博人。 

佐藤卓也議長 亀井博人さん。 

２ 番（亀井博人議員） また、令和４年度決算

で、子育て支援関連予算は幾らぐらいになって

いましたでしょうか。 

鈴木則勝子育て推進課長兼福祉事務所長 議長、

鈴木則勝。 

佐藤卓也議長 子育て推進課長兼福祉事務所長鈴

木則勝さん。 

鈴木則勝子育て推進課長兼福祉事務所長 令和４

年度決算で、子育て関連支援関係の決算の額と

いうふうなことでございます。子育て関連とい

いますと、子育て推進課で所管する事業のほか

に母子保健とか教育など、ちょっと様々わたっ

てくるかと思いまして、総額でちょっと把握等

はしておりませんので、子育て推進課で所管し

ている決算額というふうなことでお答えさせて

いただきたいと思います。 

  歳出予算として、３款２項が児童福祉費とな

っております。ここは、おおよその子育て関連

の事業となりますので、令和４年度決算額で約

25億6,800万円の決算となってございます。 

  以上であります。 

２ 番（亀井博人議員） 議長、亀井博人。 

佐藤卓也議長 亀井博人さん。 

２ 番（亀井博人議員） 県内でも、子育て支援

に力を入れている市町村が数多く見受けられま

す。その中で、村山市は市長が先頭に立ってＰ

Ｒをしているようです。具体的には、テレビＣ

Ｍで村山市の子育てスマイルプロジェクトとい

う子育て支援の事業を分かりやすくＰＲしてい

たのをテレビで何回か見ました。内容も重要な

んですが、誰がＰＲしているかというのはもっ

と重要で、市長が先頭になってＰＲしていると

一層本気度が伝わって、印象に残る場合も多い

かと思います。山形県知事は、つや姫、雪若丸

等のＣＭにも出ていたかという記憶があります。 

  ここで市長にお尋ねします。新庄市の、例え

ば子育て支援について、テレビＣＭ等でＰＲす

るというようなお考えはありませんでしょうか。 

鈴木則勝子育て推進課長兼福祉事務所長 議長、

鈴木則勝。 

佐藤卓也議長 子育て推進課長兼福祉事務所長鈴

木則勝さん。 

鈴木則勝子育て推進課長兼福祉事務所長 村山市

では、市長がテレビコマーシャルに出て宣伝し

ているということで、子育てに力を入れている

というようなことを広くアピールしているとい

うようなことだと思います。そういったことは

非常に大事なことなのかなというふうに思って

ございます。 

  ただ、広報のお知らせの仕方、手法の一つと

しての市長先頭に立っての宣伝というふうなこ

とだと思いますので、今後新庄市としましても、

今実施している子育て支援策、どのようにお知

らせしていくかといったことにつきましては、

工夫できるよう検討してまいりたいと思ってお

りますので、よろしくお願いしたいと思います。 

  以上です。 

２ 番（亀井博人議員） 議長、亀井博人。 

佐藤卓也議長 亀井博人さん。 

２ 番（亀井博人議員） 次に、子供の遊び場に

ついて再質問させていただきます。 

  わらすこ広場は、平成12年に他市に先駆けて

オープンしておりますけれども、現在まちづく
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り市民アンケートにおいては、20代の若い方が

最も必要性を感じているのが子供の遊び場の充

実というアンケート結果となっております。 

  また、議会のほうで、先月長井市にオープン

しました遊びと学びの交流施設くるんと、宮城

県白石市の子育て施設こじゅうろうキッズラン

ドという施設を見学しました。いずれの施設も、

新しいだけに立派で魅力的なものでしたけれど

も、その中で長井市は図書館と遊び場が併設さ

れていると、ほかにはない施設かなと思いまし

た。また、白石市の施設は、小規模なんですけ

れども、歌だったり大道芸だったりという様々

なソフト事業で人を呼んでいるという、またこ

れ特徴のある施設かと思いました。 

  子育て世代が、これから子育てに入る若い世

代も併せまして、夢と希望を持てる魅力的な施

設の建設に向けて、改めてどのようにお考えか

お伺いします。 

鈴木則勝子育て推進課長兼福祉事務所長 議長、

鈴木則勝。 

佐藤卓也議長 子育て推進課長兼福祉事務所長鈴

木則勝さん。 

鈴木則勝子育て推進課長兼福祉事務所長 子供の

遊び場につきましては、様々要望の声があると

いうことは認識しているところでございます。

ただ、市としましては、具体的に検討を始めた

というようなところではございませんので、ち

ょっとまだ、なかなか内容についてお答えでき

るところは、ちょっと今持ち合わせていないと

ころでございますが、今後各地で様々建設され

ている遊び場など、事例など情報収集していき

ながら、どのようなことが考えられるか少し検

討もしていきたいというふうに考えているとこ

ろでございます。 

  以上であります。 

２ 番（亀井博人議員） 議長、亀井博人。 

佐藤卓也議長 亀井博人さん。 

２ 番（亀井博人議員） 次に、財政について再

質問させていただきたいと思います。 

  先週の全員協議会でも、経常収支比率につい

て質問がありました。中期財政計画、新たな中

期財政計画では、令和10年度の経常収支比率は

99.2％になるとの見通しが示されています。例

えば、警戒ラインとされる80％という場合と

100％を比較した場合、どのような違いがあり

ますか。 

小関 孝財政課長 議長、小関 孝。 

佐藤卓也議長 財政課長小関 孝さん。 

小関 孝財政課長 それでは、財政のことですの

で、私からお答えさせていただきます。 

  経常収支比率80％と100％の違いということ

でございますが、経常収支比率は、市税など使

い方を特定されない一般財源が、毎年支出され

る経常的な経費にどのくらい、どの程度使われ

ているかを示す指標でございます。一般的には、

財政構造の弾力性を判断する指標の一つであり

まして、80％程度が一般的には適正な数値とさ

れてございます。100％となれば、財政的にか

なり余裕がなくなりまして、新規事業ですとか

拡大していく事業、こちらの財源の確保が非常

に厳しくなるというふうに考えてございます。 

  以上です。 

２ 番（亀井博人議員） 議長、亀井博人。 

佐藤卓也議長 亀井博人さん。 

２ 番（亀井博人議員） 様々な財政指標ありま

すけれども、財政の豊かさを示すとされる財政

力指数については、令和３年度決算で0.52と、

県内では６番目と上位に位置しているようです。

山形市、天童市、東根市、米沢市、寒河江市、

新庄市の順となっているようです。これはどの

ように捉えればよろしいでしょうか。 

小関 孝財政課長 議長、小関 孝。 

佐藤卓也議長 財政課長小関 孝さん。 

小関 孝財政課長 財政力指数についての御質問

でございます。財政力指数は、各地方公共団体

の財政力を示す指標でございます。地方財政法
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の規定により算出しました、基準財政収入額の

基準財政需要額に占める割合の３か年の平均と

いうことでございます。通常、この数値が１を

超える団体は、普通交付税の不交付団体となり

ます。財政的にかなり余裕がある財政状況とい

うことが言えるかと思っております。 

  議員御質問の令和３年度の0.52は、13市の平

均が0.59、全国の市町村平均0.50でした。これ

によりまして、財政力指数では、新庄市の場合

標準的な状態にあるというふうに考えておりま

す。御参考までに、令和４年度も同じような状

況でございました。 

  以上です。 

２ 番（亀井博人議員） 議長、亀井博人。 

佐藤卓也議長 亀井博人さん。 

２ 番（亀井博人議員） 次に、歳出の中で、高

齢化の影響で増加傾向とされる扶助費について

です。令和５年度が40.2億円、令和６年度が

37.8億円、令和10年度38.3億円と、あまり増加

はしていないようですけれども、その理由はど

のようなものでしょうか。 

小関 孝財政課長 議長、小関 孝。 

佐藤卓也議長 財政課長小関 孝さん。 

小関 孝財政課長 扶助費についてお答え申し上

げます。 

  まず、令和５年度なんですけれども、国が臨

時に決定した子育て世帯臨時特別給付金や住民

税非課税世帯への臨時特別給付金、それから電

気・ガス・食料品高騰対策緊急支援給付金など、

大きな額が計上されてございます。令和６年度

以降は、この辺の経費が、給付金等がまだ分か

らないので計上してございません。そのために

額に差が出ているということでございます。 

  令和６年度以降は、令和５年度の決算見込み

をベースに試算しまして、その中でも介護関連

事業、子ども・子育て支援事業、民間立保育所

の施設型給付費、生活保護事業、障害者自立支

援事業などの事業が増加傾向で進むものと見込

んではございます。 

  以上です。 

２ 番（亀井博人議員） 議長、亀井博人。 

佐藤卓也議長 亀井博人さん。 

２ 番（亀井博人議員） 次に、投資的経費のう

ち、道路橋梁費関係の見込額はどれぐらいでし

ょうか。 

小関 孝財政課長 議長、小関 孝。 

佐藤卓也議長 財政課長小関 孝さん。 

小関 孝財政課長 投資的経費のうち、道路橋梁

費の、どのぐらい見込んでいるかということで

ございました。中期財政計画は、これから向こ

う５年の計画なので、道路橋梁費整備の見込み

には複数年に及ぶものもございますし、整備を

予定している各年度ごとに増えたり減ったりし

ているのが実態でございます。道路橋梁の長寿

命化事業、これにより、令和６年度と令和７年

度が最も大きな額になると見込んでおりますが、

その投資的経費の総額のうち、総額３割弱とい

うことで見込んでございます。 

  以上です。 

２ 番（亀井博人議員） 議長、亀井博人。 

佐藤卓也議長 亀井博人さん。 

２ 番（亀井博人議員） 毎年道路の修繕、改良

を望む声がかなりありますので、よろしくお願

いしたいと思います。 

  次に、歳入での増加を大きく見込めるふるさ

と納税についてお伺いします。 

  現在の現行の制度がこのまま続くものとして

活用を考えているということになっております

が、今年10月からの必要経費の厳格化等により、

実際の収入は何％から何％ぐらいになったかと

いうことと、具体的に例えば10億円の寄附があ

った場合、市で使える金額は何億円ぐらいにな

りますか。 

川又秀昭総合政策課長 議長、川又秀昭。 

佐藤卓也議長 総合政策課長川又秀昭さん。 

川又秀昭総合政策課長 ふるさと納税の御質問で
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すので、私のほうからお答えしたいと思います

けれども、ただいま議員のほうから御質問あっ

た部分について、中期財政計画におきましては、

今議員がおっしゃった部分の10月から制度改正

されているというふうなところで、経費を５割

以内に抑えなければいけないというふうな決ま

りになったものですから、財政のほうで計画し

ております中期財政計画におきましては、10億

円入るとすれば、半分の５億円は実収入として

見込むと、残りの50％については、返礼品であ

りますとか手続に係る経費として要する経費と

いうふうなことで試算しておりまして、実際中

期財政計画のほうでは、９億円として寄附金額

を見込んでおりまして、今申し上げましたとお

り、その半分の４億5,000万円が実収入額とい

うふうな形でなっているところを見込んでいる

ところです。 

  今後も、様々な動向を見据えた形で、ふるさ

と納税の予算についてはまた別途、その年ごと

に検討していきたいというふうに考えておりま

す。 

  以上でございます。 

２ 番（亀井博人議員） 議長、亀井博人。 

佐藤卓也議長 亀井博人さん。 

２ 番（亀井博人議員） 高いと言われておりま

す仲介サイトへの委託料と必要経費の軽減の見

込みがありますか。また、仲介サイトに対して、

組織立って引下げ等の要望等は出されたことが

ありますか、お尋ねします。 

川又秀昭総合政策課長 議長、川又秀昭。 

佐藤卓也議長 総合政策課長川又秀昭さん。 

川又秀昭総合政策課長 ただいまの御質問につき

ましては、ふるさと納税の返礼品の手続等に関

する業務の委託料でありますとか、様々な経費

の部分になりますけれども、今現在10月１日か

らというふうなことで、各全国的には寄附額を

値上げして対応しているというふうな自治体が

一部あるわけですけれども、新庄市におきまし

ては値上げをしないで、その係る経費を幾らか

でも圧縮できないかというふうなところで、10

月以降、今年度については対応していきたいと

いうふうなことで取組を進めているところです。 

  その中で、組織立って要望といいますか、経

費圧縮の部分については組織立ってという考え

方ではありませんけれども、ふるさと納税の担

当者のほうから、各業務委託を行っている事業

者のほうに、経費、今までの、例えば寄附額の

８％とか７％とか、それぞれ事業者ごとに取ら

れている、取られているというとちょっとあれ

ですけれども、要している経費があるわけです

けれども、それを何％かでも安くできないかと

いうふうな交渉はしておりますけれども、今年

度に限りましては、もう既に契約済みの中での

年度途中からの総務省の制度改正というふうな

ところがあって、なかなか厳しいというふうに

感じておりますが、来年度以降については、返

礼品の若干の値上げと、委託料的なところにつ

いても取扱事業者にお願いして、パーセンテー

ジのほうを少し引いてもらうようなところで取

り組んでいこうというふうにしているところで

ございます。よろしくお願いいたします。 

２ 番（亀井博人議員） 議長、亀井博人。 

佐藤卓也議長 亀井博人さん。 

２ 番（亀井博人議員） 次に、基金の中で庁舎

建設基金の積立額についてお尋ねします。 

  現在、毎年１億円の積立てを開始したようで

すけれども、今後も同額を積み立てる計画にな

っているようですが、やはり早めに市役所を建

てたほうがいいのではないかと私は思っており

ます。やっぱり、昨年庁舎を移転新築した長井

市、知り合いの職員によりますと、職場が６か

所に分散していたということがあって、それが

ほぼ１か所にまとまって、職場環境も快適にな

り、かなり格段に効率が上がったというような

話を聞いております。また、市役所を改築する

ためには、自主財源がどれぐらい必要なのかと
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いうことと、何年頃の完成を目指しているかお

伺いしたいと思います。 

小関 孝財政課長 議長、小関 孝。 

佐藤卓也議長 財政課長小関 孝さん。 

小関 孝財政課長 それでは、市庁舎建設基金に

関連することにつきましてお答えさせていただ

きます。 

  まずは、令和４年２月の全員協議会でお示し

させていただいた内容になりますけれども、新

しい市庁舎の更新費用、議員おっしゃいました

とおり、50億円を一つの目安としてございます。

その財源につきましては、75％が起債で、残り

の25％が一般財源というふうに考えてございま

す。ただ、これが交付税ですとか補助金は見込

めないために、基金を積み立てて賄っていくと

いいますか、財源の確保につなげることで考え

てございます。 

  今、令和４年度から毎年１億円ずつ積み立て

ておりますが、こうしたことで庁舎の建設を目

指していきたいと思い、考えておりますけれど

も、令和17年の建設予定ということで今現在進

めようとしているところでございます。 

  以上です。 

２ 番（亀井博人議員） 議長、亀井博人。 

佐藤卓也議長 亀井博人さん。 

２ 番（亀井博人議員） 新庄市の人口の話にな

ります。平成20年に３万人台になりました。今

後数年後には２万人台になるかもしれません。

また、平成10年４万2,000人台だった人口は、

令和５年10月、今年ですけれども、３万2,000

人台となり、約１万人減少したという厳しい現

実もあります。 

  様々な財政指標がありますが、私がいろいろ

考えている中で、結局は人口がいないと財政力

の源というか源泉にはならないという個人的な

結論に達したところでした。やはり、人口を増

やす、減少させないということが重要だと思い

ます。こういった認識についていかがお考えで

しょうか。 

川又秀昭総合政策課長 議長、川又秀昭。 

佐藤卓也議長 総合政策課長川又秀昭さん。 

川又秀昭総合政策課長 今、亀井議員からの人口

減少対策に対する考え方というふうなところで

御質問がありましたけれども、確かに今現在、

10月現在で３万3,000人を割り込んでいるとい

うふうな、今おっしゃったとおり３万2,000人

台に人口減少のほう突入しているというふうな

ところで、私のほうも極めて深刻な問題だとい

うふうに捉えております。 

  今後どうしていくかというふうなところにな

りますけれども、先ほど市長が答弁の中でも申

し上げましたけれども、今現在、今後将来20年

後母親世代となる、例えばゼロ歳から15歳の今

の子供の数というものが、もう既に昔から比べ

ると相当少ない状態になっておりますので、出

生率を増やす取組を行うことに努めていったと

しても、その母親となる世代がもう既に今現在

少ないというふうな状況になりますので、今議

員がおっしゃったような人口を増やすというふ

うなところは、中長期的な計画から見ても相当

厳しいというふうに捉えております。 

  全国的にも様々議論がされている中で、どう

やっていったらいいかというふうな部分につき

ましては、やはりその人口減少していく中で、

税収が減っていく中で、どのように戦略的に縮

小して、その人口規模に合った行財政運営をし

ていくかというふうなところが非常に大事にな

ってくるというふうなところを感じております

ので、そういった部分におきましては、議員の

皆様方にも御協力をお願いしたいというふうに

思っております。 

  以上でございます。 

２ 番（亀井博人議員） 議長、亀井博人。 

佐藤卓也議長 亀井博人さん。 

２ 番（亀井博人議員） 次に、２番の事務事業

についてお願いします。 
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  事務事業評価、こちらホームページにも載っ

ておりますけれども、１件１件見ますと、必要

性をやっぱり感じられるところではありますが、

この３年間もしくは５年の間で、全体の評価事

業数と新規事業中止または休止などの件数と事

業名、お願いしたいと思います。 

川又秀昭総合政策課長 議長、川又秀昭。 

佐藤卓也議長 総合政策課長川又秀昭さん。 

川又秀昭総合政策課長 それでは、事務事業評価、

行政評価についての御質問ですけれども、行政

評価につきましては、市が行う様々な事務事業

について、当初期待したとおりの成果が上がっ

ているのかどうかという視点から、各担当課に

おいて客観的に評価や分析を行うものというこ

とで、新庄市においては平成15年から行政評価

に取り組んでおります。しかしながら、なかな

か成果が、議員おっしゃるとおり上がっていな

いというふうなところになっております。 

  第５次新庄市総合計画、令和３年度策定して

以降、この事務事業評価のほう見直しを行って

おりまして、新たに、先ほど市長申し上げまし

たけれども、中間評価を行う中で、翌年度やる

必要があるのか、拡充する必要があるのか、ま

たは効果がないので休止・廃止する必要がある

のかというふうなところを検討しているところ

です。 

  令和３年度の評価におきましては、その中間

評価、令和３年度に、その今やっている令和３

年度進行中の事業を評価したわけですけれども、

評価事業数としては311事業で、翌年度に向け

て休廃止したのは１つであります。内容といた

しましては、ホストタウン推進事業ということ

で、積極的に休止したというよりも、オリンピ

ックが終わったことに伴いまして終了したとい

ってもいいような形になっていますので、積極

的な事務事業を廃止して財源を出していくとい

ったようなものにはなっていないというふうに

評価しております。 

  令和４年度、昨年度につきましては321事業

を評価いたしまして、休廃止が２事業になって

います。２事業につきましては、結婚活動支援

事業、私どもの総合政策課で担当している部分

ですけれども、単独の相談会の事業については、

なかなか人が集まらないということで廃止して

おります。また、若者世帯住宅への助成事業に

つきましても、廃止はしておりますけれども、

こちらのほう財源を三世代同居の住宅取得事業

と、県外からの移住世帯の住宅改修の助成事業

に財源を振り替えておりますので、実質的な財

源を生み出すようなスクラップにはなっていな

いというふうなところになっております。 

  以上でございます。 

２ 番（亀井博人議員） 議長、亀井博人。 

佐藤卓也議長 亀井博人さん。 

２ 番（亀井博人議員） 次に、職員採用関係に

ついてお尋ねします。 

  職員採用は、最も重要な業務であると私は思

っております。現在の職員数についてお尋ねし

ます。正職員のうち、行政職、技師職、保育士

職はそれぞれ何名で、合計何名になりますか。 

西田裕子総務課長 議長、西田裕子。 

佐藤卓也議長 総務課長西田裕子さん。 

西田裕子総務課長 職員数についての御質問でご

ざいます。令和５年４月１日現在での職員数に

なりますが、正職員数ということですので、定

数上の職員数は272名ですが、このうちフルタ

イムの再任用職員数の６名を差し引いた266名

のうち、行政職は202名、技師職は24名、保育

士は19名となっております。 

  以上です。 

２ 番（亀井博人議員） 議長、亀井博人。 

佐藤卓也議長 亀井博人さん。 

２ 番（亀井博人議員） これまでの採用職員数

を、平成10年からちょっと調べてみますと、平

成10年代、平成10年から19年の10年間で18人と

すごく少なかったということがあります。平成
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20年代、こちらは90人、平成30年から令和６年、

来年の予定分の７年間では59名という状況にな

っているようです。この３年間で見ると、令和

４年度９名、令和５年度14名、令和６年度予定

４名となっておりますが、令和５年度採用が多

かった理由についてお尋ねします。 

西田裕子総務課長 議長、西田裕子。 

佐藤卓也議長 総務課長西田裕子さん。 

西田裕子総務課長 令和５年度の採用人数が14名

である理由ということでございますが、この年

度まで、採用については前年度の退職者数に合

わせた形での採用というふうなことを考えての

採用でございました。その令和５年度の前年度、

つまり令和４年度末の退職者数が17名であった

ために、14名を採用したというところでござい

ます。 

  なお、さらにフルタイム再任用職員が新たに

２名加わりましたので、退職者17名に対して、

定員管理上では16名を新たに採用というような

ことになったというふうなことになります。 

  以上です。 

２ 番（亀井博人議員） 議長、亀井博人。 

佐藤卓也議長 亀井博人さん。 

２ 番（亀井博人議員） 技師が全体で現在24名

ということで、大体40年間勤務するとすると、

その採用の仕方もすごくバランスを考えると難

しいかと思うんですけれども、平成10年代の採

用が１名しかいなかったということが、現在の

新庄市の技術系職場に、その年代バランスがよ

くなかったりとか、そのために業務がなかなか

回らない、回っていないのではないかという声

も聞かれたりします。こちらはどのように認識

されておりますでしょうか。 

西田裕子総務課長 議長、西田裕子。 

佐藤卓也議長 総務課長西田裕子さん。 

西田裕子総務課長 技師職の採用についてという

ことでございますが、これまでも技師職の人数

の適正な配置ということについては検討してい

たところでございました。そういった年代的な

バランスについても課題となっておりまして、

上級建築、それから社会人経験枠の募集も過去

には行ってきたところでございます。最近では、

令和４年度に社会人経験１名、それから上級土

木１名を採用しているところでございます。た

だ、今年度それから昨年度におきましても、追

加募集等を行っておりましたが、応募自体がな

いというような状況もございます。関係課のほ

うにヒアリングを行いまして、優秀な初級の建

築、あるいは初級土木というような人材を採用

することで育成していくということも考えられ

るというところでございますので、初級の方の

職員の採用を行ったという経緯もございます。 

  以上です。 

２ 番（亀井博人議員） 議長、亀井博人。 

佐藤卓也議長 亀井博人さん。 

２ 番（亀井博人議員） 平成10年以降の27年間

で、採用が167名という数字になっているかと

思います。１年平均当たり6.2人ということで、

今後５年間の採用計画等ありましたらお願いし

たいと思います。 

西田裕子総務課長 議長、西田裕子。 

佐藤卓也議長 総務課長西田裕子さん。 

西田裕子総務課長 今後５年間の採用計画という

ことでございますが、現在定員管理計画が、令

和３年度から令和７年度までという計画となっ

ているところです。昨年度、定年引上げ制度に

伴いまして、令和６年度と令和７年度について

の定員管理計画を見直したところではございま

す。今後、引き続き令和８年度からの定員管理

計画を作成するということになってまいります

けれども、採用人数につきましては、退職者が

いない年もあるというようなことになりますの

で、定年引上げ制度が完了する令和14年度まで

の間の退職者数を平準化させました六、七名と

いったところの採用をにらんではいるところで

ございます。 
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  以上です。 

２ 番（亀井博人議員） 議長、亀井博人。 

佐藤卓也議長 亀井博人さん。 

２ 番（亀井博人議員） 最後になりますけれど

も、財政が厳しいとは言いましても、新しい市

長になりまして、市民も職員も夢と希望が持て

る地域づくり、対外的にも誇れるまちづくりが

進められることを期待し、質問を終わりたいと

思います。ありがとうございました。 

佐藤卓也議長 ただいまから10分間休憩します。 

 

     午前１１時２１分 休憩 

     午前１１時３１分 開議 

 

佐藤卓也議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

坂本健太郎議員の質問 

 

 

佐藤卓也議長 次に、坂本健太郎さん。 

   （５番坂本健太郎議員登壇） 

５ 番（坂本健太郎議員） おはようございます。 

  議席番号５番、共に創る市民の会の坂本健太

郎です。本日、２番目として一般質問を行いま

す。 

  通告に従って、３点伺います。 

  初めに、害獣対策について。 

  熊の出没は、餌となるドングリの木の実の不

作が影響しており、周期的に被害が増える傾向

にあります。今年は、全国各地で熊による人的

被害が報告され、国が統計を取り始めて以降、

最も多かった３年前の158人を上回る被害が出

ております。環境省によります統計によります

と、令和５年10月末現在、全国では164件、180

人の方が被害に遭っております。うち５名が命

を落としております。山形県では５件、５人が

被害に遭っております。 

  捕獲の統計によりますと、令和５年９月末現

在、全国では4,305頭、山形県では327頭が捕獲

されております。新庄市でも、熊の目撃が相次

ぎ、先日は保育園の園庭で目撃されるなど市街

地にも出没し、住民は驚くとともに不安に駆ら

れておりました。幸い捕獲されたものの、郊外

では養蜂箱や柿の木を襲われたものの、いまだ

に捕獲されていない熊もいると聞いております。 

  害獣駆除として、警察や自治体以外にも、猟

友会、消防団の力を借りて対応していますが、

新庄市としてどのような対応をしているのか。

山科春美議員と重複する部分もありますが、次

の点についてお聞きいたします。 

  熊の目撃等から駆除までの組織的な流れにつ

いて。２番目、害獣駆除等に係るハンターへの

手当や、危険な作業での保険等の対応について。

３番目、害獣駆除に係る人材の確保についてで

あります。 

  続きまして、大きな２番目としまして、中小

企業、零細企業等における人材の採用・育成・

定着等についてであります。 

  市内の大多数を占める中小零細企業では、人

材の採用、育成、定着等に大きな課題を感じて

おります。人材不足は深刻であり、人口減少、

少子化、また進学率の高まりから、高卒の人材

の確保の難しさは過去最高とも言われておりま

す。また、運よく採用にこぎ着けたとしても、

数年で辞めるなど、人材の定着も大きな課題と

なっております。 

  これらの原因として、各企業、事業所では、

専任の人事担当者がいないため、人材の採用、

育成のための時間的な余裕やノウハウの蓄積が

できないなどの原因があると言われております。

これらを解消するため、地域の企業群が合同で、

また官民が連携して人材を確保、育成していく

取組を、地域の人事部として国でも支援をして

おります。 

  人口減少が加速する中、地元就職はもとより、
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進学した子供たちが、働く場所があるからこそ

戻ってくる流れは必要です。ＵＩターンを含め、

人材確保は最重要ではないでしょうか。人材の

確保、育成に関する現在の市の取組と地域の人

事部に対する市の考えを伺います。 

  最後に、３つ目です。若者が変えていく新庄

市について。 

  先日、新庄教育の日、コスモスデーに参加い

たしました。中学校ですけれども、各校が実施

するふるさと教育に感動したところです。学び

の創意工夫がなされ、学びの深さとふるさとを

思う気持ちが確実に醸成されていると感じまし

た。 

  発表の中の一つ、生徒自ら新庄市を変えてい

く施策やアイデアを出し、予算も含めて実行ま

で行いたいという提案がありました。自分は社

会を変えられるという成功体験につながり、そ

の後の社会参画、政治参画にもつながると期待

できます。発表した生徒も、いずれは市議会議

員を輩出する装置になると語っており、とても

頼もしく思った次第です。生徒のアイデアを実

現することは、郷土愛を醸成する上で非常に重

要と思われます。このような提案を生かすこと

について、市の考えを伺います。 

山科朝則市長 議長、山科朝則。 

佐藤卓也議長 市長山科朝則さん。 

   （山科朝則市長登壇） 

山科朝則市長 それでは、坂本市議の御質問にお

答えをいたします。 

  初めに、熊が出没した際の駆除までの流れに

ついての御質問でありますが、熊が出没した際

は、関係機関が連携し、迅速かつ安全に対応す

ることとしており、出没した場所や被害の有無

により、注意喚起や情報提供の実施、出没地域

周辺の警戒パトロール、さらには必要に応じて

追い払いや捕獲の実施などの流れとなっており

ます。 

  次に、鳥獣被害に係る駆除対応への手当や保

険についての御質問でありますが、害獣駆除に

おきましては、猟友会の方々に新庄市鳥獣被害

対策実施隊として対応いただいており、活動に

際しては出動に応じた日当、燃料費などを支給

しております。また、実施隊員は非常勤の公務

員となることから、公務災害補償が適用される

ものであります。 

  次に、害獣駆除に係る人材の確保についてで

ありますが、猟友会の方々は有害鳥獣駆除の専

門的な技術を持っており、長年の経験から得た

地域の地形や特性、熊の行動パターン等に関す

る知識もあり、地域の安全のため御尽力いただ

いているところでありますが、会員の高齢化や

若手への技術者の継承に課題があると認識して

おります。市といたしましても、新たな担い手

の確保、育成は重要な課題と捉えておりますの

で、引き続き新規狩猟免許取得費用や猟友会の

経費等への助成の充実を図ってまいります。 

  次に、中小企業等における人材の採用・育成

についての御質問にお答えをいたします。 

  人口減少が加速していく中で、市内の各事業

所においても人手不足は深刻な課題と認識して

おります。人材育成や確保については、新庄商

工会議所をはじめ企業協議会や教育機関などの

関係機関で構成する人財育成推進・確保対策協

議会において、就職面談会や階層別の研修会な

どの事業を実施して対応しております。 

  また、地域の人事部につきましては、議員御

発言のとおり、民間事業者等が主体となり、行

政や会議所等の関係機関が連携支援する仕組み

となっているものであります。この事業におき

ましては、市内企業の主体的な取組が重要であ

りますので、その動向を注視しながら、関係機

関と連携した効果的な取組について研究してま

いりたいと考えております。 

  以上、壇上からの答弁とさせていただきます

が、若者が変えていく新庄市につきましては教

育長より答弁させますので、お願いいたします。 
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高野 博教育長 議長、高野 博。 

佐藤卓也議長 教育長高野 博さん。 

高野 博教育長 それでは、ふるさと学習の一環

として、市への提案を生かすことについての御

質問にお答えします。 

  市内の小中、義務教育学校では、新庄に誇り

を持つ児童生徒の育成のために、主に総合的な

学習の時間を使って、教科横断的にふるさと学

習を行っております。その学習の成果の一つと

して、教育の日記念行事のふるさと学習発表会

の中で、自分たちが探究したことをまとめて発

表したり、市へ提言を行ったりしております。

今年度のふるさと学習発表会では、各校の発表

や提言の内容について、関係課より、実現の可

能性やさらに学んでほしいところなどを評価し

て伝えてもらいました。そうすることで、児童

生徒の今後のさらなる探究につながると考えて

おります。 

  例えば、明倫学園の提言で、中高生による委

員会を組織し、市政に意見や企画の提案をする

というものがございました。これに対しまして

は、組織化することが目的にならないようにす

るために、まずは明倫学園以外の市内中学校、

義務教育学校とも協議しながら、考え方の輪を

広げていくことが必要だと考えております。そ

のためには、市から一方的に、各関係機関に依

頼するのではなく、明倫学園の生徒自身が、ほ

かの市内中学校、義務教育学校に説明したりし

ながら、新庄市の中学生からの声となるように

していくことが大切だと考えております。市と

しては、今回の提言を受けて、どのような形で

若者の声を生かしていくことができるか、各課

と協議しながら、意見交流の場の設定等の検討

を行ってまいります。 

  ふるさと学習を通じて、新庄を本気で探究し

た経験は、新庄市に将来の自分の居場所を見つ

けることであり、自分がふるさとに必要とされ

ているという自己有用感を醸成するものでござ

います。今後も、市や地域、関係団体と連携を

図り、児童生徒のふるさと学習がより充実した

ものになるように努めてまいります。 

  以上であります。 

５ 番（坂本健太郎議員） 議長、坂本健太郎。 

佐藤卓也議長 坂本健太郎さん。 

５ 番（坂本健太郎議員） 再質問させていただ

きたいと思います。 

  最初に、害獣対策についてからお願いいたし

ます。 

  熊の被害を受けてから、現場検証を行い、お

りなどのわなの設置、また捕獲された熊の処分

については行政の許可が必要になるということ

でありますけれども、その際、休日または夜間、

市役所が閉庁しているとき、どのような対応に

なりますでしょうか。 

岸 聡環境課長 議長、岸 聡。 

佐藤卓也議長 環境課長岸 聡さん。 

岸 聡環境課長 ただいまの御質問にお答えした

いと思います。 

  議員おっしゃるとおり、捕獲許可につきまし

ては、当課環境課におきまして許可のほうを猟

友会のほうに出してございます。熊の出没等々、

これまでの事例でまずお話しさせていただきま

すと、状況にもよりますが、これまでですと山

林部分、山に近い農地等々で被害が出た場合に

発令する事例がほとんどでしたので、基本的に

はさほど緊急性はないということで、夜であり

ますとか土日の場合につきましては、猟友会と

協議の上、翌日もしくは月曜日に許可のほうを

出し、わなのほうを設置するというような流れ

になってございました。 

  しかしながら、議員からもありましたけれど

も、先日質疑がありました北町、万場町付近で

熊が出没したという事案につきましては、緊急

度が非常に高いと判断いたしましたので、あの

ときは土曜日の夕方ということで、出没情報が

寄せられたわけですけれども、もう既に暗くな
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っていたというところで、その日は行動はもう、

捜索は不可能だということになりましたので、

翌日曜日におきまして、再度猟友会と協議をし

た上で、日曜日に許可のほうを出したという経

緯がございます。なお、日曜日の対応につきま

しては、環境課のほうで許可のほうを出すとい

うことは変わりないんですが、非常に重要な案

件ということでございましたので、市長のほう

にも登庁していただき、適時判断を仰ぎながら

対応した次第でございます。よろしくお願いい

たします。 

５ 番（坂本健太郎議員） 議長、坂本健太郎。 

佐藤卓也議長 坂本健太郎さん。 

５ 番（坂本健太郎議員） 当日は、私の家の本

当にすぐ近くということもありまして、慌ただ

しい中で皆様が集まって対応していただいたと

いうことで、本当に感謝申し上げたいと思いま

す。閉庁時ということで、日曜日に対応してい

ただき、市長も登庁されたということでありま

すが、ちょっと猟友会の方ともお話ししたとき

に、その許可をされる方がいるかどうかという

ところもちょっと大きな話になりまして、日曜

日ということで、基本的には市内に課長も市長

もおられたということで、許可が出たとは思う

んですけれども、もしこれが出張中なり、ほか

のところにいて許可がすぐに出ないということ

もあると思うんですが、そのときはどのような

対応をなされるおつもりかというか、なってお

りますでしょうか。 

岸 聡環境課長 議長、岸 聡。 

佐藤卓也議長 環境課長岸 聡さん。 

岸 聡環境課長 担当者が休日にいない場合とい

う御質問でございますが、基本的には環境課に

おきましては、こちらの熊の事案を担当してい

る部署のほかにも、防災関係の部署も担当して

ございます。環境課全体で、こういった事案が

発生した場合は対応する体制を整えてございま

す。ですので、新庄市内に担当者が必ず１名以

上はいるような形で、一応シフトのほうを組ん

でございますので、担当者が不在で対応ができ

ないということにはならないようなふうに一応

考えてございます。 

  以上です。 

５ 番（坂本健太郎議員） 議長、坂本健太郎。 

佐藤卓也議長 坂本健太郎さん。 

５ 番（坂本健太郎議員） 大変心強いお言葉だ

と思います。これからも熊の被害、市内にも出

てきたということで、これからも出ないという

ことはないと思いますので、ぜひそのような対

応でお願いしたいと思います。 

  ハンターとしての登録なんですけれども、道

具の維持、あとおり、わなについても、なかな

かその持ち出しが多いということを聞いており

ます。経費の負担軽減が、人員確保の最短の方

法だと今のところは思っておりますが、どのよ

うにお考えでしょうか。 

柏倉敏彦農林課長 議長、柏倉敏彦。 

佐藤卓也議長 農林課長柏倉敏彦さん。 

柏倉敏彦農林課長 わな等の資機材の経費負担と

いうことで御質問でありますので、私のほうか

らお答えさせていただきます。 

  こちらにつきましては、協議会の予算の中で

おおよそは対応するような形になってございま

すが、これまで予算額が少なくて、大分猟友会

の隊員の皆様の自己負担が多かったのかなとい

うふうに感じているところでございます。 

  令和５年につきましては、予算額約200万円

ほどを計上いたしまして対応しておりますし、

来年度以降もこの予算額が減らないよう要求し

てまいっているというふうなことで、県からも

交付金をいただく段取りにしておりますので、

よろしくお願いしたいというふうに思います。 

５ 番（坂本健太郎議員） 議長、坂本健太郎。 

佐藤卓也議長 坂本健太郎さん。 

５ 番（坂本健太郎議員） そのようなお言葉を

聞けて、猟友会の皆さんも安心してハンターの
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業務ができると思います。 

  ただいま協議会というお言葉がありましたけ

れども、協議会について御質問いたします。新

庄市鳥獣被害防止対策協議会というものの名前

が、その協議会ということで、今課長がおっし

ゃったと思うんですけれども、平成28年に設置

されていると思いますが、その会議の目的と運

用について、どのようなものか伺います。 

柏倉敏彦農林課長 議長、柏倉敏彦。 

佐藤卓也議長 農林課長柏倉敏彦さん。 

柏倉敏彦農林課長 協議会の目的ということであ

りますけれども、こちらにつきましては、野生

鳥獣によります農林水産物に対する被害状況の

把握、それから被害対策を効果的に行うことで、

農林水産業の発展、それから地域住民の生活環

境の改善を図ることとしております。こちらに

つきましては、上位法の設置によりまして、市

でも設置したということでございますので、よ

ろしくお願いしたいと思います。 

５ 番（坂本健太郎議員） 議長、坂本健太郎。 

佐藤卓也議長 坂本健太郎さん。 

５ 番（坂本健太郎議員） 上位の法律ができて

からの協議会の設置ということで、分かりまし

た。 

  この平成28年度に協議会が設置されてから、

それ以降の運用といいますか、協議会どのよう

に開催されていたでしょうか。 

柏倉敏彦農林課長 議長、柏倉敏彦。 

佐藤卓也議長 農林課長柏倉敏彦さん。 

柏倉敏彦農林課長 会議の開催ということでの御

質問をいただきました。実際的には、そのコロ

ナ禍の状況で、なかなか会議が開けないという

状況もございましたので、現在コロナ禍ではな

いということもございますので、年度末あるい

は来年度早々にはこういう協議会を開きながら、

状況の報告、それから共有を図っていかないと

いけないなというふうに感じておりますので、

そのようにしてまいりたいというふうに思いま

す。 

５ 番（坂本健太郎議員） 議長、坂本健太郎。 

佐藤卓也議長 坂本健太郎さん。 

５ 番（坂本健太郎議員） 猟友会の皆様とお話

しする機会があったんですけれども、先ほどの

その資機材等のかさ上げなり、あとは負担を減

少するための市の対応ということが、なかなか

ちょっと伝わっていない部分もありまして、こ

のように一般質問させていただいて、ようやく

負担軽減の考えが市でもあるということを把握

できるんですけれども、猟友会の皆さんが、今

いろいろ不安に思っているのは、そういう協議

の場とか、あとはお話しする機会がなかなかな

く、先ほどの保険の対応も、準公務員の扱いで

ということで、消防と同じような多分形になっ

ていると思うんですけれども、その辺の理解も

ちょっとないといいますか、説明、話す機会が

ないので、自分たちが保険にどういうふうに入

っているのかという不安がございました。その

協議会以外に、環境課なりでも、猟友会の方々

と話す機会というのはあるものでしょうか。 

岸 聡環境課長 議長、岸 聡。 

佐藤卓也議長 環境課長岸 聡さん。 

岸 聡環境課長 猟友会の皆さんとの話す機会と

いうことでございますけれども、すみません、

私の把握している範囲内では、今のところ定期

的な場というものは設けていないように思いま

す。その都度、その都度、事案が発生した際、

会長等とお話しさせていただいているというの

が現状であると思います。 

  以上です。 

柏倉敏彦農林課長 議長、柏倉敏彦。 

佐藤卓也議長 農林課長柏倉敏彦さん。 

柏倉敏彦農林課長 実施隊を統括している農林課

としては、その経費のお支払いの際に、その都

度事務方の方と、それから隊員の方にお会いす

る機会がございますので、その際に若干のコミ

ュニケーションを取るというようなことはござ
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いますが、会議そのものを開催してというのが

なかなかできていないものですから、その辺の

改善を図ってまいりたいというふうに考えてお

ります。 

  以上です。 

５ 番（坂本健太郎議員） 議長、坂本健太郎。 

佐藤卓也議長 坂本健太郎さん。 

５ 番（坂本健太郎議員） なかなか御高齢な方

もやっぱり多いので、市からの、何ていいまし

ょうか、文章とか、あとは、こういうことで資

機材の補助が上がりましたとか、やっぱり一つ

一つ確認していただいたほうが安心感が、猟友

会の方々もあると思いますので、ぜひその機会

を設けてお話ししていただければありがたいと

思っております。 

  人材の確保ということで、その費用の負担と

いうところもありますけれども、費用負担でな

くて側面支援という部分で、酒田市のほうで一

つ事例がありました。11月８日の山形新聞に載

っていたものなんですけれども、監視用のカメ

ラを、新庄市でも購入して、熊がいるようなと

ころ、出たというようなところに設置をして、

動いたときに反応してシャッターが切れると、

録画されるというカメラなんですけれども、酒

田市の事例では、それが赤外線でオンになった

後にメールで通知が来るという、ＩＣＴを使っ

た技術で側面支援をしているという記事がござ

いました。やはり、その場に行って、週に何回

か、出たと言ったらすぐ行くんですけれども、

そのカメラ設置後は、そのカメラの内容を確認

しないといけないということで、なかなか手間

があるということでしたので、その辺の支援は

いかがでしょうか。 

柏倉敏彦農林課長 議長、柏倉敏彦。 

佐藤卓也議長 農林課長柏倉敏彦さん。 

柏倉敏彦農林課長 そちらの資機材につきまして

も、協議会の予算の中から、そのカメラの設置

費用を捻出しております。今回、11月末までの

実施隊の活動記録を確認させていただきました

が、そちらにもそのカメラで、鳥獣被害のイノ

シシであるとかが写っている写真もございます

ので、そちらについても、その協議会の予算の

中で購入できるということでありますので、そ

の辺についても周知徹底を図ってまいりたいと

いうふうに思います。よろしくお願いします。 

５ 番（坂本健太郎議員） 議長、坂本健太郎。 

佐藤卓也議長 坂本健太郎さん。 

５ 番（坂本健太郎議員） 今の言葉を聞いて、

猟友会の皆様、聞いていればかなり安心して、

負担が軽減になると思っております。ありがと

うございます。 

  次に、ハンターの育成、猟友会への入会とい

うことがなかなか難しいということを聞いてお

ります。現在の猟友会の人数、平均年齢、分か

れば教えてください。 

岸 聡環境課長 議長、岸 聡。 

佐藤卓也議長 環境課長岸 聡さん。 

岸 聡環境課長 猟友会の人数でございますが、

今年度42名の方、登録してございます。年齢構

成につきましては、40代から80代までの方がい

らっしゃいまして、平均しますと大体60半ば前

後ということでございました。 

  以上です。 

５ 番（坂本健太郎議員） 議長、坂本健太郎。 

佐藤卓也議長 坂本健太郎さん。 

５ 番（坂本健太郎議員） 猟友会に入ってくれ

と言っても、なかなかそのハードルがやっぱり

高いということで、基本的にはその銃の保持、

そこから始まって、熊など獣害の研修なども受

けながらの猟友会だと思っておりますので、な

かなかその人員を確保というのは難しいと考え

ております。 

  その中で、ほかの県ですけれども、自分の畑

は自分たちで守ろうという言葉を合い言葉に、

集落単位で研修を行って、草の根的に理解者を

増やしていくというふうなことから、銃の許可
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とかハンターになる方法とかの研修を行って、

増やしていっているようなところもございます。 

  一年一年、年を取っておりまして、いつ動け

なくなってもおかしくないという猟友会の方も

おりました。特に、平日に通報なり出動要請が

来たときに、すぐ動けるというのがなかなかい

ないと。さっき60代半ばと言っておりましたが、

現役ということもあって、なかなか動けないと

いうのが本音でございました。毎年１人の加入

ということまでは難しいかもしれないんですけ

れども、具体的なその目標とか、次の一手、ど

のように考えておりますでしょうか。 

岸 聡環境課長 議長、岸 聡。 

佐藤卓也議長 環境課長岸 聡さん。 

岸 聡環境課長 猟友会のハンターの確保という

ことでございますけれども、正直今のところ手

だてというのは、なかなか見つけられていない

というのが現状でございます。今現在、市のほ

うで行っております免許取得費用の補助ですと

か、そういった部分は引き続き続けていくとと

もに、猟友会のほうと協議させていただいて、

今後どういうふうにしていったらいいかという

のを考えていきたいと考えております。 

  以上です。 

５ 番（坂本健太郎議員） 議長、坂本健太郎。 

佐藤卓也議長 坂本健太郎さん。 

５ 番（坂本健太郎議員） ぜひ、話合いの中か

ら最良の施策がいろいろ生まれてくると思いま

すので、よろしくお願いしたいと思います。 

  消防団についてちょっとお伺いします。今回

の熊の市街地での出没ということで、広報活動、

消防団もかなり回っていただいて、時間的にも

御苦労されていたと思います。消防団の出動に

ついて、どのような取決め、あとはその内容に

なっておりますでしょうか。 

岸 聡環境課長 議長、岸 聡。 

佐藤卓也議長 環境課長岸 聡さん。 

岸 聡環境課長 今回の熊の事案に対しての消防

団、第一分団でありますか、出動していただい

たところでございます。正直なところ、こうい

った基準に基づき今回出動したということでは

ございませんで、現場の判断、あと団長の判断

ということで、緊急避難的に、今回はその場に

集まっていた消防団の方々に熊の捜索に参加い

ただいたというのが実態でございます。 

  以上です。 

５ 番（坂本健太郎議員） 議長、坂本健太郎。 

佐藤卓也議長 坂本健太郎さん。 

５ 番（坂本健太郎議員） 末端の消防団という

ことで、私も末端の消防団なんですけれども、

その装備とか、その役割というところで、広報

活動というところは下りてはきているんですけ

れども、多分なかなか今回のようなことが想定

されていないと思うことで、緊急的にという話

は分かりました。ただ、これからもこういうこ

とが起こらないとも限りませんので、ぜひその

活動内容、装備、マニュアル等の整備をぜひし

ていただきたいと思うんですけれども、いかが

でしょうか。 

岸 聡環境課長 議長、岸 聡。 

佐藤卓也議長 環境課長岸 聡さん。 

岸 聡環境課長 そちらにつきましては、消防団

と協議を重ねて、装備、マニュアル等を充実さ

せていきたいと考えております。 

  以上です。 

５ 番（坂本健太郎議員） 議長、坂本健太郎。 

佐藤卓也議長 坂本健太郎さん。 

５ 番（坂本健太郎議員） 続きまして、地域の

人事部、人材の育成、確保について、２の再質

問に移らせていただきたいと思います。 

  既存事業でも様々多く取り組んでいると思い

ます。これらの取組、市単体事業ではなくて、

商工会議所、県、市町村とも連携して取り組ん

でいると思います。どのような連携をされてい

るか教えてください。 

小関紀夫商工観光課長 議長、小関紀夫。 
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佐藤卓也議長 商工観光課長小関紀夫さん。 

小関紀夫商工観光課長 人材確保の取組について

の御質問でございます。先ほどの市長答弁にも

ございましたとおり、こちらのほう人財育成推

進・確保対策協議会という組織を構成いたしま

して、各種事業に取り組んでございます。 

  具体的な内容といたしましては、企業横断的

な階層別の研修会ですとか、それから新社会人

とプレ社会人、高校生になるんですが、を対象

としたセミナー、そして市内全ての中学校、義

務教育学校での出張職業体験講座、いわゆるＳ

ｈｉｎ－ｊｏｂ、それから山形大学などでのキ

ャリアデザイン講座への参加などを行ってござ

います。 

  以上でございます。 

５ 番（坂本健太郎議員） 議長、坂本健太郎。 

佐藤卓也議長 坂本健太郎さん。 

５ 番（坂本健太郎議員） その中で、新庄市の

予算化がされて、新庄市で開催しているものは

どのようなものがございますか。 

小関紀夫商工観光課長 議長、小関紀夫。 

佐藤卓也議長 商工観光課長小関紀夫さん。 

小関紀夫商工観光課長 その中で、今説明させて

いただいた事業の中で、当然階層別研修会、そ

れからＳｈｉｎ－ｊｏｂ等々は市内のほうで行

ってございます。 

  以上でございます。 

５ 番（坂本健太郎議員） 議長、坂本健太郎。 

佐藤卓也議長 坂本健太郎さん。 

５ 番（坂本健太郎議員） 市内でという発言だ

ったんですけれども、市がということでよろし

かったでしょうか。 

小関紀夫商工観光課長 議長、小関紀夫。 

佐藤卓也議長 商工観光課長小関紀夫さん。 

小関紀夫商工観光課長 大変失礼いたしました。

市のほうは、こちらのほう全て人財育成推進・

確保対策協議会のほうの事務局として、こちら

のほうも参加させていただいてございます。 

  以上でございます。 

５ 番（坂本健太郎議員） 議長、坂本健太郎。 

佐藤卓也議長 坂本健太郎さん。 

５ 番（坂本健太郎議員） 本来であれば、企業

自らの取組として、自分たちの人材を自分たち

で確保するということが求められておりまして、

経費を払って人材の募集を行うということが本

筋だと思います。採用に関する人材も予算も情

報もない中小企業、零細企業の方々だとは思っ

ておりますけれども、そこを情報も含めて、そ

こを支援するのが行政と思いますけれども、い

かがでしょうか。 

小関紀夫商工観光課長 議長、小関紀夫。 

佐藤卓也議長 商工観光課長小関紀夫さん。 

小関紀夫商工観光課長 ただいま議員のおっしゃ

られました内容につきましては、市といたしま

してもそこの部分は重要だというふうに考えて

ございます。当然、各企業で売上げ等々、それ

から収益のために人材のほうを確保していくと

いうのが本筋ではございますが、当然市全体の

人口減少対策、それから地域の活性化という部

分につきましては、人口減少というのが大きな

課題だと考えてございますので、そこの部分に

つきましては当然、行政といたしましても支援

していくべきだろうというふうに考えてござい

ます。 

  以上でございます。 

５ 番（坂本健太郎議員） 議長、坂本健太郎。 

佐藤卓也議長 坂本健太郎さん。 

５ 番（坂本健太郎議員） 新庄市で行う部分と

各企業が行う部分、それぞれ役割分担だと思い

ますけれども、なかなかその企業側でも、どの

ようにしたらいいのか分からないというような

ところもありまして、そこから地域の人事部と

いうことで、企業群が１社ごとではなくてまと

まって、それに対して官民連携として行政が支

援をするという仕組みが地域の人事部だと思っ

ております。 
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  中小企業、零細企業の中でも、何といいまし

ょうか、自分たちのところが小さいから来てく

れないということではなくて、やはり魅力があ

って来ていただけるという企業も全国にはあり

ます。先日も、塩尻市のほうに視察に行ってき

ましたところ、そこはおけ屋というかおけを作

っているところだったんですけれども、その中

で升を作っておりまして、その升を、今までは

はかり、江戸時代ははかりから、今度はお酒を

飲む道具としての升に変わり、それを今度はイ

ンテリアとして活用するというような企業もご

ざいました。そこでは、大学生を採用して、そ

の方のデザイン力として企業が再生されたと、

新しい価値を創造したという事例もございまし

た。 

  このような、その企業は、民間企業のＮＰＯ

が人材をマッチングするなり、そのような大学

生へのアプローチをするということで、民間の

企業の力も借りながら、その企業は採用にこぎ

着けたと申しておりました。ＮＰＯなど地元に

おいて活躍できる、そのような採用をするよう

なプレーヤーを育てるということも必要だと思

いますが、どのようにお考えでしょうか。 

小関紀夫商工観光課長 議長、小関紀夫。 

佐藤卓也議長 商工観光課長小関紀夫さん。 

小関紀夫商工観光課長 議員のほうから御発言ご

ざいました地域の人事部の部分につきましては、

まず人的資本経営という考え方に基づいて、国

のほうでも支援しているというふうに認識して

ございます。今議員がおっしゃられるとおり、

民間主体の方々が、自ら主体的に人的資本経営

を推進する体制というのが重要なのかなという

ふうに考えてございます。当然、その地域の人

事部そのものを動かしていく方々、主体的な組

織の原動力として活躍いただく方々の確保と、

それから当然経費、活動の当初の部分について

は財源的な支援も必要なのかなというふうに併

せて考えてございます。ここら辺のところが、

当然議員のほうが、先進事例のほうを、先進視

察のほうを行っていただいた各自治体の部分の

ところのヒントがたくさんちりばめられている

のではないかというふうに考えてございますの

で、他の先進事例も参考にさせていただきなが

ら研究を進めてまいりたいというふうに考えて

ございます。 

  以上でございます。 

５ 番（坂本健太郎議員） 議長、坂本健太郎。 

佐藤卓也議長 坂本健太郎さん。 

５ 番（坂本健太郎議員） やっぱり、ほかの自

治体を見てみますと、どこでも同じような課題

はありまして、それに対してどのようにアプロ

ーチしていくかというのは千差万別で、そこに

対して成果が出ているというところが、先進事

例として名前が挙がってくるんだと思っていま

すので、ぜひとも研究をしていただいて、なか

なかスタートアップをするときに、その基とな

る動かすそのプレーヤーが、最初の段階ではな

かなかこの地域でも、その名前も資本もないと

いうところで始まりますので、ぜひともその辺

は市の支援ということでお願いしたいと思って

おります。 

  もう一つ、企業の支援も重要なんですけれど

も、新しく業を起こす方への支援も重要と考え

ております。最近では、スタートアップの支援

として、霞城セントラル内にジョージ山形、酒

田市ではサンロク、米沢市でも起業支援、コワ

ーキングスペースができたという話があります

けれども、新庄市ではそのような考えはどのよ

うにお考えでしょうか。 

小関紀夫商工観光課長 議長、小関紀夫。 

佐藤卓也議長 商工観光課長小関紀夫さん。 

小関紀夫商工観光課長 企業支援、創業の御質問

でございますが、こちらのほう、基本的には商

工会議所のほうが主体的な事業主体という形で、

市のほうからもそこの部分につきましては、補

助金等々財政支援をしているところでございま
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す。 

  また、先日、旧横山家具店のところで、ちょ

っとすみません、名前ちょっとすぐ出てこない

んですが、度忘れしてしまいましたが、そちら

のほうでも様々これからの創業等々の支援を行

っていくスペースを設けていただいておるとい

う形でございます。 

  以上でございます。 

５ 番（坂本健太郎議員） 議長、坂本健太郎。 

佐藤卓也議長 坂本健太郎さん。 

５ 番（坂本健太郎議員） よろず支援拠点じゃ

ないでしょうか。そうですね、そのような町な

か、町なかでなくても、若者が今の時代、ＩＴ

を活用してどこでも事業を展開できるというよ

うな中では、新庄市に来ていただいて、様々な

方との出会いから起業、創業できるような環境

整備が必要だと思っておりますので、ぜひとも

これからも継続した支援、関わりをお願いした

いと思います。 

  あとは、その民間への移行ということで、な

かなか全ての行政の事務でもあると思うんです

けれども、やはりいつまでも行政がそれに携わ

っているのかどうかというのがやっぱり問題に

なってきていると思います。民間企業が、その

業務をできるようになることが新しいなりわい

を生み出して、産業として生み出して、行政の

ほうは人的なところで負担軽減になったところ

を、新しいまた事業展開をしていくというアイ

デアも出てくると思いますので、その辺の観点

もどうぞよろしくお願いしたいと思います。 

  最後になります、３点目の学校教育でのふる

さと学習という点でございます。 

  先ほどの明倫学園ということでお名前も出ま

したけれども、あの内容自体が、全てができる

とはちょっと思っておりませんで、ああいう、

何といいましょうか、生徒たちが出してきたも

のを大人がどう捉えて、それを実現していくか

というものが一番大事かなと私は思っておりま

す。 

  県内で有名なのが、山形県の遊佐町の少年議

会、これは20年ほど続いております。こちらは

もう選挙同様の体制で、議会において自分たち

の施策を発表し、答弁をいただきながら、自分

たちの予算もそれに確保なっているということ

で、町を動かしていくという実感が得られると

考えております。身近では、金山町も模擬議会

としまして、金山校の皆さんが、バス料金の負

担が多いということもありまして、負担軽減に

つながったという事例もあります。最近だと、

南陽市のみらい会議ということで、こちらは市

の執行部、みらい市長とみらい会議ということ

で、その中での子供の市長なり議員を輩出して、

自分たちの中でまちづくりの事業を行ったとい

うのも記事にありました。自分は社会を変えら

れるということを児童生徒が思うためには、大

人が変わっていかなければならないと思います

けれども、この辺についてはどのようにお考え

でしょうか。 

高野 博教育長 議長、高野 博。 

佐藤卓也議長 教育長高野 博さん。 

高野 博教育長 今、坂本議員のほうからお話し

いただいたとおり、やっぱり子供たちがそうい

うふうに提案したことをそのままにせずに、そ

して提案できる場というのを、やっぱりこれか

らつくっていくという形で、どういう機会がい

いのか、それは明倫のああいうふうな提案もあ

って、組織立てて明倫の子供たちが中心に動き

出すことも、それも支えていかなきゃいけない

面もあると思います。 

  あと、これ先日、昨日の発言の中に子育て課

長のほうから、少年議会についても、このこと

も含めながら、どう子供たちの意見の集約、意

見を集約するか考えなきゃいけないだろうとい

うようなお話も答弁があったと思いますけれど

も、そんなことも含めて、何が子供たちの本気

度を、やる気を、そういうことを酌み取って、
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大人がやっぱり本気で関わってあげて、本気で

変えてそういうことを実現させていくことが、

大きな子供たちの成長につながっていくと思い

ますので、私自身その辺は、議員御指摘のあっ

たところを関係課とも相談しながら、できると

ころを少しずつ考えていければというふうに思

っているところです。 

  以上です。 

５ 番（坂本健太郎議員） 議長、坂本健太郎。 

佐藤卓也議長 坂本健太郎さん。 

５ 番（坂本健太郎議員） 先ほどの話だと、ち

ょっと明倫の生徒たちがどう動くかによって、

なかなか先生たちも負担が増えることもありま

すので、その辺は実現可能な中で考えていって

いただければと思います。 

  一つだけちょっと御紹介させてください。こ

れ、真室川町の観光のパンフレットなんですけ

れども、これは真室川中学校の生徒たちが発表

して、町で作ったものです。折り畳み式になっ

ておりまして、これも生徒たちの発案によるも

のです。ぜひとも、生徒の気持ち、アイデアを

市政の中にいっぱい入れるアンテナを張ってい

ただければありがたいと思っております。 

  これで質問を終わります。 

佐藤卓也議長 ただいまから１時半まで休憩いた

します。 

 

     午後０時２１分 休憩 

     午後１時３０分 開議 

 

佐藤卓也議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

髙橋富美子議員の質問 

 

 

佐藤卓也議長 次に、髙橋富美子さん。 

   （１５番髙橋富美子議員登壇） 

１５番（髙橋富美子議員） 本日３番目に質問い

たします、新政・結の会、髙橋富美子でござい

ます。 

  通告に従いまして、一般質問を行います。 

  １点目に、子宮頸がん撲滅への取組とキャッ

チアップ接種最終期限を知らせる個別通知の必

要性についてお伺いいたします。 

  2023年６月に、国立がん研究センターは、Ｈ

ＰＶ、ヒトパピローマウイルスが引き起こす子

宮頸がんの国内の現状や予防策をまとめた報告

書を公表しました。報告書では、子宮頸がんの

死亡率が減少傾向の諸外国に対し、国内では横

ばいが続いているデータが紹介されています。

1990年前後には、イギリスやオーストラリア、

アメリカより低かった日本の死亡率が、現在は

上回っていること、罹患率も増加傾向で、特に

20代から40代の若年層が増えている現状が分析

されています。一方で、先進国では、近い将来

子宮頸がん撲滅も可能だとの予測もあるようで

す。同センターの片野田耕太データサイエンス

研究部長は、子宮頸がんはワクチンと検診によ

って予防できる、積極的勧奨の中止で接種を逃

してしまった世代への対応が急務であると呼び

かけています。 

  令和４年度に、ＨＰＶワクチンの積極的勧奨

が再開され、併せて積極的勧奨差し控えの影響

を受けた世代に対してもキャッチアップ接種が

開始されました。キャッチアップ接種対象世代

には、ワクチン接種率が１％未満という学年も

あり、将来の子宮頸がん罹患を減らすためには、

この機会に接種を進める必要があると考えます。

キャッチアップ接種は、令和６年度末までの３

年間の時限措置となっており、期間内に３回接

種を完了するためには、令和６年９月末までに

は１回目の接種を開始する必要があります。そ

こで、来年度に無料で接種できる期限を迎える

キャッチアップ接種対象者の状況についてお伺

いいたします。 
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  ①令和４年度及び直近までのキャッチアップ

接種対象者数と接種率について。 

  ②キャッチアップ接種対象の少し上の世代で

ある1995年度生まれから1998年度生まれ世代の

接種率は90％以上であったことを考えると、現

在の接種率は低いと思われます。接種率の伸び

悩みは何が原因と考えられますか。 

  ③キャッチアップ接種最終年度である令和６

年度には、無料で接種できる期限を迎える高校

１年から27歳相当の未接種者全員に対し、最終

期限をお知らせする個別通知を送るべきと考え

ますが、いかがでしょうか。 

  ④積極的勧奨を再開しましたが、接種率を見

ますと、対象者には十分に伝わっていないと感

じます。最終期限をお知らせする個別通知を実

施するとともに、それ以外にも対象者の不安を

払拭する啓発をキャッチアップ期間内に集中し

て行うべきと考えます。接種率を上げるために

どのような周知、啓発を行うのでしょうか。 

  次に、子宮頸がん検診の受診率向上へ、希望

する女性に対し、子宮頸がんなどの原因である

ＨＰＶの感染状況を調べられる検査キットを無

料で配布してはどうかと思います。その点よろ

しくお願いいたします。 

  ２点目に、個別避難計画の作成についてお伺

いいたします。 

  災害対策基本法の改正により、災害時に大き

な被害を受ける障害者や高齢者など、避難行動

要支援者の個別避難計画の作成が自治体の努力

義務とされました。本市においての個別避難計

画作成の進捗状況と課題についてお伺いいたし

ます。 

  ３点目に、物価高対策についてお伺いいたし

ます。 

  物価高対策として、政府の総合経済対策に盛

り込まれた低所得者世帯への７万円給付を含め

た重点支援地方交付金が増額となりました。迅

速な支援を促すため、政府は実施主体となる自

治体に対し、年内の予算化に向けた検討を速や

かに進めていくよう通知を出したとの新聞報道

がありました。低所得者世帯への７万円を年内

に給付できるよう、迅速な対応が必要と考えま

す。また、併せて物価高対応など、地域の実情

に応じて柔軟に活用できる推奨事業メニューの

具体的な取組について、市長の御所見をお伺い

いたします。 

  以上、よろしくお願いいたします。 

山科朝則市長 議長、山科朝則。 

佐藤卓也議長 市長山科朝則さん。 

   （山科朝則市長登壇） 

山科朝則市長 それでは、髙橋市議の御質問にお

答えいたします。 

  初めに、子宮頸がんについての御質問であり

ますが、子宮頸がんワクチンのキャッチアップ

接種につきましては、国による積極的勧奨の差

し控えにより接種機会を逃した方を対象に実施

する予防接種のことでありますが、令和４年度

からの３年間を接種推進期間として無料接種で

きる施策を推進しております。 

  国からの接種率の積算方法につきまして示さ

れていないため、あくまで参考数値となります

が、本市における令和４年度のキャッチアップ

接種の対象者数は1,102人で、接種者数は72人、

接種率は6.5％でありました。今年度の対象者

数は1,161人で、９月末時点の接種者数は29人、

令和４年度接種完了者と合わせると101人とな

り、接種率は8.7％となっております。 

  次に、接種率の伸び悩みの原因についてであ

りますが、子宮頸がんに関する情報に接する機

会が少ないことや、多忙な日常生活のため接種

する機会を確保できないことなど、様々な要因

が関係していると捉えております。 

  次に、キャッチアップ接種の最終年度である

令和６年度の対応についてでありますが、対象

者全員に郵送でお知らせするとともに、市報や

ホームページ、ＬＩＮＥなどにより情報に触れ
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る機会を増やすことで、対象者の不安を解消し

て接種率の向上につながるよう周知に努めてま

いります。 

  次に、ＨＰＶ検査キットの無料配布について

の御質問にお答えいたします。 

  本市における子宮頸がん検診は、国の指針に

基づき、20歳以上の女性を対象として２年に１

回実施しております。対象者本人がＨＰＶ検査

キットを用いてセルフチェックを行うことにつ

いては、国においても受診率の向上につながる

かも含め検討している段階であることから、現

時点でＨＰＶ検査キットの無料配布を行うこと

は考えておりません。 

  今後、国の動向を注視しながら、若い世代の

子宮頸がん検診の個別受診の勧奨を強化し、検

診の重要性の周知や受診率向上に向けた取組を

推進してまいります。 

  次に、個別避難計画の作成についての御質問

にお答えいたします。 

  個別避難計画とは、高齢者や障害のある方な

ど支援を必要とする方々の避難計画を、一人一

人の状況に合わせて、いつ、どこへ、誰と一緒

に、どうやって逃げるかを具体的に計画するこ

とで災害時に備えるものであります。本市にお

いては、山形県における個別避難計画策定モデ

ル事業の連携市町村として、計画策定における

課題の整理や、実情に応じた計画作成体制の整

備に取り組んでいるところであります。 

  計画作成の進捗状況につきましては、県のア

ドバイザーの助言により、関係課との協議で具

体的な様式を定め、災害リスクの高い地域から

個別避難計画の作成を進めるよう準備を行って

いるところであります。 

  計画作成の課題につきましては、一般的に対

象者を避難させる際の協力者の確保が難しいと

言われておりますが、今後県モデル事業におけ

る企業や団体との連携も検討しながら計画の作

成を進めてまいります。 

  最後に、物価高騰対策についての御質問にお

答えいたします。 

  初めに、低所得者世帯への７万円の給付金制

度につきましては、国の重点支援地方交付金を

活用して、物価高騰等に直面する低所得世帯の

支援を主たる目的とする事業でありますが、こ

の交付金の追加について、年内の予算化に向け

た検討を速やかに進めるよう国から通知があっ

たところであります。本市におきましては、準

備が整い次第、早急に作業に着手し、年度内の

給付を行う予定としておりますので、よろしく

お願いします。 

  また、重点支援地方交付金の推奨事業メニュ

ーの具体的な取組につきましては、現在活用事

業の検討を行っているところであります。物価

高騰の影響を受けている生活者や事業者に対し

て有効な支援が実施できるよう、国・県の支援

も確認しながら迅速に対応していきたいと考え

ております。 

  以上、壇上からの答弁とさせていただきます。 

１５番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

佐藤卓也議長 髙橋富美子さん。 

１５番（髙橋富美子議員） ありがとうございま

した。 

  それでは、再質問をさせていただきます。 

  初めに、子宮頸がん撲滅への取組とキャッチ

アップ接種最終期限を知らせる個別通知の必要

性について再質問をいたします。 

  最終期限をお知らせする個別通知を実施され

るということで、大変うれしく思っております。

いつ、どのような内容で実施をされるのでしょ

うか。お願いいたします。 

佐藤朋子健康課長 議長、佐藤朋子。 

佐藤卓也議長 健康課長佐藤朋子さん。 

佐藤朋子健康課長 それでは、子宮頸がん撲滅の

ためのキャッチアップ接種対象者への令和６年

度の通知の期間、時期という御質問にお答えい

たします。 
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  今年度におきましても、対象者、また昨年度

から勧奨が再開されましたけれども、まだ未接

種であるキャッチアップ接種の対象者の方に、

今年度４月から５月にかけて個別の通知書をお

出ししております。来年度におきましても、年

度当初に速やかに御案内の通知を差し上げて、

接種していただきますよう努めてまいりたいと

考えております。 

  以上でございます。 

１５番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

佐藤卓也議長 髙橋富美子さん。 

１５番（髙橋富美子議員） 年度内に通知をされ

るということで、よろしくお願いしたいと思い

ます。 

  また、接種対象者の中には、父子家庭の方も

いらっしゃるかもしれません。特別に配慮して

いただきたいと思いますが、この点については

いかがでしょうか。 

佐藤朋子健康課長 議長、佐藤朋子。 

佐藤卓也議長 健康課長佐藤朋子さん。 

佐藤朋子健康課長 接種の御案内につきましては、

保護者の方、キャッチアップ接種対象、20歳以

上の方には御本人様宛てでお送りしております

が、議員御指摘のとおり、父子家庭の方は特に

配慮した御案内が必要かなと思っておりますの

で、父子家庭の保護者の方、お子様に接種の必

要性が十分伝わりますように、子育て推進課と

連携しながら対応してまいりたいと考えており

ます。 

  以上でございます。 

１５番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

佐藤卓也議長 髙橋富美子さん。 

１５番（髙橋富美子議員） キャッチアップ接種

対象者は、過剰な報道と、それによる政策の決

定により、接種最適年齢に接種を勧められなか

った方々です。積極的勧奨差し控えの影響を最

小限とし、将来の子宮頸がんの増加を食い止め

るためには、やはりこの１年間の取組が大変重

要だと思います。子宮頸がん患者の方からは、

自身の後悔とともに、予防できる手段があるこ

とや、正しい知識を適正年齢でしっかり知りた

かった、また知ってほしいという声が載ってお

りました。命やライフプランに大きな影響を及

ぼす疾患であり、後悔を防ぐために、何度でも

周知をする必要があると思います。また、接種

期限を過ぎ、全額自己負担となると、９価ワク

チンであると約10万円が自費となります。この

ことは、接種の可否を判断する重要な検討材料

であり、キャッチアップ期間内に本人と保護者

に確実に伝えていただきたいと思います。しっ

かりと理解と接種が進むよう要望をいたします。 

  先ほども広報、周知の方法をいただきました

けれども、再度この点についてお願いしたいと

思います。 

佐藤朋子健康課長 議長、佐藤朋子。 

佐藤卓也議長 健康課長佐藤朋子さん。 

佐藤朋子健康課長 ６年度末で終了いたします公

費接種でございますので、さらなる周知をとい

う御意見を頂戴いたしました。本市におきまし

ても、個別の通知、また広報等でお知らせして

いるところでございますが、議員御指摘のとお

り、接種率の低さから、国において今年、国民

調査と自治体調査を実施してございます。８月

に自治体説明会がございまして、本市でも参加

したところでございますが、子宮頸がんについ

ての認識は、本人の７割、保護者の方９割は認

識されておりますけれども、やはり接種に対す

る情報が不足していると回答された方がそれぞ

れ５割、また以前のような健康被害があるので

はないかという御不安が４割の方がいたという

ふうな報告でございました。御本人や保護者の

方だけではなく、広く医療機関や教育現場など、

御家庭等で話し合っていただけるような幅広い

周知をできるところは、今年度から行ってまい

りたいと考えておりますので、よろしくお願い

いたします。 
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１５番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

佐藤卓也議長 髙橋富美子さん。 

１５番（髙橋富美子議員） ありがとうございま

した。 

  先ほど、検査キットについては国の動向を見

てということで、分かりました。 

  子宮頸がんの検診の受診率向上へ向けての取

組についてお聞かせいただきたいと思います。 

佐藤朋子健康課長 議長、佐藤朋子。 

佐藤卓也議長 健康課長佐藤朋子さん。 

佐藤朋子健康課長 子宮頸がんの受診率向上に向

けた取組でございますが、本市におきましても、

令和４年度は29.4％ということで、1.5％上昇

はしておりますけれども、さらなる取組に向け

まして、働いている女性の方、特に育児中の方

もいらっしゃいますので、休日検診の御案内で

すとか、託児つきの検診ということも設けてお

りますので、昨年度以上にそうしたところの周

知に努めてまいりたいと考えております。 

  以上でございます。 

１５番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

佐藤卓也議長 髙橋富美子さん。 

１５番（髙橋富美子議員） よろしくお願いしま

す。 

  続きまして、個別避難計画の作成について再

質問いたします。 

  先ほど、県のモデル事業にもなっているとい

うことで、そちらのほうのちょっと内容をお伺

いしたいと思います。大まかで結構です。 

岸 聡環境課長 議長、岸 聡。 

佐藤卓也議長 環境課長岸 聡さん。 

岸 聡環境課長 県のモデル事業についての御質

問でございます。県のモデル事業の内容といた

しましては、県内におきます個別計画策定状況

におきまして、進捗状況の低いところを対象と

して行っている事業でございます。 

  その中におきまして、市長答弁でもございま

したけれども、今回の個別計画におきまして、

誰がどこに避難するという情報が必要になりま

す。その誰が避難を援助するかという部分につ

きまして、先進地におきましては大変選定が難

しい状況にあると、なかなか成り手がないとい

う状況があるという状況にございます。 

  そういった中で、山形県におきましては、な

かなか個人が難しいのであれば企業であればど

うだろうと。企業の社会貢献活動の一環として、

その分を引き受けていただけないかという部分

がございまして、災害協定を結んでおりますト

ヨタグループ、こちらのほうにお声がけをした

ところ、考えてみましょうという部分がござい

まして、そのモデルの内容といたしまして、新

庄市の中で１地区をピックアップいたしまして、

そのトヨタ、今年度におきましてはネッツが窓

口となっておられるようなので、ネッツに近い

地域をピックアップしてつなげられないかどう

かというものを取り組んでいきましょうという

のが、今年度の事業内容となってございます。 

  以上です。 

１５番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

佐藤卓也議長 髙橋富美子さん。 

１５番（髙橋富美子議員） やはり、一人一人の

状況に応じた避難行動の作成ということで、大

変難しい問題があるかとは思います。しかし、

やはり皆さん協力して、一番やっぱり自分の住

む近くの方に協力を得ることが大事なことだと

思っております。 

  作成については、これからということで、大

まかなその個別避難計画がいつ頃までに作成で

きるのか、お伺いしたいと思います。 

岸 聡環境課長 議長、岸 聡。 

佐藤卓也議長 環境課長岸 聡さん。 

岸 聡環境課長 いつまでにという御質問でござ

いますけれども、国のほうからは、今現在個別

避難計画の策定につきましては５か年というこ

とで、令和３年度から始まっておりまして、令

和７年度中に大体作成するようにというような
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内容になってございます。 

  本市におきまして、今現在全く作成できてい

ない状況にございます。今年度中には、まずは

特に危険度の高い、土砂災害が想定される、ハ

ザードマップ上でそういう危険度の高いところ

にお住まいになっている要支援者の方を、まず

モデル的に作成を行い、その中で問題点、課題

を洗い出しまして、来年度以降に残りの方、全

市的に計画のほうを策定してまいりたいと考え

ておりますので、基本的には令和６年、令和７

年、ぎりぎりになろうかと考えてございます。 

  以上です。 

１５番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

佐藤卓也議長 髙橋富美子さん。 

１５番（髙橋富美子議員） これからということ

で、よろしくお願いしたいと思います。 

  そして、初めての取組ということで、企業に

協力をしていただけるということで、ネッツト

ヨタの近くということであれば、多分鳥越地区

辺りになるのかなと、今思っていたところです。 

  内閣府の防災情報のページに、別府市の取組

が紹介をされておりました。避難行動要支援者

の命を救うためには、平時から個別避難計画作

成を軸にしながら地域で支え合う仕組みをつく

っていくことが重要であるとありました。前回

の一般質問では、民生委員の話もさせていただ

きましたけれども、いろんな方を巻き込んで、

本当にやっていかないとならないと感じており

ます。その点について、再度お願いします。 

岸 聡環境課長 議長、岸 聡。 

佐藤卓也議長 環境課長岸 聡さん。 

岸 聡環境課長 別府の事例でございますけれど

も、県のアドバイザーの方からお話を聞いてご

ざいます。大変先進的な事例でして、行政だけ

じゃなく、やはり地域の方々が自らこの計画に

取り組みまして活動なさっているということで、

正直なところ、アドバイザーからは、大変敷居

が高いですよと、目標としては非常に難しいの

で、新庄市、まずここまでは頑張らなくていい

ので、まずは計画をつくりましょう、そういっ

た形でアドバイスいただいておりますので、ま

ずは計画、法定で定められているものを作成し、

それを基に、議員がおっしゃられているような

自主防でありますとか民生委員も一緒に、それ

をより実効性の高いものに高めていきたいと考

えておりますので、よろしくお願いします。 

  以上です。 

１５番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

佐藤卓也議長 髙橋富美子さん。 

１５番（髙橋富美子議員） 分かりました。 

  それでは、まずしっかり新庄ならではの作成

をしていただいて、一歩ずつ前に進んでいって

いただきたいなと思います。 

  それでは、最後になります。物価高対策につ

いて再質問をいたします。 

  先ほど市長答弁にありました、本当に今年度

中に給付予定だというふうな話を伺いました。

ここで、低所得者世帯数と、その具体的な方法、

及び時期については年内と伺いましたので、給

付方法とかについてお伺いしたいと思います。 

横山 浩成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、横

山 浩。 

佐藤卓也議長 成人福祉課長兼福祉事務所長横山 

浩さん。 

横山 浩成人福祉課長兼福祉事務所長 それでは、

低所得者世帯への７万円の給付について、給付

の方法でしたりということで御質問いただきま

した。 

  こちらの事業につきましては、現在事業費等

積算して、作業着手しておりますが、給付の方

法につきましては、さきの６月議会で補正予算

計上させていただきました、低所得者世帯への

３万円の給付事業と同様の手法を現在考えてい

るところでございます。 

  以上でございます。 

１５番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 
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佐藤卓也議長 髙橋富美子さん。 

１５番（髙橋富美子議員） そうしますと、６月

であった世帯数は同じということでしょうか。 

横山 浩成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、横

山 浩。 

佐藤卓也議長 成人福祉課長兼福祉事務所長横山 

浩さん。 

横山 浩成人福祉課長兼福祉事務所長 失礼しま

した。同数の3,000から3,500世帯を想定して積

算しております。 

  以上です。 

１５番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

佐藤卓也議長 髙橋富美子さん。 

１５番（髙橋富美子議員） 本当に今、食料品の

高騰をはじめ、冬本番を迎えて灯油、また電気、

ガス、ガソリン代と、生活に本当に直撃をされ

ています。この中で、推奨事業メニューという

ことが示されておりますが、前回プレミアム商

品券の配布等がありましたが、このたびこうい

ったお考えはいかがでしょうか。 

川又秀昭総合政策課長 議長、川又秀昭。 

佐藤卓也議長 総合政策課長川又秀昭さん。 

川又秀昭総合政策課長 それでは、重点支援地方

交付金の推奨事業メニューについての御質問と

いうふうなことで、前回プレミアム商品券、や

ったというふうな御質問の中でありましたけれ

ども、これまで地方創生臨時交付金の中で、商

工とか農林、あと教育、福祉、各方面にわたっ

て様々な事業のほうを活用してきております。

今回につきましては、先ほど市長答弁の中で御

説明申し上げましたけれども、現在各課におい

て活用したい事業がないかということで、今広

く各課のほうに募っている状況でございますの

で、そういった経過を踏まえまして、効果的に

生活者の支援となるような事業のメニューにつ

いて検討してまいりたいというふうに思ってお

ります。 

  以上でございます。 

１５番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

佐藤卓也議長 髙橋富美子さん。 

１５番（髙橋富美子議員） 本当に生活者の視点

でお願いしたいと思います。また、事業をされ

ている方も同じだと思います。しっかり各課の

ほうで検討していただいて、もう本当に早期に

７万円の給付、また推奨メニューの活用等をし

っかりと進めていただきたいと思います。本当

に、今様々な物価高騰で悩んでいる方が、市民

の方多くいらっしゃいます。本当にお話を伺う

たびに、灯油も本当に高くて、１部屋で集まっ

て生活しなきゃならないとか、本当にいろんな

声があります。そういった声に、皆さんどのよ

うに受け止められているのか、お伺いしたいと

思います。 

川又秀昭総合政策課長 議長、川又秀昭。 

佐藤卓也議長 総合政策課長川又秀昭さん。 

川又秀昭総合政策課長 ちょっと幅広い質問で、

今、中で検討していたところですけれども、各

課から様々な事業のメニューをいただく中で、

それぞれ聞き取りをする中で、それぞれ抱える

課題等様々あると思いますので、そういった部

分、こちらにつきましては国の補正予算という

ことで、早めに対応するというふうな国からの

通知も来ておりますので、そういった様々な意

見を踏まえながら、内容のほうを決定してまい

りたいというふうに考えておりますので、よろ

しくお願いいたします。 

１５番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

佐藤卓也議長 髙橋富美子さん。 

１５番（髙橋富美子議員） 分かりました。 

  本当にいろんなことがありますけれども、本

当に市民の皆様が新庄市に住んでよかった、新

庄は本当に福祉も何でもすばらしいところなん

だと言えるように、これからもしっかり皆様と

共に取り組んでまいりたいと思います。 

  少し早いのですが、以上で終了いたします。

ありがとうございました。 
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佐藤卓也議長 ただいまから10分間休憩します。 

 

     午後２時０４分 休憩 

     午後２時１４分 開議 

 

佐藤卓也議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

辺見孝太議員の質問 

 

 

佐藤卓也議長 次に、辺見孝太さん。 

   （９番辺見孝太議員登壇） 

９ 番（辺見孝太議員） 本日最後に質問させて

いただきます、議席番号９番、新政・結の会の

辺見孝太です。 

  一問一答方式で御質問させていただきます。

どうぞよろしくお願いいたします。 

  まず、初めにイベント民泊について質問させ

ていただきます。 

  新庄市では、季節ごとに様々なイベントが催

されております。８月31日の全員協議会行政報

告によると、令和５年の新庄まつりの人出は３

日間で38万人と、過去最高を記録した令和元年

の56万人の約７割の人出となっています。また、

２月に開催されました第52回新庄雪まつりにも、

２日間で約１万人の人出があり、来場者がコロ

ナ禍前の水準に徐々に戻りつつあると感じます。 

  こうしたイベント開催時に宿泊が集中するこ

とによって、周辺の町村に宿泊客が流れてしま

うという現状があります。2023年１月から３月

期の都道府県ごとの観光入り込み客統計の取り

まとめ状況を、観光庁のホームページから確認

すると、山形県の観光地点を訪れた観光入り込

み客１人当たりの平均消費額は、宿泊２万

9,153円に対して、日帰りでは3,580円となって

おり、宿泊することが消費の拡大につながると

読み取れます。イベント開催時に、自治体の要

請等により、自宅を旅行者に提供する制度とし

てイベント民泊があり、多数の集客が見込まれ

る新庄まつりなどの際に、宿泊施設の不足を解

消する有効な手段として活用すれば、観光客が

新庄市に宿泊できるようになり、消費の拡大に

もつながります。最上エリアで観光連携を図り

ながらも、できるだけ新庄市に宿泊をしていた

だき、特徴的な飲食店などを楽しんでいただき

たいと思うところです。また、イベント民泊を

きっかけにした交流機会の創出により、移住定

住者の増加も期待できることから、イベント民

泊の実施に向けた議論を進められないか、お伺

いいたします。 

山科朝則市長 議長、山科朝則。 

佐藤卓也議長 市長山科朝則さん。 

   （山科朝則市長登壇） 

山科朝則市長 それでは、辺見市議のイベント民

泊についての御質問にお答えいたします。 

  この御提案のイベント民泊につきましては、

宿泊施設の不足の解消に向けた手段の一つであ

り、交流人口・関係人口の拡大の面においても

有効な手段になり得るものと考えております。

また、民泊を通して新庄市のファンになってい

ただくことで、本市への移住定住に向けたきっ

かけになるという点につきましても、議員御提

案のとおりであると認識しております。 

  本市におきましては、新庄まつり開催時に市

内宿泊施設の不足が顕著となることから、最上

地域全体を通じて宿泊客の受入れを行い、最上

地域全体の経済効果を拡大させることによって、

本市の経済波及効果を高めるような取組を行っ

てきたところであります。 

  イベント民泊の実現に向けましては、地域の

皆さんの主体的な協力が不可欠となりますが、

新型コロナウイルス感染症などの感染症対策や

衛生トラブルの予防、他人を自宅に宿泊させる

ことに対する不安や近隣住民への配慮、さらに

は年１回程度のイベント民泊実施のために、こ
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れら課題を全て解決する必要があることから、

イベント民泊の成り手不足が容易に想定される

ところであり、全国各地の自治体においても、

現実的には実績に乏しい事例が多く、現時点で

はその実現は難しいものと考えております。 

  なお、今後は他自治体の実施状況も参考に調

査研究を行うなど、イベント民泊についての情

報収集を継続してまいります。 

  以上、壇上からの答弁とさせていただきます。 

９ 番（辺見孝太議員） 議長、辺見孝太。 

佐藤卓也議長 辺見孝太さん。 

９ 番（辺見孝太議員） イベント民泊の制度に

ついてなんですが、年数回程度のイベント開催

時にあって、宿泊施設の不足が見込まれること

により、開催地の自治体の要請等により自宅を

提供するような公共性の高いものについて、旅

館業に該当しないものとして取り扱い、自宅提

供者において旅館業法に基づく営業許可なく宿

泊サービスを提供することを可能にするものと

いう、ガイドラインには書いております。通常

の民泊は、住宅宿泊事業、特区民泊、簡易宿泊

営業に分類され、行政への届出、許可取得など

の申請行為が必要であり、ハードルが高いので

すが、イベント民泊は市長の宣言に基づいて民

泊可能になるという特性がございます。 

  ちょっと今、具体的には難しいのではないか

という答弁いただいたのですが、これまでこの

イベント民泊の制度を、活用を検討したことは

ございますでしょうか。 

小関紀夫商工観光課長 議長、小関紀夫。 

佐藤卓也議長 商工観光課長小関紀夫さん。 

小関紀夫商工観光課長 イベント民泊、今はガイ

ドラインの改定がありまして、イベントホーム

ステイという名称に変わっておるようですが、

今イベント民泊と言ったほうが、言葉も短いの

で、そちらの言葉を使わせていただきますが、

実際にイベント民泊自体の検討を、今まで検討

してきたことの経緯はちょっとございません。

ただ、過去には農家民泊等、逆に今議員おっし

ゃられたとおり、ハードルが高い部分がござい

ますが、民泊関係の調査研究はしておった経緯

がございます。 

  以上でございます。 

９ 番（辺見孝太議員） 議長、辺見孝太。 

佐藤卓也議長 辺見孝太さん。 

９ 番（辺見孝太議員） ちょっとコロナ前の事

例、数少ない成功の事例かと思います。2017年、

徳島市阿波踊りの事例として、38部屋が実際に

稼働し、270名以上が宿泊したと。これは、実

際は自治体が宣言をしたのですが、この民泊ホ

ストを探したりというところは、外注といいま

すか企業が入ったようです。その記事を私読み

ましたが、民泊ホストを探すのではなく、地域

を盛り上げるための協力者を探すというような

ことがコツだというふうに書いておりました。

まずは、例えば５世帯だとか10世帯だとか、そ

うした少数、ちょっとの数からというのもなか

なか難しいでしょうか、お伺いいたします。 

小関紀夫商工観光課長 議長、小関紀夫。 

佐藤卓也議長 商工観光課長小関紀夫さん。 

小関紀夫商工観光課長 少数の民泊の希望者、あ

るかどうかというところは、こちらのほうでも

今現在ちょっと把握はしてございませんが、私

が考える限りでは、この地域特性、先ほど市長

の答弁のほうにもありましたとおり、やはり他

人の方を、ほかの方を自分の家庭の中に入れて

しまうというのは、なかなかちょっとハードル

が高いのかなというふうに考えてございます。

ただ、当然様々な、今議員おっしゃられたとお

り、そういうイベント会社等々、様々協力して

いただける団体等もあるかもしれませんので、

そこら辺も研究のほうをさせていただきたいと

思います。 

  以上でございます。 

９ 番（辺見孝太議員） 議長、辺見孝太。 

佐藤卓也議長 辺見孝太さん。 
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９ 番（辺見孝太議員） 自宅に招き入れるとい

うことに抵抗があるというのは、地域もありま

すし、日本人の特性というところもあるのかな

と思います。しかし、こうした取組が少し、５

世帯とかでもあれば、夏、冬、新庄まつり、雪

まつりというあたりであれば、例えば移住定住

の候補者がいらっしゃったときに、一度そうい

う制度を利用して泊まられてみてはどうですか

とか、そういったことができるかなと、私ちょ

っと思ったのでした。冬来てもらうというのが

いいか悪いかはあるんですけれども、そのあた

りはどのようにお考えでしょうか。 

小関紀夫商工観光課長 議長、小関紀夫。 

佐藤卓也議長 商工観光課長小関紀夫さん。 

小関紀夫商工観光課長 基本的には、イベント民

泊のほうは、宿泊施設が足りないという部分で

の観点でございますので、基本的には新庄まつ

りのほうが該当になるかと思うんですが、今議

員おっしゃられた雪まつりの観点の部分につい

ても、面白いのかなというふうに考えてござい

ます。 

  あとは、例えばのお話ですけれども、新庄ま

つりのほうにちょっと焦点を当てますと、例え

ば当然どこの若連もなかなか担い手不足という

ところで悩んでおられるようですので、逆に当

日の３日間の引き手の募集の部分で、そういう

イベント民泊を使ってみたいとか、そういうこ

とも考えられるかなというふうに今思ったとこ

ろでございました。 

  以上でございます。 

９ 番（辺見孝太議員） 議長、辺見孝太。 

佐藤卓也議長 辺見孝太さん。 

９ 番（辺見孝太議員） こういう制度も、一番

最初がすごく大変で、一度うまくいけば、１回

やった方は次からまた応援してくれるのかなと

思います。今の課長がおっしゃったような形で

も、私もすごくいいなと思ったところでした。

ぜひ、活用できる場面がありましたら、活用検

討していただければと思います。まずは、イベ

ント民泊については終わらせていただきます。 

  続いて、子供の学習支援について質問させて

いただきます。 

  市政運営の最重要課題である人口減少対策と

して、新庄市が子育て世代に選ばれるとともに、

将来を担う子供たちが伸び伸びと育つ町になる

ことが重要と考えます。これからの子供たちは、

本市が進める探究学習により、自ら進んで学ん

でいく力がより一層養われていくことが予想さ

れます。そうした子供たちの学びたい気持ちを

応援するために、また子育て世代を支援するた

めに、子供の習い事に対する経済的な助成を行

えないかお伺いいたします。併せて、本市にお

ける探究学習の取組についてもお伺いいたしま

す。 

山科朝則市長 議長、山科朝則。 

佐藤卓也議長 市長山科朝則さん。 

山科朝則市長 子供の学習支援についての御質問

にお答えします。 

  子供の学びたい気持ちを応援するための経済

的な助成につきましては、助成する目的や対象

者などを具体的にする必要があると考えており

ます。全ての子供を対象に助成を実施するのは

難しいものと考えますが、学習意欲があるにも

かかわらず、経済的に困難を抱えるお子さんな

どに対し、支援が必要であるものと考えており

ます。 

  現在、本市で実施している事業の中には、ひ

とり親家庭等生活向上事業があります。内容と

いたしましては、様々な課題を抱える子供の居

場所づくりとして、市内の子ども食堂を開設し

ている団体において、独り親家庭を対象に、子

ども食堂の開催日に合わせて、月２回無料の学

習教室として学習支援事業を実施しており、学

力向上のための学習指導、学習習慣の定着を通

じて、子供の社会的自立を促すことを目的とし

ております。今後、どのような子供を支援して



 

- 98 - 

いくかなど、充実の方策について検討していき

たいと考えております。 

  探究学習の取組につきましては、教育長より

答弁させますので、よろしくお願いいたします。 

高野 博教育長 議長、高野 博。 

佐藤卓也議長 教育長高野 博さん。 

高野 博教育長 それでは、本市で行っている探

究学習の取組についての御質問にお答えします。 

  本市では、社会を主体的に生き抜く力を育む

学校教育の推進を目指しております。急激に変

化する社会を主体的に生き抜くことができるよ

う、教師が教え込むのではなく、児童生徒が自

ら学び、対話を通してよりよい課題解決に向か

っていけるような探究型学習に取り組んでおり

ます。探究型学習のプロセスである課題の設定、

情報の収集、整理分析、まとめ、表現のサイク

ルを意図的に仕組み、総合的な学習の時間を中

心として教科横断的に学習しております。まと

め、表現の場としては、学級内や校内のみなら

ず、地域の方やテーマに関係する機関を招いて

の発表を行ったり、11月に行われた教育の日記

念行事、ふるさと学習発表会でプレゼンテーシ

ョンを行ったりしております。 

  総合的な学習以外の教科の授業におきまして

も、学習指導要領で求められている主体的、対

話的で深い学びにつながるような探究型学習を

目指して授業改善を行っております。 

  学校教育課としては、学校訪問などにおいて

指導助言を行い、支援するとともに、具体的な

課題、テーマに対して研修会などを開いており

ます。これからの社会の変化に対応できる力を

育成するため、探究型学習は非常に重要である

と捉えております。教育活動全体を通して、児

童生徒自らが課題意識を持ち、仲間と協働的に

学んでいけるよう、これからも取り組んでまい

ります。 

  以上であります。 

９ 番（辺見孝太議員） 議長、辺見孝太。 

佐藤卓也議長 辺見孝太さん。 

９ 番（辺見孝太議員） 今後、人口減少が進む

ことで、これまで以上に多様な難しい問題とい

うものがどんどん起こってくる、そういった難

しい問題に取り組む生徒を、社会人を育てると

いうことで、探究学習というのがすごく、学校

教育も変わってきているなというふうに感じて

います。 

  保護者の方にとって、目に見える変化として、

宿題の出し方、これも生徒が自ら課題を設定し、

というところだと思うんですが、宿題の出し方

が変わったことが話題になっています。しかし、

複数の保護者の方のお話を聞いていると、なぜ

変わったのかや、どういった目的があるかなど

が正しく伝わっていないと感じます。ある方は、

教員の働き方改革、学校の先生の働き方改革の

影響で、宿題の丸つけをしなくなったのかとお

っしゃるような方もおりました。学校の考えが、

いま一つ保護者に伝わっていないのかなと思い

ます。また、児童生徒の方には伝わっているん

でしょうか。あるいは、しっかり伝わっている

んですけれども、私がたまたまそういった方に

ばかり話を聞いてしまっているのか、その辺お

伺いしたいと思います。 

高野 博教育長 議長、高野 博。 

佐藤卓也議長 教育長高野 博さん。 

高野 博教育長 学校において、家庭学習を、宿

題を自主的な主体的な取組に切り替えている学

校も出始めていることも事実であります。その

目的については、先ほど教員の働き方改革じゃ

ないかと、それも一つの要因であることは間違

いありません。点検というのは本当に時間がか

かるということで、そのことを改善していきた

いということで、そのことの考え方の一つとし

てあることも事実だと思うんですけれども、そ

のほかにはやっぱり主体性の醸成、そして学力

向上ということで考えております。目的はその

三つで、その学校は家庭学習を見直して、宿題
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を見直しております。 

  なぜそれが、主体性というのは分かる、自分

がやりたい宿題をやる、やらないということだ

と思うんです。学力向上になぜ結びつくかとい

うことの考え方なんですが、一つは、今までの

宿題というと、例えば漢字なら「山」１列書い

てこい、それをノートを埋めてくる、そういう

宿題が多かったと思うんです。そういうふうな

宿題だと、ほとんど子供たちはいやいや途中で

やる、子によっては、こんなの何回も書く必要

ないんじゃないという、そういういろんな子が

いるわけです。逆に、宿題をすることで学習嫌

いになっている、そういうことだって起きてく

る。ということをなくしたいということで、子

供たちにそういう主体的な取組をさせたいとい

うことで取り組んだ。それを、その学校では、

そういう方向転換したときには、子供たちにや

り方、そしてそれを何も子供たちに投げるだけ

でなくて、例えば学校としては、自分たちが必

要だなと思う、勉強したいと思うプリントは全

部用意しておきます、それを持っていってくだ

さい、自分たちで。それを先生方は点検します

よ。そして、保護者説明会もやっております。

そして、まなび通信でもやっております。そし

て、この家庭学習に心配な方はどうぞ、相談会

を開きますので来てくださいというふうな手だ

ても取って、そういうことをやりながらやって

いるわけですけれども、でも実際、そういうこ

との趣旨がなかなか理解できない方もいること

も事実で、学校に対しても、学校評価に対して

も御議論、御批判もいただいているということ

は、学校からも聞いております。それもおっし

ゃるとおりなのかなというふうに思います。 

  ただ、子供たちの声とか聞いておりますと、

勉強が強制されるものでなく自分のためにやる

べきだということは理解が分かったと、進んで

いると。宿題がなくなったことで、以前より逆

に勉強するようになったという子もいるという

ことです。いや、やっぱりやらないという子も

います。でも、やらないという子は、宿題をし

てくれば、大体皆さんも御経験あると思います、

先生から、なぜやってこなかった、居残りとか

なんとかって、休み時間も取られて宿題をやら

された、そんなことが、別にこれは自由主体性

ですから、そういう機会がなくなるわけです。

逆に言えば、学校が楽しくなったと答えている

子もいるわけです。保護者の中では、そういう

ふうなことで、全然勉強しなくなったのよ、で

もこれは、宿題出したときもやってこなかった

子が、結構同じ子が多くなっているんですね。

そんなことは、学校からいろいろ聞き取りをす

ると、私もその学校に行ったときに、じゃあ宿

題どこさ、どうなっているんだって聞いたこと

もありますけれども、実際そのプリントを置か

れているところの様子なんか見させてもらった

んですが、いろんな手だては学校で取って保障

をしているということだけは御理解いただきた

いなと。そのことがやっぱり探究、何か自分で

課題になってくる。今私は宿題なんかも、今多

くの学校で、そういう漢字をずらずらっと書い

てくる、計算問題何問してこいというんじゃな

くて、自分が好きなこと、疑問に思ったことを

とことん調べてきたことをノートに、自学帳に

書いてくるという、自学帳を大いに勧めていま

す。そういう子が、今子供ではテレビで話題に

なっている何々博士、ああいう子供に育つんで

すよ。ああいう子をもっともっと新庄からも出

ていってほしいなというふうなことを思ってい

るところです。 

  以上です。 

９ 番（辺見孝太議員） 議長、辺見孝太。 

佐藤卓也議長 辺見孝太さん。 

９ 番（辺見孝太議員） 従来は、決められた宿

題をやる量だとか早さというのが評価されてき

たのが大分変わってきたということで、いろい

ろ保護者の方とかに伝える、取り組ませている
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んだけれども、というところかと思います。学

習するのが児童生徒なので、児童生徒が分かっ

ていればいいのかなと思う反面、保護者にやは

り伝わらないと、学校に、宿題は前のほうがよ

かったとか、そういったことになると、学校の

取組も進めづらいかと思いますので、やはり、

そうですね、しっかり伝わるといいなと思いま

した。 

  習い事支援、経済的な支援なのですが、習い

事は学習塾のほか、ピアノ、スイミングや英会

話など、子供に習い事をさせている家庭は多く、

近年ではプログラミングなどの習い事も人気の

ようです。習い事をすることで、知識や技能に

加えて、努力する力ややり抜く力を養えること

から、物価高騰の中にあっても何とか続けさせ

たい、習わせたいと考える家庭が多いようです。 

  探究学習の取組、自主性とかそういったこと

を内容を聞きますと、自然とこれまで以上に知

りたいとか、できるようになりたいと考える子

供たちが増えるような気がしています。経済的

な支援をするか、しないかは別として、この探

究学習というのが割と習い事と相性がいいのか

ななんて思うんですが、その辺はいかがお考え

でしょうか。 

高野 博教育長 議長、高野 博。 

佐藤卓也議長 教育長高野 博さん。 

高野 博教育長 塾にもいろいろありますので、

習い事をするものもいろいろあるわけですけれ

ども、手習いというか、そういうピアノとかそ

ういうものは、ちょっと探究、それだって音楽

の世界の中で、極めれば幾らでも探究な学びな

んていうのはできると思うんですけれども、そ

ういうふうなことで、結びつくという、そうい

うことで、いっぱい自分が興味を持ったことに

どんどん進めていきたいということについては、

そういう塾と習い事というのは結びついていく

ことも考えられるかなと思います。 

  でも、その全てについて、例えば行政的に支

援していくとか何かというと、そこまで、どこ

まで対応できるのかという問題になってくると

思うので、その辺についてはいろいろ研究して

いかなきゃいけない部分なのかなと。 

  でも、家庭的に、経済的に困窮者については、

学習、学校の学習用具のために、要保護・準要

保護にはそういう手だても取っておりますし、

そういう配慮をしながら、そういう子について

は、経済的に困っている子には、そんな面で支

えていければいいのかなというふうなことを思

っているところです。今段階では、その程度し

かお答え、習い事等への援助についてはそんな

感じでおるところです。 

  以上です。 

９ 番（辺見孝太議員） 議長、辺見孝太。 

佐藤卓也議長 辺見孝太さん。 

９ 番（辺見孝太議員） 市長の答弁にもありま

したけれども、生活困窮世帯といいますか、学

歴によって給与や生涯賃金に大きく差がつく傾

向がありますが、経済的な理由で学習塾になか

なか通わせられない家庭もあり、こうした格差

も問題かと思います。一方で、私も議員になり

まして、財政の状況の説明を受けたり、実際に

老朽化した施設や設備を視察しまして、財政的

な余裕がなかなか出せないなということは理解

しております。 

  ただ、財政的な余裕がなくても、未来への投

資、子供たちへの投資というのはしなければな

らないのではないかなと感じています。やはり、

地域の未来は、若者や子供が成長しないとない

わけですから、また財政的な余裕がないからこ

そ、こうした未来への投資と子育て世帯への経

済的支援を、一つのお金で同時にするべきじゃ

ないかなと思います。お金に財政的な余裕があ

れば、それぞれの分野にたくさんお金を投入す

るということ、施策を打てるのかと思いますが、

限られた予算で、未来への投資と経済的な支援、

また事業者支援など、たくさんの効果が出せる、
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そんな政策が必要ではないかなと思っておりま

す。 

  ＳＤＧｓというものがありまして、ＳＤＧｓ

が定義する持続可能な開発とは、将来世代のニ

ーズを損なわずに、現在の世代のニーズを満た

すこととされています。ぜひ、政策にもそうし

た考え方を反映させていただければと思います。 

  少し習い事支援の事例を紹介させていただき

たいと思うんですが、大阪市では、子育て世帯

の経済的負担軽減とともに、子供の学習意欲や

才能を伸ばす機会を提供することを目的とした

習い事、塾代助成事業を行っています。これは、

学習、文化、スポーツ等の学校外教育に係る費

用について、月額１万円を上限に助成する事業

で、対象となるのは市内在住の小学校５年生か

ら中学３年生の養育者、交付対象者には年収な

どの要件があります。千葉県松戸市では、独り

親家庭学習支援事業として、学習意欲が高く基

礎学力以上の学力取得を目指す者に対し、学習

塾に通う費用の一部を助成、またモデル事業と

して、放課後児童クラブの児童が習い事へ通う

ための送迎の支援をしております。全国初の取

組は、千葉県南房総市、人口規模は新庄に近い

ところです。子供たちの個性や才能を伸ばす機

会を提供するとともに、子育て世帯の経済的負

担を軽減することが目的で、平成27年度よりス

タート。学習塾のほか、音楽や運動系も含めた

教室で利用できる教育サービス利用助成券の交

付を行っています。助成額は、子供１人当たり

月額で、生活保護世帯が7,000円、市民税非課

税世帯が6,000円、それ以外は所得に応じて

5,000円から1,000円です。対象者は、小学校５

年生から中学校３年生までの児童生徒の保護者

となっています。 

  目玉政策といいますか、話題になるというこ

ともやはり大事かなと思います。新庄市が、子

育て支援に力を入れているというような目玉政

策も大事ではないかなと思います。この点につ

いて最後お伺いいたします。 

高野 博教育長 議長、高野 博。 

佐藤卓也議長 教育長高野 博さん。 

高野 博教育長 貴重な日本全国の取組について

お聞きできました。その目玉施策のことも考え

られないかということの御提案だと思いますけ

れども、実際いろいろ、また別のやり方として、

何かのものに焦点を当てて、公営塾を実際この

最上管内でやっている町村もあるんです。英検

を目指したければ、どうぞ補助しますよ、そう

いう塾を開きますから来てください、そういう

ところもありますし、そういうような、あと国

語や算数の、どこかの塾と契約して、それも希

望者に、来たければ来てくださいよと、これも

一つの経済的支援というような形でやっている

町村もあることはあります。だから、何かを目

的にするということで、少し考えることも、差

し当たって考えることもできなくはないかなと

思うんですが、その辺も含めて、今後どうでき

るか、市全体で考えさせていただければありが

たいと思います。 

  以上です。 

山科朝則市長 議長、山科朝則。 

佐藤卓也議長 市長山科朝則さん。 

山科朝則市長 それでは、私からも一言。 

  ただいまの辺見議員の御指摘どおり、新庄市

子育て一生懸命やっているぞというふうなこと

で、いろんな効果が出てくる可能性があること

と、やはり人づくりというのは基本であります

ので、それに対するいろんなことを考えていか

なければならないというふうに思っています。 

  塾代の様々な支援だけがその方法ではなくて、

いろんな方法があるというふうに思っています。

先ほど来申し上げているとおりに、様々習い事

にその支援をするというのをどこまでやれるか

ということで、財源の問題もございますし、ど

こまでが求められているかというニーズもあり

ますので、その辺のところを調査研究をしっか
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りしていくことが必要だというふうに思ってい

るところでありますが、現段階では、その様々

な学びの選択肢が少ないというふうなこともご

ざいますので、その辺の環境整備を含めて、い

ろいろ議論していかなければならないというふ

うに思っていますので、御理解をお願いします。 

  以上でございます。 

９ 番（辺見孝太議員） 議長、辺見孝太。 

佐藤卓也議長 辺見孝太さん。 

９ 番（辺見孝太議員） 分かりました。 

  続いて、カーボンクレジットへの取組につい

てお伺いいたします。 

  近年、地球温暖化が進行し、異常気象や農作

物への被害が懸念されています。現在では、企

業が森林の保護や植林、省エネルギー機器導入

などを行うことで生まれたＣＯ２などの温室効

果ガスの削減効果をクレジット排出権として発

行し、他の企業などとの間で取引できるように

する仕組みであるカーボンクレジット活用の動

きが広がり、2050年カーボンニュートラルやＳ

ＤＧｓの流れを受け、今後もクレジットの需要

が増加することが予想されています。 

  新庄市においても、一部の企業ではクレジッ

トの購入が行われており、またクレジットの創

出を目指す事業者も現れ始めている中で、農業

や森林由来クレジットの創出や、クレジットの

地産地消モデルの構築ができないかお伺いいた

します。 

山科朝則市長 議長、山科朝則。 

佐藤卓也議長 市長山科朝則さん。 

山科朝則市長 それでは、カーボンクレジットへ

の取組についての御質問にお答えいたします。 

  国においては、2030年の温室効果ガス削減目

標の実現や、2050年のカーボンニュートラル実

現に向けた取組を進めているところであり、御

質問のカーボンクレジットの取引につきまして

は、再生可能エネルギーの導入や森林整備等に

よる二酸化炭素の削減量等について国の認証を

受け、希望する企業等に売却できるものであり

ます。 

  本市において、このカーボンクレジットの取

引を一部の企業が行っていることは承知してお

りますが、市町村単位でクレジットのつくり手

と買手のマッチングを行うことは、本市の市場

規模から見ても効果が小さいと考えております。

このため、市が事業として行うことは考えてお

りませんが、先進事例の情報収集を行いながら、

引き続き地球温暖化対策に取り組んでまいりた

いと考えております。 

  以上でございます。 

９ 番（辺見孝太議員） 議長、辺見孝太。 

佐藤卓也議長 辺見孝太さん。 

９ 番（辺見孝太議員） 地球温暖化の問題は大

変難しい問題ですが、取り組んでいかなければ

ならない問題です。農作物への影響や大型台風、

線状降水帯の発生数の増加など、身近なリスク

にもなっています。 

  また、世界的な意識の高まりにより、環境問

題に取り組む企業が増えています。こうした企

業は、パートナー企業にも環境問題に取り組む

ことを求めるため、脱炭素化などに取り組まな

い企業は大きな機会損失となることも考えられ

ます。 

  さらに、地球温暖化対策推進法に、2050年ま

でのカーボンニュートラルの実現が明記されま

した。しかし、業種によっては温室効果ガスの

削減には限界があるため、削減努力をしても削

減し切れなかった分は、カーボンクレジットを

購入することで削減したとみなす企業が増える

と思われます。今後、ますますカーボンクレジ

ットが注目され、活用されるのではないかと考

えます。 

  また、将来的には取り組んでいる自治体と全

く取り組まない自治体で大きな差が出るのでは

ないかと思いますが、どのようにお考えでしょ

うか。 
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柏倉敏彦農林課長 議長、柏倉敏彦。 

佐藤卓也議長 農林課長柏倉敏彦さん。 

柏倉敏彦農林課長 いわゆるＪ－クレジットの御

質問かというふうに思います。Ｊ－クレジット

につきましては、市単独で行っているところ、

徐々にではありますが、増えてはきております。

特に、森林関係、こちらの再整備に要する経費

に充てるために、それをクレジットとして企業

に買っていただくというふうなことで、山形県

でもそうですが、お隣の宮城県、それから秋田

県等でも行われているところがあります。 

  こちらにつきましては、考えていかなければ

ならないことであるというふうには認識してお

りますし、新庄市の森林面積からすれば、全世

帯分の二酸化炭素排出量を賄えるまでにはいき

ませんが、約３分の１ほどの、5,500世帯ほど

の炭素吸収量があるというふうに試算しており

ますので、そちらについても研究しながら取り

組んでまいりたいというふうに思います。 

  以上です。 

９ 番（辺見孝太議員） 議長、辺見孝太。 

佐藤卓也議長 辺見孝太さん。 

９ 番（辺見孝太議員） 間伐などの森林の適切

な管理を行うことによるＣＯ２吸収量を、クレ

ジットとして国が認証したものである森林由来

クレジット、これ課長からさきにお答えいただ

いたんですが、これ新庄市の所有の森林でもや

れる可能性があるということでしょうか。 

柏倉敏彦農林課長 議長、柏倉敏彦。 

佐藤卓也議長 農林課長柏倉敏彦さん。 

柏倉敏彦農林課長 新庄市の森林面積約１万

2,000ヘクタールございます。こちら、樹齢か

らして、その炭素吸収量が変わってくるわけで

すけれども、新庄市の山林の場合、おおむね樹

齢が60年たっているということで、ちょっと吸

収量が少ない樹齢期だなというふうに見ており

ます。これが、若い樹齢が40年ぐらいでありま

すと、新庄市の世帯全体の排出量を賄える分だ

けの吸収量があるわけでございますが、新庄市

の場合、その晩期に到達している樹種が多いも

のですから、その点からするとちょっと少ない

のかなというふうには見ています。 

  ただ、その間伐等からして、することによっ

て、森林の適正な管理を行うことによる炭素吸

収量の増大にはつながってくるものと思います

ので、そちらについては民間のＪ－クレジット

の手続を仲介する事業者もあるわけでございま

すので、そちらのほうともコンタクトを取りな

がら、どういった形だとできるのかということ

も研究しながらしないといけないことだなと思

いますので、今後まだ研究してまいりたいとい

うふうに思います。 

９ 番（辺見孝太議員） 議長、辺見孝太。 

佐藤卓也議長 辺見孝太さん。 

９ 番（辺見孝太議員） カーボンクレジットを

新庄市で考えられるのは、私なりに調べたんで

すが、森林由来クレジットのほかに、もみ殻の

くん炭やバイオ炭を土壌改良に用いることで、

大気中に放出されるはずだったＣＯ２を土中に

定着させる農業系クレジット、またバイオマス

発電の灰を肥料やセメント、コンクリートの材

料にリサイクルするという方法が考えられるよ

うです。 

  クレジット創出の可能性がなければやるまで

もないんですが、可能性があるのであれば、行

政にお願いしたいのは、先進事例、走っている

業者などもおりますので、勉強会など開催して

いただければと思います。やはり、目に見えな

いものを取引するということで、やはり行政が

入っていただくと信頼性というか安心するとい

う方もおりました。また、情報の正確さであっ

たりとか、そういうこともあるかと思います。

こういった取組できないでしょうか。 

柏倉敏彦農林課長 議長、柏倉敏彦。 

佐藤卓也議長 農林課長柏倉敏彦さん。 

柏倉敏彦農林課長 勉強会というふうな議員から
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の御提案であります。先ほども、私のほうから

仲介業者というようなこともございました。も

し、そういった取組をしたいという事業者等が

ございましたら、私どものほうでも、そういっ

た方々を仲介するということはやぶさかではご

ざいませんし、また先ほど議員がおっしゃった

農業系のカーボンクレジットにおきましては、

農林中央金庫がその仲介をなすということで決

定したという報道もなされております。先ほど

おっしゃったバイオ炭、それから北海道のホク

レンでは、圃場の秋起こしをすることによって、

その排出ガスを抑えるということも、そのＪ－

クレジット認証できないかという行動といいま

すか活動をしているということもお聞きしてお

りますので、新庄市の農地、耕地面積5,000ヘ

クタールほどありますので、それからすると、

先ほどの山林面積と合わせれば約２万ヘクター

ルぐらいになるわけです。そういった効果は期

待できるのかなと思いますので、今後もそうい

った機会を捉えて研究なり、それからつないで

いきたいというふうに考えております。 

  以上です。 

９ 番（辺見孝太議員） 議長、辺見孝太。 

佐藤卓也議長 辺見孝太さん。 

９ 番（辺見孝太議員） 先ほど、地産地消モデ

ルというのを私のほうで言ったんですが、将来

的にはそういうこともできればと思います。 

  鳥取県や新潟県では、独自にクレジットのつ

くり手と買手のマッチングをしていると。まだ、

新庄市においてはその段階にはないというのは

分かりました。ただ、クレジットは本来距離が

ない、外国からでも売り買いできるというのが

強みだそうなんですが、やはり何といいますか、

クレジットの創出を一生懸命な地域があっても、

やはり工業団地と農村が新庄市には同時にあっ

て、いわゆるバイヤーというものが既に存在し

ているそうなんですけれども、そういった中間

マージンもなく、何というか地産地消できると

いうのが新庄市の一つの可能性かなと感じまし

た。買手は地域貢献のＰＲになり、つくり手は

売却益で設備投資やさらなる環境配慮の取組に

使えると。そしてまた、新庄市の環境の保全が

進むということで、将来的にはそうなればいい

なと思っております。 

  カーボンニュートラルは、ＳＤＧｓと密接に

結びついておりまして、カーボンニュートラル

に取り組むことがＳＤＧｓの達成につながると

言われております。今後、日常生活や学校教育

でＳＤＧｓについて学ぶ機会が多く、社会問題

を他人事ではなく自分たちの問題と認識してい

るＳＤＧｓネーティブという世代が社会に出て

きます。ＳＤＧｓへの関心が高いことから、社

会貢献に向けた取組を企業にも求めている割合

が高いと言われていて、人材確保の観点からも、

そうしたＳＤＧｓネーティブから選ばれる企業、

市役所にならなければならないと感じます。勉

強会からぜひ始めて、民間の力をぜひ掘り起こ

せればと思います。 

  最後になんですが、令和４年度新庄市まちづ

くりアンケートの調査報告書を私見たんですが、

断トツで満足度、重要度ともに低い項目が、林

業の振興が図られているという項目が断トツで

満足度、重要度とともに低かったです。市民の

関心が低いのかなと思いましたが、まちづくり

アンケートでは、重要度が高くて満足度が低い

ものから取り組むという、そういうふうに書か

れていました。それはもっともなんですが、林

業に関しては、重要度が認識されていないとい

うようなところがあるのかなと、非常に伸び代

というか、そういうことを感じました。 

  こうした分野には、こういう温暖化の御時世

で、国の補助金などもつきやすいのかなと思っ

ていて、最後にその点ですね、国の動向を注視

していただきたいというところなんですが、最

後にコメントをいただければと思います。 

柏倉敏彦農林課長 議長、柏倉敏彦。 
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佐藤卓也議長 農林課長柏倉敏彦さん。 

柏倉敏彦農林課長 林業の満足度が低いというこ

とで御質問いただきました。確かに、私たちが

入ったときの農林課の林業予算というのはかな

り多くて、下刈りから全てその補助事業で賄っ

ていた時期がありますが、ここ数年は、その財

源を森林環境譲与税に移譲しているというふう

なところもございまして、その譲与税を活用し

ながら様々な林業施策を今展開しているところ

でございます。今年度の令和５年度の譲与税額

もほぼ確定するところでありますけれども、来

年度はもう少し増えていくのかなというふうに

は感じているところです。その財源を活用しな

がら、林業振興に寄与するための事業を進めて

まいりたいというふうに考えておりますし、そ

の国の動向を見据えた形で、より有利な事業に

ついても模索していきたいというふうに考えて

おります。 

  以上です。 

９ 番（辺見孝太議員） 議長、辺見孝太。 

佐藤卓也議長 辺見孝太さん。 

９ 番（辺見孝太議員） ぜひ、民間の力を掘り

起こして、こういったことにも取り組んでいけ

ればと思います。 

  以上で質問を終わります。 

 

 

散      会 

 

 

佐藤卓也議長 以上で今期定例会の一般質問を終

了いたします。 

  お諮りいたします。 

  今期定例会の本会議を明日12月６日から11日

まで休会したいと思います。これに御異議あり

ませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

今期定例会の本会議を12月６日から11日まで休

会し、12月12日午前10時から本会議を再開いた

しますので、御参集願います。 

  本日は以上で散会いたします。 

  お疲れさまでした。 

 

     午後３時０４分 散会 
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令和５年１２月定例会会議録（第４号） 

 

 

令和５年１２月１２日 火曜日 午前１０時００分開議 

議 長 佐 藤 卓 也     副議長 今 田 浩 徳 

 

 出 席 議 員（１７名） 

 

  １番   佐  藤  悦  子  議員     ２番   亀  井  博  人  議員 

  ３番   今  田  浩  徳  議員     ４番   鈴  木  啓  太  議員 

  ５番   坂  本  健 太 郎  議員     ６番   田  中     功  議員 

  ７番   山  科  春  美  議員     ９番   辺  見  孝  太  議員 

 １０番   渡  部  正  七  議員    １１番   新  田  道  尋  議員 

 １２番   八  鍬  長  一  議員    １３番   伊  藤  健  一  議員 

 １４番   山  科  正  仁  議員    １５番   髙  橋  富 美 子  議員 

 １６番   佐  藤  卓  也  議員    １７番   小  野  周  一  議員 

 １８番   小  嶋  冨  弥  議員 

 

 欠 席 議 員（１名） 

  ８番   鈴  木  法  学  議員 

 

 欠     員（０名） 

 

出席要求による出席者職氏名 

 

市 長 山 科 朝 則  総 務 課 長 西 田 裕 子 

総 合 政 策 課 長 川 又 秀 昭  財 政 課 長 小 関   孝 

税 務 課 長 津 藤 隆 浩  市 民 課 長 伊 藤 リ カ 

環 境 課 長 岸     聡  成 人 福 祉 課 長 
兼福祉事務所長 横 山   浩 

子育て推進課長 
兼福祉事務所長 鈴 木 則 勝  健 康 課 長 佐 藤 朋 子 

農 林 課 長 柏 倉 敏 彦  商 工 観 光 課 長 小 関 紀 夫 

都 市 整 備 課 長 長 沢 祐 二  上 下 水 道 課 長 矢 作 宏 幸 

会 計 管 理 者 
兼 会 計 課 長 加 藤   功  教 育 長 高 野   博 

教 育 次 長 
兼教育総務課長 渡 辺 政 紀  学 校 教 育 課 長 杉 沼 一 史 

社 会 教 育 課 長 伊 藤 幸 枝  監 査 委 員 大 場 隆 司 
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監 査 委 員 
事 務 局 長 大 江   周  選挙管理委員会 

委 員 長 武 田 清 治 

選挙管理委員会 
事 務 局 長 今 田   新  農業委員会会長 浅 沼 玲 子 

農 業 委 員 会 
事 務 局 長 叶 内 敏 彦    

 

事 務 局 出 席 者 職 氏 名 

 

局 長 山 科 雅 寛  総 務 主 査 笹 原 佳 子 

主 任 小 松 真 子  主 事 秋 葉 佑 太 

 

議 事 日 程 （第４号） 

令和５年１２月１２日 火曜日 午前１０時００分開議 

 

   （総務文教常任委員長報告、質疑、討論、採決） 

日程第 １ 議案第９３号新庄市市税条例の一部を改正する条例について 

 

   （産業厚生常任委員長報告、質疑、討論、採決） 

日程第 ２ 議案第９４号新庄市障がいのある人もない人も共に生きるまちづくり条例の一部を改正す 

      る条例について 

日程第 ３ 議案第９５号新庄市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 

 

   （質疑、討論、採決） 

日程第 ４ 議案第８７号令和５年度新庄市一般会計補正予算（第４号） 

日程第 ５ 議案第８８号令和５年度新庄市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 

日程第 ６ 議案第８９号令和５年度新庄市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 

日程第 ７ 議案第９０号令和５年度新庄市水道事業会計補正予算（第２号） 

日程第 ８ 議案第９１号令和５年度新庄市下水道事業会計補正予算（第３号） 

 

本日の会議に付した事件 

 

議事日程（第４号）のほか 

日程第 ９ 議案第１００号新庄市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例について 

日程第１０ 議案第１０１号新庄市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正す 

      る条例について 

日程第１１ 議案第９６号令和５年度新庄市一般会計補正予算（第５号） 

日程第１２ 議案第９７号令和５年度新庄市介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 

日程第１３ 議案第９８号令和５年度新庄市水道事業会計補正予算（第３号） 
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日程第１４ 議案第９９号令和５年度新庄市下水道事業会計補正予算（第４号） 
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開      議 

 

 

佐藤卓也議長 おはようございます。 

  ただいまの出席議員は17名です。 

  欠席通告者は、鈴木法学さんの１名です。 

  これより本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、お手元に配付しております議

事日程（第４号）によって進めます。 

 

 

総務文教常任委員長報告 

 

 

佐藤卓也議長 日程第１議案第93号新庄市市税条

例の一部を改正する条例についてを議題といた

します。 

  本件に関し、総務文教常任委員長の報告を求

めます。 

  総務文教常任委員長山科正仁さん。 

   （山科正仁総務文教常任委員長登壇） 

山科正仁総務文教常任委員長 皆さん、おはよう

ございます。 

  私から、総務文教常任委員会の審査の経過と

結果について御報告申し上げます。 

  当委員会に付託されました案件は、議案１件

であります。 

  審査のため、12月６日午前10時より議員協議

会室において委員８名出席の下、審査を行いま

した。 

  議案第93号新庄市市税条例の一部を改正する

条例については、税務課職員の出席を求め、補

足説明を受けた後、審査を行いました。 

  審査に入り、委員より、森林環境税について、

１人年額1,000円とのことだが、市県民税の均

等割が6,000円から7,000になるのかといった質

疑があり、税務課からは、東日本大震災からの

復興のための地方税の特例1,000円が、令和５

年度末で終了し、新たに森林環境税が課税とな

るために、6,000円ということになるとの説明

がありました。 

  また、別の委員からは、国の森林環境税と県

のやまがた緑環境税の関連についての質疑があ

り、税務課からは、どちらも自然を守る、増進

するという点では共通である。国税は森林保全、

維持管理、林業の成長産業化を図ることを目的

としている。県税は、荒廃が進む森林の維持や

整備、県民参加による森林づくり活動に取り組

むことを目的としているとの説明がありました。 

  また、別の委員からは、森林環境税ややまが

た緑環境税を含む市県民税均等割の内訳につい

ての質疑があり、税務課からは、令和６年度以

降、市民税の均等割は3,000円、県民税は1,000

円と、やまがた緑環境税が1,000円、国税の森

林環境税1,000円という内訳になるとの説明が

ありました。 

  また、委員より、軽自動車の不正を行ったメ

ーカーに対する加算要請通知は国から来るのか

との質疑があり、税務課からは、国からの連絡

があるものと捉えているとの説明がありました。 

  次に、委員より、都市計画税の課税区域への

説明会についての質疑がありました。税務課か

らは、計４回実施し、対象者の３分の１の出席

がありました。案内には、個人ごとの都市計画

税の課税見込額も同封し、都市施設の整備費用

として必要な財源になっていることを説明し、

理解を得たものと考えているとの説明がありま

した。 

  その他、東日本大震災からの復興に関しての

地方税の特例や、都市計画税の減免についての

質疑がありましたが、採決した結果、賛成多数

で可決すべきものと決しました。 

  以上で、総務文教常任委員会に付託されまし

た案件の審査の経過と結果についての報告を終

わります。 
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  以上、よろしくお願い申し上げます。 

佐藤卓也議長 ただいまの総務文教常任委員長の

報告に対し、質疑に入ります。 

  議案第93号新庄市市税条例の一部を改正する

条例について質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 討論なしと認めます。 

  よって、討論を終結し、直ちに採決したいと

思います。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第93号新庄市市税条例の一部を改正する

条例については、委員長報告のとおり決するこ

とに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」「異議あり」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議がありますので、議案第93

号については、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方の起立を求めます。 

   （賛成者起立） 

佐藤卓也議長 起立多数であります。よって、議

案第93号は委員長報告のとおり可決されました。 

 

 

産業厚生常任委員長報告 

 

 

佐藤卓也議長 日程第２議案第94号新庄市障がい

のある人もない人も共に生きるまちづくり条例

の一部を改正する条例についてから日程第３議

案第95号新庄市国民健康保険税条例の一部を改

正する条例についてまでの２件を一括議題とい

たします。 

  本件に関し、産業厚生常任委員長の報告を求

めます。 

  産業厚生常任委員長新田道尋さん。 

   （新田道尋産業厚生常任委員長登壇） 

新田道尋産業厚生常任委員長 皆さん、おはよう

ございます。 

  私から、産業厚生常任委員会の審査の経過と

結果について御報告申し上げます。 

  当委員会に付託されました案件は、議案２件

です。 

  審査のため、12月７日午前10時より、議員協

議会室において委員８名の出席の下、審査を行

いました。 

  初めに、議案第94号新庄市障がいのある人も

ない人も共に生きるまちづくり条例の一部を改

正する条例については、成人福祉課職員の出席

を求め、補足説明を受けた後、審査を行いまし

た。 

  審査に入り、委員からは、今回の改正に至っ

た経緯についての質疑がありました。成人福祉

課からは、今回の改正は、国の法律の改正に伴

うものであるとの説明がありました。 

  また、他の委員からは、市民の方への周知は

どのように考えているかとの質疑がありました。

成人福祉課からは、ホームページ等を活用し広

報していきます。また、各種イベント等でも随

時広報していきたいとの説明がありました。 

  また、他の委員からは、事業者に対する補助

などを考えているかとの質疑がありました。成

人福祉課からは、今回の改正の内容は、あくま

でも理念的なものであり、事業者にとっても負

担にならない程度の対処をお願いするものであ

るため、補助等は今のところは考えていないと

の説明がありました。 

  その他、相談体制の強化についての質疑があ

りましたが、採決の結果、議案第94号について

は、全員異議なく原案のとおり可決すべきもの

と決しました。 
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  続いて、議案第95号新庄市国民健康保険税条

例の一部を改正する条例については、健康課の

職員の出席を求め、補足説明を受けた後、審査

を行いました。 

  審査に入り、委員からは、単胎の方の場合、

令和６年１月に出産された方は３か月分の減額

となり、２月以降に出産された方は４か月分の

減額になるということかとの質疑がありました。

健康課からは、出産月について、令和６年１月

に出産された方は、12月が該当しないため３か

月分となり、２月に出産された方は、１月から

４月までの４か月分の減額ということになると

の説明がありました。 

  また、他の委員からは、議決後の具体的な取

扱いはどうなるのかとの質疑がありました。健

康課からは、現在把握している方に対しては、

個別に案内の通知をし、申請していただきたい

と考えている。出産予定の６か月前から申請が

可能となるので、母子手帳交付の際に案内をし、

出産後の申請も可能であることから、申請され

ていない方には、出生届の際に市民課と連携し

て、漏れのないように対応していきたいとの説

明がありました。 

  その他、影響額と該当する人数の見込みにつ

いての質疑がありましたが、採決の結果、議案

第95号については、全員異議なく原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

  以上で、産業厚生常任委員会に付託されまし

た案件の審査の経過と結果についての報告を終

わります。よろしくお願い申し上げます。 

佐藤卓也議長 それでは、ただいまの産業厚生常

任委員長の報告に対し、質疑に入ります。 

  初めに、議案第94号新庄市障がいのある人も

ない人も共に生きるまちづくり条例の一部を改

正する条例について質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第94号新庄市障がいのある人もない人も

共に生きるまちづくり条例の一部を改正する条

例については、委員長報告のとおり決すること

に御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第94号は委員長報告のとおり可決されまし

た。 

  次に、議案第95号新庄市国民健康保険税条例

の一部を改正する条例について質疑ありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第95号新庄市国民健康保険税条例の一部

を改正する条例については、委員長報告のとお

り決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第95号は委員長報告のとおり可決されまし
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た。 

 

 

日程第４議案第８７号令和５年度

新庄市一般会計補正予算（第４

号） 

 

 

佐藤卓也議長 日程第４議案第87号令和５年度新

庄市一般会計補正予算（第４号）を議題といた

します。 

  本件に関しましては、既に説明が終わってお

りますので、直ちに質疑に入ります。質疑あり

ませんか。 

９ 番（辺見孝太議員） 議長、辺見孝太。 

佐藤卓也議長 辺見孝太さん。 

９ 番（辺見孝太議員） 18ページ、８款６項１

目の除排雪費についてお伺いいたします。 

  ６億2,385万4,000円を増額補正として上げら

れておりますが、補正の金額としては大変大き

い金額だなと思って見ております。これは、当

初予算のほうを多くして、補正の金額をもう少

し小さくするということはできなかったんでし

ょうか、お伺いいたします。 

小関 孝財政課長 議長、小関 孝。 

佐藤卓也議長 財政課長小関 孝さん。 

小関 孝財政課長 ただいま議員から御指摘があ

りました件についてですけれども、当初予算の

編成に当たりまして、歳出に相当する歳入の、

何といいますか、用意立てる際に、この除排雪

経費というものは、若干当初抑えた金額での査

定となっております。まだ雪が降っていない、

これからどのぐらいかかるという見込みの額で

もありまして、今回に限らず毎年なんですけれ

ども、このような形で予算措置させていただい

ているということでございます。 

  以上です。 

９ 番（辺見孝太議員） 議長、辺見孝太。 

佐藤卓也議長 辺見孝太さん。 

９ 番（辺見孝太議員） 見込みでということな

んですが、この６億2,385万4,000円という金額

については、どういった仕組みで計算されてい

るんでしょうか、お伺いいたします。 

長沢祐二都市整備課長 議長、長沢祐二。 

佐藤卓也議長 都市整備課長長沢祐二さん。 

長沢祐二都市整備課長 除雪費の算定基準、基礎

というふうなことで御質問いただきました。 

  この今回の補正部分も加えた全体の金額につ

きましては、ここ５年間の平均を取った金額を

基準にして算定をしております。ただ、昨年、

一昨年と大きな除雪費かかっておりますので、

今回につきましても少し大きな金額になってい

ることは御理解いただきたいと思っております。 

  以上です。 

９ 番（辺見孝太議員） 議長、辺見孝太。 

佐藤卓也議長 辺見孝太さん。 

９ 番（辺見孝太議員） ５年間の平均というこ

とは、もう極端に少ないときも多いときも、今

年暖冬だとかということはあまり気にせずにな

らしているということでしょうか。 

長沢祐二都市整備課長 議長、長沢祐二。 

佐藤卓也議長 都市整備課長長沢祐二さん。 

長沢祐二都市整備課長 実際の計算式としまして

は、過去５年間のうちの最小の分と最大の分を

除いた３か年の平均としております。なので、

大きく変化する部分を除いた平均というふうな

ことで、今季の気候の状況というふうなところ

までは加味していないということで御理解いた

だければと思っております。 

  以上です。 

佐藤卓也議長 ほかにありませんか。 

４ 番（鈴木啓太議員） 議長、鈴木啓太。 

佐藤卓也議長 鈴木啓太さん。 

４ 番（鈴木啓太議員） 全部で３点あるんです

けれども、最初９ページの歳入の16款２項７目

の教育費県補助金の公立中学校可搬式冷房機器



- 114 - 

等導入支援事業費補助金についてです。歳出の

ほう、ちょっと分からなかったので、こちらで

質問させていただきますが、こちらについては

冷房機器は何台購入する予定なのかと、どの学

校に配置するのかを１点お伺いいたします。 

  そして、次が歳出の２款１項７目の企画費な

んですが、企画費の三世代同居等住宅取得助成

金についてです。こちらは、見込みが増えたの

で補正するというふうなことだったんですが、

三世代同居というのは実際増えているのかどう

か、お伺いしたいと思います。 

  ３点目ですが、21ページの10款５項２目の市

民プラザ費から10目のわくわく新庄費までの各

公共施設の修繕料に関して、こちらはどういっ

たところを修繕されるのかお伺いします。お願

いします。 

渡辺政紀教育次長兼教育総務課長 議長、渡辺政

紀。 

佐藤卓也議長 教育次長兼教育総務課長渡辺政紀

さん。 

渡辺政紀教育次長兼教育総務課長 それでは、私

のほうから歳入におけます県支出金、公立中学

校の可搬式冷房機器導入支援事業について御説

明申し上げます。 

  こちらにつきましては、歳出のほうにも載せ

ているところでございますけれども、市内の６

校ということで、すみません、市内の全部の５

つの中学校のうち、既にもうそういう可搬式の

冷房機器が入っている学校を除いた３校につき

まして、学校につきましては新庄中学校、八向

中学校、萩野学園にそれぞれ２台ずつ、計６台

の可搬式の冷房機を導入するというふうに考え

ているものでございます。 

  以上でございます。 

川又秀昭総合政策課長 議長、川又秀昭。 

佐藤卓也議長 総合政策課長川又秀昭さん。 

川又秀昭総合政策課長 それでは、私のほうから

三世代同居の住宅取得助成金についてですけれ

ども、三世代同居につきましては、今年度新規

でというふうなことで、当初予算で、新規事業

ということでどれぐらい来るか分からないとい

う部分もあったものですから、540万円ほど当

初予算で措置をしていただいた中で、これまで

交付済額が、同居と、あと直線で１キロ以内と

いうふうな部分で近居というふうな捉え方でし

ておりますけれども、合わせて５件ほど今現在

交付済みになっております。今後、既にこのほ

か11件ほど事前相談に来ているところもありま

して、そういった部分と、あとそれ以外で追加

で来る分を見込んだ形で、今回補正予算という

ことで上げさせていただいているわけですけれ

ども、議員御質問の、増えているのかというふ

うな部分につきましては、新規事業ということ

もあって、なかなか比べる対象というふうなと

ころがないというところが現実なんですけれど

も、今まで若者住宅ということで、年齢的に若

い世代が建てると30万円とか、いわゆるばらま

き的な補助でやって2,500万円ぐらい使ってい

たというふうなところを、今回三世代というふ

うなところで目的を持った形で組み替えている

わけですけれども、今後引き続き継続して実施

していく中で、どれだけ需要があるのかという

ふうなところは検証しながら実施していきたい

というふうに考えております。現時点ではその

ような状況になっております。よろしくお願い

します。 

伊藤幸枝社会教育課長 議長、伊藤幸枝。 

佐藤卓也議長 社会教育課長伊藤幸枝さん。 

伊藤幸枝社会教育課長 それでは、私のほうから

21ページ、市民プラザ以降の修繕料について説

明をさせていただきます。 

  市民プラザにおきましては、音楽室、コミュ

ニティールーム等空調機が各部屋にございます

が、そこの隠蔽型ファンコイルの修繕費用とし

て計上させていただいております。 

  続きまして、地区公民館の修繕料についてで
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すが、こちらは萩野地区公民館の浄化槽のモー

ターブロワーチャンバーブロック交換修繕と、

照明器具の交換修繕費となっております。 

  続きまして、市民文化会館の修繕料について

ですが、非常用発電装置、こちらのほうの空気

槽の漏れがありましたので、こちらの修繕料を

計上させていただいております。 

  図書館が抜けました、すみません。図書館の

修繕料につきましては、第一講座室、こちらも

同じように空調のファンコイルユニットの交換

修繕となっております。 

  続いて、22ページの雪の里情報館、こちらは

同じく空調なんですが、冷温水発生機の真空漏

れがございましたので、そちらの修繕というこ

とで計上をさせていただいております。 

  最後になりますが、わくわく新庄につきまし

ては、玄関の埋め込み式の誘導灯、こちらのほ

うが切れてしまいましたので、こちらの交換修

繕ということで計上をさせていただいておりま

す。 

  以上です。 

４ 番（鈴木啓太議員） 議長、鈴木啓太。 

佐藤卓也議長 鈴木啓太さん。 

４ 番（鈴木啓太議員） 企画費の三世代同居の

ほうについては、三世代同居と近居だったらど

ちらのほうが申請が多いのかというのを再度お

伺いしたいのと、目的を持った制度に組み替え

たというふうなことでしたので、今後しばらく

は三世代を増やすような形で施策を進めていく

のか、こちら再度お伺いします。 

  それと、公共施設のほうについてですが、先

日会派のほうで視察をさせていただいたんです

けれども、やはりどの施設も施設が老朽化して、

今おっしゃったような空調だったり照明だった

りというのが非常に老朽化している状況を確認

してきました。ちょっと今回一気にというのは

難しいと思うんですけれども、今後この公共施

設の在り方については、総量的にはまずは、こ

ちらの施設は現状維持して、その上で維持管理

していくような方向で考えているのかお伺いし

ます。 

川又秀昭総合政策課長 議長、川又秀昭。 

佐藤卓也議長 総合政策課長川又秀昭さん。 

川又秀昭総合政策課長 三世代同居の、同居と近

居どちらが多いのかというふうな御質問ですけ

れども、三世代同居の補助金につきましては、

新たに同居した場合は100万円、既に今現在同

居している方が、また別なところに建てて同居

するという同居から同居の場合は、半額の50万

円ということになっています。近居につきまし

ても、新たに親の近くに住む場合は30万円です

けれども、今現在近くに住んでいる方が、また

同じように近くに住む場合は、半額の15万円と

いう形になっております。 

  今現在、同居から同居というふうなところが

２件、近居から近居というところが１件になっ

ております。新たに親の近くに住んだという方

が２件というふうな形になっております。こち

らにつきましては、もうしばらく継続させてい

ただいて、新規で三世代同居、あるいは新規で

親元の近くに住むという方が増えていけば、そ

れなりに効果があるものというふうに見込んで

おりますので、まだ初年度というふうなことに

なりますので、いましばらく継続していきたい

というふうに考えております。よろしくお願い

いたします。 

伊藤幸枝社会教育課長 議長、伊藤幸枝。 

佐藤卓也議長 社会教育課長伊藤幸枝さん。 

伊藤幸枝社会教育課長 うちのほうで社会教育関

係の施設を管理させていただいておりますが、

やはり議員御指摘のとおり、30年、40年経過し

ている中で、もう本当に壊れたら直すみたいな

状況が続いております。ただ、長寿命化計画を

立てまして、今のところは直しながら使ってい

くというふうな形で修繕を進めております。 

  今後も、ＬＥＤ化、それから空調の改修、こ
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ういったところを計画的に進めてまいる予定で

はありますが、将来的には施設全体の総量の見

直しといったところも、全庁的に考えていかな

ければならないのではないかというふうに考え

ております。 

  以上です。 

４ 番（鈴木啓太議員） 議長、鈴木啓太。 

佐藤卓也議長 鈴木啓太さん。 

４ 番（鈴木啓太議員） 公共施設等総合管理計

画を見ますと、令和７年度まで５％削減、建物

系施設の総量を削減というふうにありますので、

施設の統廃合も今後検討が必要ではないかなと

思いますが、現時点ではこの公共施設について

は、今おっしゃったように維持管理していくと

いうことでよろしいか、再度お伺いします。 

小関 孝財政課長 議長、小関 孝。 

佐藤卓也議長 財政課長小関 孝さん。 

小関 孝財政課長 それでは、公共施設の総合管

理計画についてお話が出ましたので、お答えさ

せていただきたいと思います。 

  まず、施設の維持管理、修繕、更新の実施方

針としまして、原則として単独の施設整備は行

わずに、既存施設との統廃合や複合化、集約化

を行うこととしまして、総量の縮減に努めると

いうふうに定めております。ただ、その複合化、

統廃合ということでございますが、市民のニー

ズ調査ですとか、どのぐらいの利用があって、

どのぐらいのコストがかかって、そういったこ

とを詳細に分析する必要がありますし、今すぐ

にどこの施設を統廃合、集約化という話にはな

らないと思っております。 

  ただし、施設の利用状況ですとか、損傷によ

る影響度を考慮しまして、計画的な保全の対象

とする施設を特定して、損傷が発生してから修

繕を行う、今までは事後の保全だったんですけ

れども、計画的にその保全や改修を行う計画的

保全へと転換を図っているところでおりまして、

今後市民のニーズ調査ですとかコスト的なもの

を含めまして、長期的に考えていきたいなとい

うふうに考えておるところでございます。 

  以上です。 

佐藤卓也議長 ほかにありませんか。 

７ 番（山科春美議員） 議長、山科春美。 

佐藤卓也議長 山科春美さん。 

７ 番（山科春美議員） ２点についてお伺いい

たします。 

  １つ目なんですけれども、予算書９ページの

18款１項４目の健康増進事業寄附金ということ

で91万3,000円があると思うんですけれども、

こちらは寄附金ということだったんですけれど

も、寄附金を予算化したものということである

と思うんですけれども、こちらの寄附というの

はふるさと納税からなんでしょうか。あと、ど

ういった事業に使っていくのか教えていただき

たいと思います。 

  あと、もう一つなんですけれども、ちょっと

可搬式冷房機器のことで、補正予算書の10款３

項１目のところなんですけれども、先ほど鈴木

議員からもお話があったと思うんですが、熱中

症対策として可搬式冷房機器を購入するという

ことで、５つの学校のうちの３校、２台ずつと

いうことだったんですけれども、こちらは広い

体育館でどのような使い方をするのか。また、

今年の夏は本当に猛暑で、指数計の基準に達す

ると体育ができないような形になっていたので

したけれども、そういったところを教えていた

だけるとありがたいです。 

佐藤朋子健康課長 議長、佐藤朋子。 

佐藤卓也議長 健康課長佐藤朋子さん。 

佐藤朋子健康課長 私のほうから、寄附金歳入の

用途を含めた御質問をいただきましたので、お

答えいたします。 

  本市と健康づくり増進事業に関する連携協定

を結ばせていただいております明治安田生命保

険相互会社様から、11月に健康づくりのために

という用途で御寄附を頂いたものでございます。
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歳出の15ページに、４款１項４目健康増進費の

消耗品費として計上させていただいております

が、健康づくりに関する各種事業の啓発、用品

等に充てさせていただき、活用してまいりたい

と考えております。 

  以上でございます。 

渡辺政紀教育次長兼教育総務課長 議長、渡辺政

紀。 

佐藤卓也議長 教育次長兼教育総務課長渡辺政紀

さん。 

渡辺政紀教育次長兼教育総務課長 可搬式の使い

方といたしまして、広い体育館そのものを冷や

すことはできないものになっているかと思って

おります。一部的にその機械を置いて、その周

りにまず集まった中で、少しクールダウンする

ような形になるかと思っております。 

  また、熱中症対策の中で、やはりこの暑い、

本当に熱中症指数が上がっているような中では、

活動そのものをどうするかという判断をしなが

ら対応していかなければいけないかと思ってお

ります。 

  また、活動する中で、必要なことがあれば、

学校においては普通教室においてエアコンを設

置しておりますので、どうしてもそのような対

策が必要な場合は、体育の活動の後に、そうい

う普通教室などでクールダウンしていただくと

いうこともできるのかなと考えているとこであ

ります。 

  以上でございます。 

７ 番（山科春美議員） 議長、山科春美。 

佐藤卓也議長 山科春美さん。 

７ 番（山科春美議員） 健康増進事業費寄附金、

明治安田生命からの寄附金だということで、分

かりました。本当にありがたいことだなと思い

ます。ありがとうございます。 

  あと、可搬式の冷房機器ということで、１か

所に置いてクールダウンするものということで、

分かりました。 

  あと、こちらの購入は、県の支出金というこ

となんですけれども、県で指定されたものを購

入するのか、それとも地元の業者を使って購入

するのか、教えていただきたいです。 

渡辺政紀教育次長兼教育総務課長 議長、渡辺政

紀。 

佐藤卓也議長 教育次長兼教育総務課長渡辺政紀

さん。 

渡辺政紀教育次長兼教育総務課長 こちらにつき

ましては、何種類かメーカーとか出ております

ので、別に県のほうからの指定はございません

ので、こちらの中で用途に合ったものを発注し

て購入していきたいと。市内営業所中心になる

かと思いますけれども、していきたいと考えて

いるところでございます。 

佐藤卓也議長 ほかにありませんか。 

２ 番（亀井博人議員） 議長、亀井博人。 

佐藤卓也議長 亀井博人さん。 

２ 番（亀井博人議員） 17ページについてお願

いします。７款１項３目の観光費の中の、１つ

目が新庄まつり実行委員会負担金130万円の増

額補正について、２つ目が観光地域づくり推進

事業費の減額で378万4,000円、この２つについ

てお願いします。 

小関紀夫商工観光課長 議長、小関紀夫。 

佐藤卓也議長 商工観光課長小関紀夫さん。 

小関紀夫商工観光課長 それでは、亀井議員の御

質問にお答えいたします。 

  まず、新庄まつり実行委員会の負担金の増額

の分でございますが、こちらのほう今年度通常

開催ということで、４年ぶりにアビエスの有料

観覧席のほうも販売させていただいて、その収

入も実行委員会の予算のほうに歳入として計上

させていただいておったんですが、この猛暑も

ありますし、それからコロナ後で、やはり旅行

形態が徐々に変わってきているというような部

分がございます。それで、当初予定してござい

ましたアビエスの有料観覧席の分の販売実績が
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やはり思わしくなく、全体として赤字の決算見

込みという形になってございます。そのため、

先日３回目の実行委員会も開催させていただい

て、その中で決算見込みを出していただいたん

ですが、約130万円ほどの赤字が出るという見

込みでしたので、こちらのほう負担金の増額と

いうことで対応させていただきたいというふう

に考えてございます。なお、こちらのほうの財

源につきましては、まつり振興基金のほうから

手当てをする予定でございます。 

  あと、もう一つ、観光地域づくり推進事業費

ですが、こちらのほう地域おこし協力隊のほう

を活用いたしまして、主に新庄まつりでありま

したり、それから観光協会の支援のほうに充て

たいというふうな事業で、毎年こちらの予算の

ほうを計上してございますが、やはりそういう

人材がなかなか応募していただけない、見つか

らないということで、今回全額のほうを減額補

正させていただいたという形になってございま

す。 

  以上でございます。 

２ 番（亀井博人議員） 議長、亀井博人。 

佐藤卓也議長 亀井博人さん。 

２ 番（亀井博人議員） 終わります。 

佐藤卓也議長 ほかにありませんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

佐藤卓也議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 14ページの４款１項１

目で、医療機関等物価高騰等対策支援金650万

円の内容についてお願いします。 

  また、２つ目は、15ページの４款１項６目で、

御堀端公衆便所改築設計業務委託料がマイナス

217万8,000円となっていますが、委託ができな

くなったのか、その内容、理由、お願いします。 

  16ページの６款１項３目で、魅力ある園芸や

まがた所得向上支援事業費補助金88万7,000円

の内容についてお願いします。 

  それから、15ページですが、４款２項２目で

容器包装リサイクル事業費で、この内容が支障

木伐倒業務委託料127万5,000円とありますが、

この容器包装リサイクル事業費との関係はどう

いうことなのかなと思ったのでお願いします。 

  以上です。 

佐藤朋子健康課長 議長、佐藤朋子。 

佐藤卓也議長 健康課長佐藤朋子さん。 

佐藤朋子健康課長 それでは、最初に御質問いた

だきました医療機関等物価高騰対策支援金の内

容につきまして御説明いたします。 

  こちらは、物価高騰に伴います医療機関にお

ける光熱費等の掛かり増し経費に対する支援金

でございます。内容としましては、令和５年10

月１日現在で開設している新庄市内の医療機関

に対して支援を行うものでございます。有床病

院50万円、診療所10万円、歯科診療所10万円、

調剤薬局５万円、合計70か所に対する支援金と

なっております。 

  以上でございます。 

岸 聡環境課長 議長、岸 聡。 

佐藤卓也議長 環境課長岸 聡さん。 

岸 聡環境課長 ２点御質問いただきました。 

  まず、最初に御堀端公衆便所の設計業務委託

料でございます。こちらにつきましては、公衆

便所、順々に改築してございまして、令和４年

度に横町の公衆便所、改築いたしました。その

次に古い御堀端の公衆便所を次に改築するとい

うことで、今年度設計業務ということで予算計

上させていただいたところです。 

  こちらの場所につきましては、最上公園内、

老人福祉センターの隣にある公衆便所でござい

ます。今現在、中部保育所の改築で、あそこの

ところで最上公園内に用地として行って、今発

掘等も行っておりますけれども、あそこら辺の

最上公園、これからどういうふうに整備してい

くかということにつきまして、今現在都市整備

課のほうにおいて検討を重ねているところでご

ざいます。そちらの敷地内に建てるものでござ
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いますので、まずそちらと整合性を図る必要が

あるだろうということで、設計の発注に向けま

していろいろ協議を重ねておりましたが、まず

そちらが固まってからゆっくりやってもよろし

いのではないかと。トイレにつきましては、構

造設備等まだ不具合等発生しておりませんので、

そちらのほうを鑑みまして、今回は予算のほう

を落とさせていただいたところでございます。 

  続きまして、支障木伐倒業務委託でございま

すが、こちらの業務委託の場所といたしまして

は、今現在リサイクルトレーの分別を行ってお

りますたんぽぽ作業所、こちらの場所になりま

す。８月に、さきの議会におきまして鈴木法学

議員に質問いただきましたけれども、その際御

説明しました浄化槽の修繕を市のほうで行った

わけですけれども、その結果、その敷地内にあ

ります杉の木が大変大きく育っておりまして、

そちらの根が浄化槽のほうに悪影響を及ぼして

いたということが分かったものですから、この

まま放置いたしますと、浄化槽、建物にさらな

る影響があるということで、今回伐採したいと

いうことでの予算計上でございます。 

  以上です。 

柏倉敏彦農林課長 議長、柏倉敏彦。 

佐藤卓也議長 農林課長柏倉敏彦さん。 

柏倉敏彦農林課長 予算書の16ページ、６款１項

３目農業振興費の魅力ある園芸やまがた所得向

上支援事業費補助金について御質問いただきま

した。 

  こちらについては、県のほうから新たに内示

を受けた事業でございまして、事業内容としま

しては、園芸用ハウスの外張りの被覆資材、こ

ちらを暖房効率の高い被覆資材に変えるという

ような事業でございます。全部で14棟分の外張

り資材を変えるというもので、事業費について

は88万7,000円というようなことでございます。 

  以上であります。 

佐藤卓也議長 ほかにありませんか。 

１４番（山科正仁議員） 議長、山科正仁。 

佐藤卓也議長 山科正仁さん。 

１４番（山科正仁議員） よろしくお願いします。 

  ページ数ですが、最初ページ数と款項目だけ

言いますので、８ページ総務費国庫補助金、15

款２項１目です、地方創生臨時交付金。それか

ら、歳出になると、それと対比するもので、12

ページの２款３項１目の戸籍住民基本台帳費に

ついてと、この中のマイナンバーカードの氏名

の振り仮名を振るというふうな点です。あと、

18ページになりますが、先ほど当会派の同僚議

員からありましたけれども、除排雪費８款６項

１目です。それから、19ページの歳出の10款１

項３目の教育指導費ですね、この４点について

質問させていただきます。 

  最初になりますけれども、先ほど出ました８

ページですが、マイナンバーカード、この氏名

に振り仮名を記載するためにシステムの改修が

必要だという点の予算計上、補正予算というこ

とをお聞きしましたが、以前から振り仮名が当

然追加されていなかったという現状だと思いま

す。そのときのデメリット、それから、これか

らその振り仮名を記載するに当たって、どのよ

うな住民へのメリットを考えているのかと、そ

れがまず１点でございます。 

  それから、先ほど出ました除排雪費、こちら

はかなり大きな補正ということで、同僚議員も

質問申し上げましたが、私のほうは、除雪とい

うものの本来的な目的について、補正に対する

予算としてどのような絡みがあるのかという点

を質問いたしますが、まず御存じのとおり、除

雪というのは積雪の予測から始まって、現状、

その情報の発信もしなきゃならないと。それを、

しかも住民にしっかりと迅速に伝えなきゃいけ

ないという、まず一つの行政としての対応が必

要だと。あとは、現実的に道路、それから歩道

等の除雪をするに当たっても、いろんな意味で

管理者、国道もあれば県道もあればという点に
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なりますので、その除排雪をどうするかという

ふうな連携も必要かと思います。あと、子供た

ちの通学に関してもいろんな影響を与えるとい

うのが一番大きな問題が除雪であると思います。

つまり、これ住民の協力も必要だということで、

やはり柔軟に最優先で対応しなきゃならないと

いうふうな予算計上しなきゃならないと思って

おりますが、今回この６億数千万円の予算計上

に対して、内部的にこのような、今私が申し上

げた点の課題点も全て含めて、果たして対応し

ているのかという点。ただ単に、例年どおりの

予算であるから、この大きな数字をぽんと出す

だけではなくて、実際どのように対応していく

のかと、そういう課題がいっぱいあると思うん

です。例年、今年少なければ、ちょっと喉元過

ぎる感じで終わってしまうのかなという気もし

ますが、例えば空き家があって、その空き家の

前の除雪をどうするかというふうな点も、いろ

んな地域で問題なっておりますので、その内部

的な対応をどう考えているのかという点をお聞

きしたいと思います。 

  あと、次が19ページの教育指導費になります

が、このたび小学校教科書の改訂という点が上

がっております。この改訂は、やはり国の文科

省のほうの指導が大きいという点はあるとは思

いますが、やはり教科書の改訂というのは簡単

に済む問題ではないと思っておりまして、小学

生の児童生徒の教育の在り方も変わってくるの

かなという点で、非常に重要な案件だと思いま

す。当然ながら、今ＩＣＴ化も進んできまして、

教育現場で、教科書が簡単に変わったからとい

って、ＩＣＴ化とすぐ相通じるものがあるのか

なと、教員の方々の苦労が非常に大きくなるの

ではないかなという点も考えております。その

点考慮しまして、今後小学生の子供たちに、こ

の現代に即した知識を習得させるために、どの

ような改訂点があって、その改訂する背景、そ

れからその改訂するに当たって、恐らく問題点

もあろうかと思いますので、その辺の回答をお

願いいたします。 

  以上お願いします。 

伊藤リカ市民課長 議長、伊藤リカ。 

佐藤卓也議長 市民課長伊藤リカさん。 

伊藤リカ市民課長 私のほうからは、マイナンバ

ーカードのローマ字表記、こちらに係るシステ

ム改修業務委託料についての御質問をいただき

ました。これに関するメリットデメリットとい

う御質問でございましたが、まずは、マイナン

バーカードのほうに、今現在ローマ字表記がな

いわけですけれども、こちらに対して、住民の

方から御指摘とか苦情といったものは、今のと

ころは特に聞かれておりませんが、マイナンバ

ーカードのこちらのローマ字表記に関しては、

そもそもとしては戸籍のほうに振り仮名を振る

というところから始まっているものでございま

して、今現在は住民票にも振り仮名というもの

は振られていないんですけれども、住民基本台

帳上に振り仮名を振らなければいけないという

ことが今のところはなかったわけですけれども、

今後、戸籍のこの改正によりまして、戸籍の振

り仮名、そしてその住民票の振り仮名、全て統

一されることになります。こちらがまたマイナ

ンバーカードのほうにもローマ字表記されると

いうことになりますので、こういったことから、

御本人の読み方、お名前の読み方ですね、こち

らのほうが統一的に記載されるということにな

りますので、これまで読みにくい漢字などがご

ざいました方については、そういった統一的に、

そういった証明書に振り仮名が振られるという

ことになりますので、その点については非常に

メリットがあるのかなというふうに考えており

ます。 

  以上です。 

長沢祐二都市整備課長 議長、長沢祐二。 

佐藤卓也議長 都市整備課長長沢祐二さん。 

長沢祐二都市整備課長 除雪費に関しての御質問
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をいただきました。 

  議員おっしゃいましたように、雪対策としま

しては、これまでも冬季間の市民生活また経済

活動の円滑な運営、生活に向けて取り組んでき

たところでございます。その中でも、大きく課

題も取り上げられているところでございますが、

実際に道路除雪に関しましては、毎年業者との

実績を踏まえてヒアリングを行わせていただい

て、課題等の抽出を行った上で、次期シーズン

に向けての対策を講じながらローリングしてい

くというふうな形での対応を組んでいるところ

でございます。 

  また、国県も含めての道路除雪の体制づくり

というふうなことでございますが、こちらにつ

きましても、国と県と市と合わせまして除雪の

連絡会議等を行った上で、それぞれの状況も踏

まえながら連携して取り組んでいくというふう

なことも毎年行わせていただいているところで

す。 

  そのような中で、道路除雪、毎年のような形

で協力の企業の御協力もいただきながら、新庄

市の除雪は大変きれいだというふうなことでお

褒めの言葉もいただきながら、自負を持って除

雪を行っているところでもあります。ただ、一

つだけ課題として大きな部分としまして、住民

の高齢化とのことも踏まえての、間口の除雪に

関係するもの、また屋敷内の除雪に関するもの、

この対応については、当然行政側だけで対応が

できるものではありませんし、住民の御協力、

また地域の皆様方の御協力もいただきながら進

めていかなければならないというふうなことも

ございます。このようなことも、関係機関と集

まって協議を行っている機関もございまして、

その中でも市の共助に係る部分の検討を現在も

進めているところでありますが、これにつきま

しても、今後いろいろな先進事例も含めて検討

しながら、よりよい新庄市の生活づくりという

ふうなことで取り組んでいきたいと思っており

ますので、御協力と御理解をいただきたいと思

っているところでございます。よろしくお願い

いたします。 

杉沼一史学校教育課長 議長、杉沼一史。 

佐藤卓也議長 学校教育課長杉沼一史さん。 

杉沼一史学校教育課長 それでは、私のほうから、

教育費、図書購入費について御説明申し上げま

す。 

  先ほど、議員のほうからもお話しいただきま

したように、４年に１度の教科書改訂に基づき

まして、来年度令和６年度より小学校の教科書

が改訂されます。それに基づきまして、教職員

用の教科書、また教員用のその指導書というも

のが必要となります。現在、教科書につきまし

ては、デジタル教科書等も普及してまいりまし

て、教員の指導書につきましてもデジタル化さ

れたりしておりますので、年々ちょっと金額的

には上がっているところがございます。また、

物価高騰等によりまして、これまでよりも単価

が上がっているということもあり、このような

金額となっているところでございました。 

  そういった中で、先ほど議員から御指摘いた

だきました、この新しい教科書のＩＣＴとの関

係性とか、そういった特徴についてのお話でご

ざいますが、お話しいただきましたとおり、こ

のたびの教科書改訂に伴いまして、新しい教科

書には、それぞれの教科の教科書にＱＲコード

などがついております。これについては、児童

生徒一人一人が自由に、タブレット１人１台ご

ざいますので、タブレットを使いながらＱＲコ

ードを見て、そこから資料を自分で読み取ると

いうことができるようになっております。その

ような形で、非常にＩＣＴとの連携というもの

が重視されているところがございました。 

  それで、このたびの改訂に伴います教科書採

択の会議におきましては、各教科ごとに調査委

員が、現在の新庄最上地区の子供たちの状況で

すとか、そういったＩＣＴを活用する際に使い



- 122 - 

やすい教科書はどれかということで、しっかり

とそれぞれの教科書を調査したというふうにお

聞きしております。その後、採択委員によりま

して、調査結果を基にいたしまして、今現在の

子供たちがこれから教科書を使う上で、学力向

上に一番有効なものはどれかということで採択

したというふうに報告を受けているところでご

ざいました。よろしくお願いいたします。 

佐藤卓也議長 ほかにありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 ほかに質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第87号令和５年度新庄市一般会計補正予

算（第４号）は、原案のとおり決することに御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第87号は原案のとおり可決されました。 

  ただいまから10分間休憩いたします。 

 

     午前１０時５８分 休憩 

     午前１１時０８分 開議 

 

佐藤卓也議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

日程第５議案第８８号令和５年度

新庄市国民健康保険事業特別会計

補正予算（第１号） 

 

 

佐藤卓也議長 日程第５議案第88号令和５年度新

庄市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１

号）を議題といたします。 

  本件に関しましては、既に説明が終わってお

りますので、直ちに質疑に入ります。質疑あり

ませんか。 

２ 番（亀井博人議員） 議長、亀井博人。 

佐藤卓也議長 亀井博人さん。 

２ 番（亀井博人議員） 27ページの下のほうで

す。２款２項１目一般被保険者高額療養費の増

額補正について、１億2,566万円ほどの補正に

なっておりますけれども、どのような内容かお

願いいたします。 

佐藤朋子健康課長 議長、佐藤朋子。 

佐藤卓也議長 健康課長佐藤朋子さん。 

佐藤朋子健康課長 それでは、一般被保険者高額

療養費、増額理由についてお答えいたします。 

  その上の段の療養給付費の増額にも関連する

理由でございますが、やはり医療の高度化と、

あとは昨年度からのコロナの受診控えの反動と

いうものがあると思っております。また、疾病

面では、今年春からインフルエンザの流行によ

る医療費が増加しております。さらに、11月か

らもまた冬季のインフルエンザが流行しており

ますので、そうした増加等を踏まえて増額とし

ております。 

  また、制度面では、昨年４月から不妊治療助

成に関して、不妊治療費が保険適用となり、高

額療養費も対象となったということも、そうい

った要因も含まれているかと推定しております。 

  以上でございます。 

２ 番（亀井博人議員） 議長、亀井博人。 

佐藤卓也議長 亀井博人さん。 

２ 番（亀井博人議員） 終わります。 

佐藤卓也議長 ほかにありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 
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佐藤卓也議長 ほかに質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第88号令和５年度新庄市国民健康保険事

業特別会計補正予算（第１号）は、原案のとお

り決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第88号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第６議案第８９号令和５年度

新庄市介護保険事業特別会計補正

予算（第２号） 

 

 

佐藤卓也議長 日程第６議案第89号令和５年度新

庄市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）

を議題といたします。 

  本件に関しましては、既に説明が終わってお

りますので、直ちに質疑に入ります。質疑あり

ませんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

佐藤卓也議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 35ページの８款２項１

目で、介護保険給付費準備基金繰入金206万

6,000円が載っております。この後、介護保険

給付費準備基金は幾らになっているのでしょう

か。 

佐藤卓也議長 暫時休憩します。 

 

     午前１１時１２分 休憩 

     午前１１時１３分 開議 

 

佐藤卓也議長 休憩を解いて再開いたします。 

横山 浩成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、横

山 浩。 

佐藤卓也議長 成人福祉課長兼福祉事務所長横山 

浩さん。 

横山 浩成人福祉課長兼福祉事務所長 基金残高

という御質問でございますが、現在、今回プラ

ス、増額補正ということでさせていただいてお

りますが、残額としては４億2,000万円ほどに

なっております。 

  以上です。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

佐藤卓也議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 現在、８期の最後の年

になっているわけです。介護保険法の129条３

項では、３年を通じて財政の均衡を保つことが

できるようにしなければならないとされており

ます。そういう意味では、今８期目の３年目に

なっておりまして、この基金残高４億2,000万

円は取り過ぎた保険料と見るべきではないかと

思います。それは、第１号保険者、介護保険料

総額の何％ぐらいになると見ているでしょうか。 

横山 浩成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、横

山 浩。 

佐藤卓也議長 成人福祉課長兼福祉事務所長横山 

浩さん。 

横山 浩成人福祉課長兼福祉事務所長 第８期の

３期目で保険料を取り過ぎているのではないか

という御指摘がございますが、皆さん御存じの

とおり、昨年コロナ禍で、介護保険事業所、ク

ラスターが発生したり、休止状態でしたり、閉

鎖ということがございましたので、利用控えも

ございました。そのため、どうしても給付費が

伸びなかったということで、残額として残って
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いるわけでございます。ですので、決して８期

で介護保険料を取り過ぎたということではない

と認識しております。 

  また、残りの何割かということで、保険料の

何割かという質問でございますが、今現在ちょ

っと手元に詳しい資料ございませんので、持ち

合わせていないのでちょっとお答えできないん

ですが、パーセンテージとしても、保険料のパ

ーセンテージは全体の給付費のうちから定めら

れているパーセンテージで保険料を算出してい

ますので、その辺御理解いただきたいと思いま

す。 

  以上でございます。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

佐藤卓也議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 最近のコロナ禍などが

あって、利用控えがあったために、計画よりも

利用が広がらずに、このように基金が残ったと

いうことでした。しかし、介護保険の法律上は、

３年で基金はゼロになるように設定されており

まして、その基金は本来はその期の被保険者に

返還すべき性格のものだと思います。しかし、

技術的には困難と言われており、次の３年間の

歳入に回し、その分の介護保険料の引下げに使

うべきものではないでしょうか。平成20年の５

月の国会及び内閣に対する報告で、会計検査院

法第30条の２の規定で、報告書がそのように出

ております。そういう意味では、今度来年から

９期ということになりますが、この多くなった

基金をなるべく保険料の引下げに回せるものと

考えますが、そのような努力をする気持ちはあ

るかどうかお聞きします。 

横山 浩成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、横

山 浩。 

佐藤卓也議長 成人福祉課長兼福祉事務所長横山 

浩さん。 

横山 浩成人福祉課長兼福祉事務所長 基金を来

年度から始まる第９期の保険料に回す努力はと

いう御質問でございますが、確かにこういう基

金は有効に使わせていただきたいと考えており

ます。極力、市としても高齢者の方への負担は

避けたいと考えておりますので、現在第９期の

保険料算定作業を進めておりますので、御理解

いただければと思います。よろしくお願いしま

す。 

佐藤卓也議長 ほかにありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 ほかに質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第89号令和５年度新庄市介護保険事業特

別会計補正予算（第２号）は、原案のとおり決

することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第89号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第７議案第９０号令和５年度

新庄市水道事業会計補正予算（第

２号） 

 

 

佐藤卓也議長 日程第７議案第90号令和５年度新

庄市水道事業会計補正予算（第２号）を議題と

いたします。 

  本件に関しましては、既に説明が終わってお

りますので、直ちに質疑に入ります。質疑あり
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ませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第90号令和５年度新庄市水道事業会計補

正予算（第２号）は、原案のとおり決すること

に御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第90号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第８議案第９１号令和５年度

新庄市下水道事業会計補正予算

（第３号） 

 

 

佐藤卓也議長 日程第８議案第91号令和５年度新

庄市下水道事業会計補正予算（第３号）を議題

といたします。 

  本件に関しましては、既に説明が終わってお

りますので、直ちに質疑に入ります。質疑あり

ませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第91号令和５年度新庄市下水道事業会計

補正予算（第３号）は、原案のとおり決するこ

とに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第91号は原案のとおり可決されました。 

  暫時休憩いたします。 

 

     午前１１時２２分 休憩 

     午前１１時３５分 開議 

 

佐藤卓也議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

日 程 の 追 加 

 

 

佐藤卓也議長 追加案件が出ておりますので、こ

こで議会運営委員長の報告を求めます。 

  議会運営委員長八鍬長一さん。 

   （八鍬長一議会運営委員長登壇） 

八鍬長一議会運営委員長 それでは、議会運営委

員会における協議の経過と結果について報告申

し上げます。 

  先ほど、午前11時24分から議会運営委員６名

出席の下、執行部から総務課長、関係課長並び

に議会事務局職員の出席を求めて議会運営委員

会を開催し、本日の本会議における議事日程の

追加について協議をしたところであります。 

  協議の結果、議案第100号新庄市一般職の職

員の給与に関する条例等の一部を改正する条例

について及び議案第101号新庄市会計年度任用
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職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を

改正する条例についての議案２件、議案第96号

令和５年度新庄市一般会計補正予算（第５号）

から議案第99号令和５年度新庄市下水道事業会

計補正予算（第４号）までの補正予算４件を本

日の議事日程に追加することにいたしました。 

  以上、よろしくお取り計らいくださいますよ

うお願い申し上げ、議会運営委員会における協

議の経過と結果についての報告といたします。 

佐藤卓也議長 お諮りいたします。 

  ただいま議会運営委員長から報告がありまし

た議案２件、補正予算４件を本日の議事日程に

追加することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

議案２件、補正予算４件を本日の議事日程に追

加することに決しました。 

  ここで、追加日程を配付するため、暫時休憩

いたします。 

 

     午前１１時３９分 休憩 

     午前１１時４０分 開議 

 

佐藤卓也議長 休憩を解いて再開いたします。 

  それでは、追加日程に入ります。 

 

 

日程第９議案第１００号新庄市一

般職の職員の給与に関する条例等

の一部を改正する条例について 

 

 

佐藤卓也議長 日程第９議案第100号新庄市一般

職の職員の給与に関する条例等の一部を改正す

る条例についてを議題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山科朝則さん。 

   （山科朝則市長登壇） 

山科朝則市長 それでは、私より議案第100号新

庄市一般職の職員の給与に関する条例等の一部

を改正する条例について御説明申し上げます。 

  本案は、山形県人事委員会勧告を勘案し、一

般職の職員の給料月額及び期末勤勉手当並びに

特別職の期末手当につきまして、必要な改正を

行うものであります。 

  主な改正の内容といたしましては、一般職の

職員につきましては、若年層を中心に全ての給

料月額の引上げを行うとともに、期末勤勉手当

の支給月数を年間で0.1月引き上げるものであ

ります。 

  この改正に合わせて、特別職である市長、副

市長、教育長及び議員の期末手当の支給月数を

年間0.05月引き上げるものであります。 

  また、令和６年度以降に支給される期末勤勉

手当につきまして、６月と12月の支給月数を平

準化するため、必要な改正を行うものでありま

す。 

  あわせて、新型インフルエンザ等対策特別措

置法の改正に伴い、必要な規定の整備を行うも

のであります。 

  これらの改正のうち、給料月額及び令和５年

度の期末勤勉手当の支給月数の改正につきまし

ては、公布の日から施行し、令和５年４月１日

から適用するとともに、その他の規定は令和６

年４月１日より施行することといたします。 

  以上、御審議いただき、御決定くださいます

ようお願い申し上げます。 

佐藤卓也議長 お諮りいたします。 

  ただいま説明のありました議案第100号につ

きましては、会議規則第37条第３項の規定によ

り委員会への付託を省略したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第100号は委員会への付託を省略すること

に決しました。 
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  これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

佐藤卓也議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 一般職の職員の方は、

若年層などを中心に引上げだということです。

それは賛成です。１人当たりどのぐらいの金額

が年にして上がるのか。 

  また、特別職については、上げるのはいかが

なものかと私は考えていますが、特別職それぞ

れ１人年幾らぐらい上がることになるのか、お

願いします。 

西田裕子総務課長 議長、西田裕子。 

佐藤卓也議長 総務課長西田裕子さん。 

西田裕子総務課長 一般職の職員の１人当たり幾

らぐらいの引上げかということと、それから特

別職について、どれぐらいの引上げかといった

御質問でございます。 

  それでは、まず一般職の職員についての引上

げの額でございますが、１人当たりといったよ

うな、一概にはできないのですけれども、概要

を申し上げますと、高卒の初任給が１万2,000

円、そして大卒の初任給が１万1,000円の引上

げとなります。以下、20代後半の若年層で

8,000円から9,000円台、それから30歳代前半で

7,000円から8,000円台、そして30代後半から

2,000円台となりまして、管理職層６級職にな

りますが、800円程度の引上げということにな

っております。 

  また、特別職につきましてですけれども、特

別職につきましてはそれぞれになりますが、市

長につきましては６万4,400円、副市長につき

ましては４万9,000円、教育長につきましては

４万1,300円、議長につきましては３万1,360円、

副議長におきましては２万7,650円、そして議

員の皆様につきましては２万5,900円の引上げ

といったことになっております。 

  以上です。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

佐藤卓也議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 特別職についてなんで

すが、実は類似団体の特別職、市長はじめ三役、

それから議長はじめ議員、その方々の給与とい

うか報酬額について類似団体と比較したときに、

新庄市は高くなっております。私は、類似団体

と比較して、同じぐらいになるぐらいにあるべ

きだろうなと考えております。そういう意味で

は、このたびのさらなる引上げ、特別職の引上

げは、私は反対です。ここだけ、特別職につい

ては上げないということはできないんでしょう

か。 

西田裕子総務課長 議長、西田裕子。 

佐藤卓也議長 総務課長西田裕子さん。 

西田裕子総務課長 議員おっしゃる特別職の月額

について、報酬額についてということでありま

すが、まず手持ちにございます資料としまして

は、市長、副市長の報酬になりますけれども、

市長につきましては、県内の13市中３番目では

ございますが、同額が７市ございます。そして、

副市長につきましては、県内13市中６番目とい

ったような状況でございますので、決して高い

といったような基準ではないというふうに思っ

ているところです。 

  また、今回の特別職の手当の引上げについて

ではございますが、人事院勧告の対象になって

いると、直接適用はされていないところではあ

りますが、景気が悪化している場合等において、

一般職の引下げの勧告があれば、同じように引

下げも行っているというふうな状況にもありま

すし、一般職に合わせた引上げ、引下げという

ような対応をこれまでもしておりますので、引

上げといったような判断をしたところでござい

ます。御理解いただきますようよろしくお願い

いたします。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

佐藤卓也議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 県内比較では、市長及
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び議長、議員なども高くないんじゃないかとい

う総務課長のお話でした。しかし、類似団体の

全国の決算状況比較というのをぜひ見ていただ

きたいんですが、高いんです。そういう意味で

は、それを見ていただいて、市民の感情という

か、考えたときに、比較的高額な特別職につい

ては上げないというのが、上げないでほしい、

むしろ市民で苦しい方々に何か施策として補塡

するようなほうに使ってほしいというのは、市

民の切実な声だと思います。そういう意味で、

特別職については、私は除くべきだと考えます。 

西田裕子総務課長 議長、西田裕子。 

佐藤卓也議長 総務課長西田裕子さん。 

西田裕子総務課長 類似団体との比較ということ

でございますが、こちらにつきましては、ちょ

っと手元に私も資料ございませんので、今後検

討してまいりたいと思います。 

  また、このたびの特別職の引上げ、手当の引

上げについてでございますけれども、一般的な

社会情勢等も鑑みまして、引上げといったとこ

ろもございますので、よろしくお願いいたしま

す。 

  以上です。 

佐藤卓也議長 ほかにありませんか。 

５ 番（坂本健太郎議員） 議長、坂本健太郎。 

佐藤卓也議長 坂本健太郎さん。 

５ 番（坂本健太郎議員） 給与の引上げという

ことで、この物価高の中で給与が上がって、官

も民もそういう賃金が上がっていく中での経済

が回っていくということは、好ましい循環なの

かなと思っております。その中でお聞きしたい

のは、この給与の引上げが、指定管理などのそ

ういう人件費などにも影響していくのですかと

いうことでお聞きしたいと思います。 

西田裕子総務課長 議長、西田裕子。 

佐藤卓也議長 総務課長西田裕子さん。 

西田裕子総務課長 指定管理者の給与についての

御質問でございます。指定管理者の人件費につ

きましては、これまで会計年度任用職員の金額

を基準にして考えてきたというところではござ

いますが、ここ数年乖離が見られまして、人件

費については見直しをする必要があるというふ

うに考えておったところでございます。 

  今回、この一般職の給与の引上げに伴いまし

て、会計年度任用職員につきましても、来年度

から引上げをする予定ということでございます

けれども、またそれに伴って、その例となって

おります指定管理者の人件費につきましても引

上げをしたいというふうに検討を行いまして、

実は今年度、実態を知るために、各指定管理者

についてのヒアリングを行ったところでござい

ました。ヒアリングを行い、またその目的とす

る、目標とする金額まで引き上げるにはどのよ

うにしたらよいかというところの試算を行いま

して、令和６年度の予算に反映できるような人

件費の仕組みを検討をしたところでございまし

た。 

  以上でございます。 

５ 番（坂本健太郎議員） 議長、坂本健太郎。 

佐藤卓也議長 坂本健太郎さん。 

５ 番（坂本健太郎議員） ぜひ、そのような前

向きの御回答だったと思いますので、よろしく

お願いします。 

  以上です。 

佐藤卓也議長 ほかにありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 ほかに質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。 
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  よって、議案第100号は討論を終結し、直ち

に採決することに決しました。 

  これより採決いたします。 

  議案第100号新庄市一般職の職員の給与に関

する条例等の一部を改正する条例については、

原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」「異議あり」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議がありますので、議案第

100号については、原案のとおり決することに

賛成の方の起立を求めます。 

   （賛成者起立） 

佐藤卓也議長 起立多数であります。よって、議

案第100号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第１０議案第１０１号新庄市

会計年度任用職員の給与及び費用

弁償に関する条例の一部を改正す

る条例について 

 

 

佐藤卓也議長 日程第10議案第101号新庄市会計

年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例

の一部を改正する条例についてを議題といたし

ます。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山科朝則さん。 

   （山科朝則市長登壇） 

山科朝則市長 議案第101号新庄市会計年度任用

職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を

改正する条例について御説明申し上げます。 

  本案は、地方自治法の改正に伴う本市の会計

年度任用職員に勤勉手当を支給するため必要な

改正を行うものであります。 

  主な改正の内容といたしましては、会計年度

任用職員に支給する手当に勤勉手当を追加する

ものであります。 

  この改正に合わせて、新庄市職員の育児休業

等に関する条例につきましても、必要な規定の

整備を行うものであります。 

  施行日は、令和６年４月１日といたします。 

  以上、御審議いただき、御決定くださいます

ようお願い申し上げます。 

佐藤卓也議長 お諮りいたします。 

  ただいま説明のありました議案第101号につ

きましては、会議規則第37条第３項の規定によ

り委員会への付託を省略したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第101号は委員会への付託を省略すること

に決しました。 

  これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

佐藤卓也議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 会計年度任用職員の手

当を上げるということについては賛成です。 

  ところで、学校の図書館の支援員をしてくだ

さっている先生方の中で、全員が会計年度任用

職員となっていないとお聞きしたんですが、こ

の待遇についてはどのようにお考えなのか、お

聞きしたいと思います。 

杉沼一史学校教育課長 議長、杉沼一史。 

佐藤卓也議長 学校教育課長杉沼一史さん。 

杉沼一史学校教育課長 それでは、ただいまの図

書館職員についての御説明を申し上げます。 

  現在、各学校のほうには、図書館関係の職員

ということで配置をさせていただいております

が、学校図書、学校司書ということで配置に至

っているのは、そのうちの２校でございます。

それ以外につきましては、共同活動支援員とい

うことで、国の補助金を活用した形での謝金体

制での任用ということになっております。よろ

しくお願いいたします。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

佐藤卓也議長 佐藤悦子さん。 
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１ 番（佐藤悦子議員） 会計年度任用職員とい

うふうになりますと、やはり正職員に次ぐ待遇

ということで、社会保険だったり手当などもつ

いていると考えます。同じように、学校の図書

館で子供たちに本を読んでもらうために様々支

援してくださっている先生方に対して、私は全

員を会計年度任用職員として雇い、待遇をよく

していく必要があると考えますが、どのように

今お考えでしょうか。 

佐藤卓也議長 暫時休憩いたします。 

 

     午前１１時５９分 休憩 

     午後 ０時００分 開議 

 

佐藤卓也議長 休憩を解いて再開いたします。 

  １時まで休憩いたします。 

 

     午後０時０１分 休憩 

     午後１時００分 開議 

 

佐藤卓也議長 休憩を解いて再開いたします。 

  なお、監査委員大場隆司さんより、午後から

欠席届が出ております。 

  佐藤悦子さんに申し上げます。ただいまの質

問は、本議題の質疑とは違うと認めますので、

この件に関しましては答弁なしとさせていただ

きますので、よろしくお願いいたします。 

  ほかにありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 ほかに質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。 

  よって、議案第101号は討論を終結し、直ち

に採決することに決しました。 

  これより採決いたします。 

  議案第101号新庄市会計年度任用職員の給与

及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条

例については、原案のとおり決することに御異

議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第101号は原案のとおり可決されました。 

 

 

議案４件一括上程 

 

 

佐藤卓也議長 日程第11議案第96号令和５年度新

庄市一般会計補正予算（第５号）から日程第14

議案第99号令和５年度新庄市下水道事業会計補

正予算（第４号）までの補正予算４件につきま

して、会議規則第35条の規定により一括議題と

したいと思います。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。 

  よって、議案第96号令和５年度新庄市一般会

計補正予算（第５号）から議案第99号令和５年

度新庄市下水道事業会計補正予算（第４号）ま

での補正予算４件を一括議題とすることに決し

ました。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山科朝則さん。 

   （山科朝則市長登壇） 

山科朝則市長 議案第96号から議案第99号までの

令和５年度一般会計及び介護保険事業特別会計

並びに水道事業会計及び下水道事業会計の補正

予算について、一括して御説明申し上げます。 

  本案は、先ほど御可決いただきました議案第

100号新庄市一般職の職員の給与に関する条例
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等の一部を改正する条例の施行に伴い、各会計

における所要額を補正するとともに、一般会計

に電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付

金の支給に関する費用を補正するものでありま

す。 

  それぞれの会計の補正の内容でありますが、

議案第96号一般会計補正予算につきましては、

歳入歳出それぞれ２億7,876万6,000円を追加し、

補正後の予算総額を207億7,040万6,000円とす

るものであります。 

  補正の財源といたしましては、地方交付税、

国庫支出金及び財政調整基金繰入金を充てるこ

とといたします。 

  歳出につきましては、各款ごとの職員給与費

のほか、３款民生費に電力・ガス・食料品等価

格高騰重点支援給付金を計上しております。 

  次に、議案第97号介護保険事業特別会計補正

予算につきましては、歳入歳出それぞれ22万

3,000円を追加し、補正後の予算総額を39億

5,064万2,000円とするものであります。 

  次に、議案第98号水道事業会計補正予算につ

きましては、収益的支出に95万1,000円、資本

的支出に６万1,000円を追加し、議会の議決を

経なければ流用することのできない経費におい

て、職員給与費として101万2,000円を増額する

ものであります。 

  次に、議案第99号下水道事業会計補正予算に

つきましては、収益的支出に63万4,000円、資

本的支出に６万5,000円を追加し、議会の議決

を経なければ流用することのできない経費にお

いて、職員給与費として69万9,000円を増額す

るものであります。 

  以上、御審議いただき、御決定くださいます

ようお願い申し上げます。 

佐藤卓也議長 お諮りいたします。 

  ただいま説明のありました議案第96号令和５

年度新庄市一般会計補正予算（第５号）から議

案第99号令和５年度新庄市下水道事業会計補正

予算（第４号）までの補正予算４件につきまし

ては、会議規則第37条第３項の規定により委員

会への付託を省略したいと思います。これに御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第96号から議案第99号は委員会への付託を

省略することに決しました。 

 

 

日程第１１議案第９６号令和５年

度新庄市一般会計補正予算（第５

号） 

 

 

佐藤卓也議長 初めに、議案第96号令和５年度新

庄市一般会計補正予算（第５号）について、質

疑ありませんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

佐藤卓也議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） ８ページの１款１項の

議会費に、先ほどの特別職の人勧での引上げ、

報酬引上げが提案されたのが書かれていないの

ですが、どこから議員の報酬引上げ分が出るの

か、お願いします。 

  それから、２つ目には、10ページの２款１項

１目に、電力・ガス・食料品等価格高騰重点支

援給付金支援事業２億4,500万円の内容につい

て詳しくお願いします。 

西田裕子総務課長 議長、西田裕子。 

佐藤卓也議長 総務課長西田裕子さん。 

西田裕子総務課長 先ほどの議員の皆様の手当の

分の予算に関してでございますけれども、予算

としましては47万3,000円ほどを見込んでいる

ところでございますが、６月手当において、新

たな議員が多いということになりましたので、

基準日が６月１日現在での、その当時の６月手

当が、３か月未満というところの支給になった
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ところでありました。そういったところもござ

いまして、既決の予算の中で対応できるという

ことと見ておりますので、今回の予算には計上

していないところでございます。 

  以上です。 

横山 浩成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、横

山 浩。 

佐藤卓也議長 成人福祉課長兼福祉事務所長横山 

浩さん。 

横山 浩成人福祉課長兼福祉事務所長 それでは、

電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付金

について説明させていただきます。 

  こちらのほうですが、国の令和５年度補正予

算が11月29日に可決、成立したことを受けまし

て、市で対応するものでございます。 

  内容につきましては、物価高騰により影響を

受けている非課税世帯の生活を支援するために、

さきの６月定例会において補正予算可決してい

ただきました、１世帯当たり３万円の給付金事

業の追加分として、今回１世帯当たり７万円を

支給するものでございます。 

  交付対象者は、令和５年12月１日時点におい

て新庄市の住民基本台帳に登録され、かつ世帯

全員が令和５年度住民税均等割非課税である世

帯としております。 

  事業費につきましては、このたび3,500世帯

を想定しておりますので、給付金として２億

4,500万円となっております。 

  以上でございます。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

佐藤卓也議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 生活保護世帯も入るか

ということと、もう一つは均等割課税世帯とい

う世帯がすっぽり抜けているような気がします。

といいますのは、均等割の課税の、例えば給与

でいえば、均等割が発生する方は、給与で１人

でいえば93万1,000円ぐらいから、そのぐらい

の年収しかない方が、均等割が6,000円ですか、

発生するような状況でありまして、そういった

方は、まさに低所得者の部類に入るんだろうな

と皆さん感じるんじゃないでしょうか。そうい

う均等割世帯の方も、低所得者として本当は支

援すべきではないかと思うのですが、その点に

ついてはどうお考えでしょうか。 

横山 浩成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、横

山 浩。 

佐藤卓也議長 成人福祉課長兼福祉事務所長横山 

浩さん。 

横山 浩成人福祉課長兼福祉事務所長 まず、生

活保護世帯に関しては、今回給付の対象となっ

ております。 

  また、均等割の課税世帯も含めてはという御

質問でございますが、今回の事業は、一応国の

施策として実施されておりますので、国の交付

基準に乗って進めております。 

  なお、前回６月の段階で３万円を給付した際

にも、同じような条件でさせていただいており

ますので、御理解いただきますようよろしくお

願いいたします。 

佐藤卓也議長 ほかに質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 ほかに質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。 

  よって、議案第96号は討論を終結し、直ちに

採決することに決しました。 

  これより採決いたします。 

  議案第96号令和５年度新庄市一般会計補正予

算（第５号）は、原案のとおり決することに御
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異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第96号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第１２議案第９７号令和５年

度新庄市介護保険事業特別会計補

正予算（第３号） 

 

 

佐藤卓也議長 次に、議案第97号令和５年度新庄

市介護保険事業特別会計補正予算（第３号）に

ついて、質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。 

  よって、議案第97号は討論を終結し、直ちに

採決することに決しました。 

  これより採決いたします。 

  議案第97号令和５年度新庄市介護保険事業特

別会計補正予算（第３号）は、原案のとおり決

することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第97号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第１３議案第９８号令和５年

度新庄市水道事業会計補正予算

（第３号） 

 

 

佐藤卓也議長 次に、議案第98号令和５年度新庄

市水道事業会計補正予算（第３号）について、

質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。 

  よって、議案第98号は討論を終結し、直ちに

採決することに決しました。 

  これより採決いたします。 

  議案第98号令和５年度新庄市水道事業会計補

正予算（第３号）は、原案のとおり決すること

に御異議ございませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第98号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第１４議案第９９号令和５年

度新庄市下水道事業会計補正予算

（第４号） 

 

 

佐藤卓也議長 次に、議案第99号令和５年度新庄

市下水道事業会計補正予算（第４号）について、

質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 質疑なしと認めます。よって、質
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疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。 

  よって、議案第99号は討論を終結し、直ちに

採決することに決しました。 

  これより採決いたします。 

  議案第99号令和５年度新庄市下水道事業会計

補正予算（第４号）は、原案のとおり決するこ

とに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第99号は原案のとおり可決されました。 

 

 

閉      会 

 

 

佐藤卓也議長 ここで、市長より御挨拶がありま

す。 

  市長山科朝則さん。 

   （山科朝則市長登壇） 

山科朝則市長 12月の定例会を閉じるに当たり、

一言申し上げます。 

  まずは、提出した議案に関して、皆様方より

御可決いただきまして、ありがとうございます。 

  特に、副市長の人事案件におきましては、私

就任して２か月半になるわけでありますけれど

も、やっと執行部の体制が整ったというふうな

ことで、議員の皆さんの御理解に感謝を申し上

げるところでございます。これからは、事務方

のトップである副市長を中心に、市民サービス

の向上、そして議員の皆さんとともに、さらに

努力をしてまいりたいと考えているところでご

ざいます。 

  ちょうど12月で、いい機会でありますので、

今年１年ちょっと振り返らせていただきますと、

何といってもコロナ感染症が５類に移行して、

活動制限が、自粛、規制をしなくてもいいよう

な状況になったというふうなことでありまして、

様々なイベントが再開されました。特に、本市

においての最大のイベントであります新庄まつ

りも、24、25、26日と通常開催ができたという

ふうなことで、これも非常に喜ばしく思ってい

るところであります。 

  一方で、今年の夏は何といっても猛暑、酷暑

というふうなことでありまして、非常に暑い夏

でありまして、この暑さの影響というのはいろ

んなところに派生しているというふうに感じて

おります。特に、私ども地域の地場産業でもあ

ります農業の部分においては、やはり生育不順

というふうなこと、さらには高温障害というふ

うなこと、様々な問題が発生しております。特

に、米に関しましては、一等米比率が83.2％と

いうふうなことで、史上最悪の状況にあるとい

うふうなこともございまして、これらの様々な

対策に関しても、農業にかかわらず全てにおい

て、新庄市として皆さんといろいろ議論を重ね

ながら、市民の皆さんのお支えをしていかなけ

ればならないというふうに思っているところで

もございます。 

  一方で、世界情勢を見ますと、何といっても

この時代に戦争が起きている地域があるという

ふうなことでありまして、それによる本当にそ

の経済不安定さが続いているということと、さ

らには史上最大の円安になっているというふう

なこともありまして、我々の生活も本当に物価

高というふうなことで厳しい状況にさらされて

いるわけであります。この件に関しても、本当

に皆さんといろいろと議論を重ねながら、何と

か市民の皆様の生活の向上のために、我々新庄
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市として努力をしてまいりたいというふうに考

えているところであります。 

  全ては、市民生活の向上、そして持続可能な

行政運営というふうなことであります。皆様方

からも、今後ますますの御意見、そして御指導

いただきながら、しっかりと進めてまいりたい

と思いますので、よろしくお願い申し上げます

とともに、来年は皆さんにとって、そして新庄

市民にとってもいい年になりますことを御祈念

申し上げまして、壇上からの私のお礼と感謝の

言葉とします。どうもありがとうございました。

よろしくお願いします。 

佐藤卓也議長 以上をもちまして、令和５年12月

定例会の日程を全て終了いたしましたので、閉

会いたします。 

  大変お疲れさまでした。 

 

     午後１時２１分 閉会 
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